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    　一人の人間であることが、一人の人間でしかないことが、彼には耐えがたかった。


    



    　　　§


    



    　まだ小さな子供だった頃、彼は病気を患わずらって入院した。


    　夏休み中のことだった。三週間ほどの間ではあったが、彼にとってその体験は大きな意味を持った。貴重な夏休みの半分を、病院という建物に閉じこめられて過ごさねばならないのだ。三週間──百八十一万四千四百秒という時間は、年とし端はもゆかぬ少年にとって途方もない長さに思えた。


    　初めて水み無な月づき病院を訪れて外側から直方体の建物を眺めた時、彼は、墓石に似ていると思った。病棟に足を踏みいれた瞬間、濃厚に漂ただよう消毒薬の匂においに咽むせ返りそうになった。迎えた医師の白衣からも同じ匂いが──より強い匂いが漂ってきて嘔はき気がこみあげたが、数時間もすれば慣れた。


    　病院という環境を、彼はスグに好きになった。


    　白で統一され色彩を欠かいた清潔な病室も気に入った。


    　ヒッソリと静まり返った廊下も、顔色のすぐれない患者たちがたむろする待合室も、手術室と名づけられた立ち入り禁止の場所も、彼にとっては好奇の対象だった。遠くからかすかに聞こえる足音、時とき折おり混じる咳せき払ばらい、悪意混じりに交わされる看護師たちの噂うわさ話、何もかもが好ましかった。


    　朝昼晩、判で押したように繰り返される味気ない入院食にだけは閉口させられたが、ある時、耐えかねた一人の患者がフォークを引っつかんで看護師の頸くびすじに突きつけ『肉を喰くわせてよおォ……！　でなきゃ皆殺しにしてやるうううゥ……!!』と叫んで騒動を起こして以降は、食事が少しだけ改善された。


    　熱がずっと引かなかったが、気分は悪くなかった。むしろ頭の芯しんがボーッと痺しびれるような感覚を愉たのしんでさえいた。夜まだ早い時間に満ち足りた気分で眠りに就つき、夢のなかで不思議な世界をさまよい、朝は上機嫌で目覚めを迎えた。


    　いっそのこといつまでもこの水無月病院で過ごしたいと思った。


    　まったく、この世にまたとないほど奇妙きわまりない病院だった。病にとり憑つかれた人々が訪れては最さい期ごを迎え、解かい剖ぼうされる場所。人の死に満たされた巨大な直方体。


    　昨日は誰それが亡くなった……──号室のナントカさんももう危なそうね……あと何日もつか賭かける？　……いいわよ、うふフ、ちょいっと加減しちゃおうかしら……そんなの卑ひ怯きようよ……少年の耳を気にすることなくささやかれる看護師たちの噂うわさ話は、甘やかなお伽とぎ噺ばなしのように響いた。これまでどれだけの数の人間がこの場所で命を失い、そしてまたこれから先死んでゆくことだろう。そう考えるとゾクゾクした。


    　廊下を歩いていると、いろんな患者とすれ違った。


    　片足を常つねに床につけもう片方の足のみで歩行しようとするため、同じ場所でクルクルと独こ楽まのように回転を続ける老人。産婦人科に入院している妊婦は、手に持った鏡で足あし許もとを映しながらでないと一歩たりとも進めなかった。


    　自分の歩数を正確にかぞえながら進み、かぞえ間違えたらまた元の場所まで引き返して最初の地点からやり直すため、いつまで経たっても目的の場所に辿たどり着けない少年。


    　毎日、病室の壁をヤスリで削りとってはその粉をポケットに入れ、廊下をさまよいながら少しずつ床に撒まいていく少女。彼女は整形手術を受けた後で経過を見るために入院していたのだが、この場所が刑務所であると信じていて、脱獄すべく壁を掘り進めているらしかった。彼女の後を常に看護師が一人ついて歩き、落とされた粉末を綺き麗れいに掃除してまわった。


    　地球空洞説を信じている物理学者がいて、彼は、今我々が住んでいるのは地球内部の空洞にほかならないと説いた。


    　十三歳の時この理論に関する長大な論文を発表してここに入院することとなり、以来三十七年間にわたって一度たりとも外に出たことがなかった。外出が禁じられているわけではなかった。タダ、我々が閉じこめられた地球の外側に出ることはできないのだから、建物の外に出ることも無意味であるというのだった。よく本を読んで過ごしていたが、ミステリの類たぐいにはけっして手をつけようとしなかった。『密室殺人？　そんなものナンセンスだ。この世界じたいが巨大な密室なのだから』というのが理由だった。


    　また、食事で生卵が出るとこうも言った。世界は巨大な球体の内部に存在しているが、その全体は微妙に歪ゆがんだ楕だ円えん形をしており卵に似ている、つまりこの世界はいずれ生まれるべき真の世界の準備段階にほかならない、と。


    　外科には三日おきに新たな発明品を生みだしている発明家がいて、廊下で偶然通りがかった少年に、『人体はどこまで工業用の部品として使用可能か』というテーマについて延えん々えんと論じ、最終的に辿り着いた結論は『無限に』というものだった。


    　人体ほど見事な機械はまたとないのだから、それをいったん分解して組みあわせることによって他のどんな機械でも組み立てられるはずだ、と言って、皮ひ膚ふ、骨、筋肉、脂肪、内臓、それぞれの有効な使い途みちについて語った。自分の身体を素材とするべく削り落とそうとしては看護師に止められていたが、その軀からだからは既すでに左手の薬指と右耳が失われていた。いくつもポケットのついた寝ね間ま着きは螺ね子じまわしや糸いと鋸のこといった工具でふくらみきっていた。ここを病院ではなく研究所だと思いこんでおり、看護師を助手とみなして、今開発している品がどれほど人類の生活向上に奉仕するものであるかを力説していた。


    　ところが理想に反して、その男が生みだす品々は何の役にも立たない代しろ物ものばかりだった。ハムスターを動力源とした鼠ねずみ取り機、巨大ミミズのためのピアノ、毒茸きのこ採集機、食べられる食器、食べられる食器を消化するための人工の胃袋、アルチンボルドふう野菜並べ機、轢ひき逃げ専用の自動車、妖よう精せいのためのタイプライター……実用的にはまったく問題外だったが、それらの機械が作動するさまはユーモラスかつ美び麗れいで、見る者を惚ほれぼれとさせた。それだけが唯一の価値であるとも言えた。


    　どの人物も見ていて飽きなかった。


    　入院したからといって日がな一日病室にこもっていなければならないわけではない。気が向くと、彼は建物の屋上に向かった。


    　この病院に入ってからズット上じよう天てん気きが続き、雲ひとつない青空が広がっていた。彼が訪れる時はいつも、屋上には誰もおらずガランと静まり返っていて、気兼ねなく一人きりの時間を満喫できた。


    　彼は屋上の端の柵さくに近づいた。


    　申し訳程度に設けられた柵はお粗末きわまりない代物で、手をかけただけでガタつき今にも折れかねない危険な状態だった。腰までの高さしかないため、上半身を乗りだせば容た易やすく落ちてしまいそうだ。実際、不慮の事故からかそれとも故意によるものか、過去にそこから落下して死亡した患者もいるという噂うわさだったが、修繕されることもなく放置されている。


    　まるで、ここから飛び降りて死ぬ自由も残されていますよ、とでもいうふうだった。そんな悪意か善意か判別つかない配慮すらも、彼には小こ気き味み好よく感じられた。


    　柵にかるく手をつき、眼下に広がる街並みを見下ろした。


    　八月後半の陽ひ射ざしが街全体を照らしていた。四角い建物の群れが地上を埋め尽くしている。色とりどりの屋根、網の目のごとく張りめぐらされた道路、その隙すき間まを彩いろどるように点在する樹き々ぎ。それらの間に視線をさまよわせながら、彼はさまざまのことを考えるのだった。


    　一人の人間であることが、一人の人間でしかないことが、彼には耐えがたかった。


    　それはほとんど肉体的な苦痛と言ってもいいほど確かなものとして感じられた。肉体という不ぶ恰かつ好こうな容器に、小さなメス一本で容易く切り裂かれる皮ひ膚ふの内側と外側という区別に、何の意味があるだろう。


    　ある時、彼はメビウスの輪、そしてクラインの壺つぼという図形を知り、表も裏もなく内側も外側も存在しないその不思議な形に強く惹ひかれた。[image: ]ねじるという至し極ごく単純な操作がそんな奇妙な現象を生みだしてしまうことに感動した。


    　以来、しばしば一本の細長い帯を[image: ]って両端をつなぎあわせ、メビウスの輪の形を作ってはつくづくと眺めた。


    　美しい形だと思った。


    　──これこそ理想の形態にほかならない。


    　どうして人体もこんな形をしていないのだろう。


    　人の軀からだとは血液を循環させる器官であり、ならば循環を体現したこの形象こそが最も相応ふさわしいはずではないか。人体においても血管という、紐ひもにも似た細い帯が詰まっていることであるし。


    　自宅の彼の部屋はかぞえきれないほどの帯で埋め尽くされていた。


    



    　彼が入っている病室の隣の部屋、４４４号室には一人の少女が入院していた。


    　初めてこの病院で過ごすことになった日、隣室のドアが開いていて室内の様子が窺うかがえた。ベッドに横たわっていたのは、吸いこまれそうなほど深い色合いをした瞳ひとみが印象的な少女だった。彼女は手て許もとの薄い長方形の箱を眺めていた。こちらの視線に気づいたようだったが、目立った反応を見せることなく知らぬフリを装よそおった。


    　彼の方も、特にそれで気分を害したわけではなかった。


    　後で看護師から聞いたところによると、隣室の少女は彼よりも遙はるかに前から入院していて、誰とも口を利きかないのだという。理由はわからないが、医師にも、看護師にも、見舞いに来た家族にも、誰とも話さない。言ったことはキチンと守るので手がかかりはしないけれど、かといって何も喋しやべらないのは困ったものだと看護師は不平をこぼした。彼はどうでもいいことだと思った。


    　ある日、彼はいつものように屋上に佇たたずんで街並みを眺めながら物思いに耽ふけっていた。


    　その時考えていたのは壜びんのことだった。以前、彼は壜詰めの胎児を見たことがあった。


    　半透明の容器におさめられた肉の塊かたまりを、彼は気味悪いとは思わず、むしろどこか懐なつかしいような心安らぐものをさえ感じていた。


    　外部から隔絶した壜のなか、何なのかもよくわからない液体に漬つけられて、背を丸めた胎児は薄く笑っているように見えた。時折、かすかに身じろぎさえするふうに思えた。


    　──何が可お笑かしいのだろう。


    　狭苦しい壜のなかに詰めこまれてどうして笑っているのか、彼には不思議だった。そんなに居心地が好よい場所だとも思えなかった。昔、風ふ呂ろ場で頭まで湯に浸つかった時には苦しいばかりだったが。胎児の気持ちを理解するには、自分もまた同じように壜のなかに入ってみるしかないのかもしれない。


    　甘美な音楽でも聞こえているのだろうか。


    　あるいは、愉ゆ快かいな夢でもみているのだろうか。


    　その夢を思い描いてみたが、現実の制約から離れたその夢のなかでは、どんなことでもありえた。あらゆる可能性が矛盾することなく存在した。


    　そんなことを想像しているうちに、いつの間にか、彼もまたその胎児と同じ笑みを浮かべていた。


    　その時、後ろから何かが転がってきて彼の足に当たった。


    　フト我に返って視線を落とすと、足あし許もとに小さな壜びんがあった。先ほどまで考えていたこととの不思議な一致に驚きつつ、どうしてこんなものがと思いながら屈かがみこんで手に取った。


    　掌てのひらにチョコンと載のるくらいの不透明な硝子ガラスの容器で、なかに何が入っているのかは窺うかがえなかった。


    　蓋ふたを開けてみようとした時、少し離れたところに隣室の少女が立ち、こちらを眺めているのに気づいた。彼女の視線は、少年に向けてというよりは彼が手にした壜にそそがれていた。その視線の意味を察して、


    「これ、君の？」


    　彼は少女にそう声をかけた。


    　看護師の噂うわさ通り、少女は口を開かず、タダ小さく頷うなずき返すだけだった。


    　仕方なく彼も無言で壜を差しだした。指先がかすかに少女の手に触れた。彼女の手は冷たかった。壜を受けとると、少女はやはり押し黙ったままクルリと身を翻ひるがえし、その場を後にした。


    　それだけだった。


    



    　秘密を持たない人間はいない。


    　どんなに開けっぴろげな人間でも、何かしらひとつくらいは秘密を持っているものだ。人によっては、日記帳に書きつけられた荒こう唐とう無む稽けいな夢想であったり、両親には内緒で飼っている梟ふくろうだったり、机の抽ひき斗だしに仕舞ってある腐った林りん檎ごの欠片かけらであったり、イチジクの実をいつまでも嚙かまずに舌のうえで転がすことだったり、さまざまだろう。


    　少年にとってのそれは、ベッド脇わきの机に置かれた一冊のスケッチブックだった。薔ば薇ら色の表紙に挟まれた紙片が渦巻き状の金具で綴とじられている。


    　彼の家系は高名な画家を数多く輩出しており、両親もその例外ではなく、そして息子にも自分たちと同じ道を歩むことを期待していた。口うるさく強要したわけではなかったが、無言でさりげなく絵を描くことを促した。


    　日頃から彼はそれを窮きゆう屈くつに感じていた。兄がそちらの方面に進むのだろうから、自分にまで押しつけてほしくないと考えた。そうは思っても面と向かって反論するわけではなく、表面上はおとなしく従っているふうを装よそおった。


    　世に溢あふれる絵画一般に、彼は興味を持てなかった。


    　人間や、鳥や、魚や、果物や、海辺の光景や──日頃生活していて普通に見ることのできるものを、どうしてわざわざ手て間ま暇ひまかけてまで画が布ふに定着させ作品として提示するのかが理解できなかった。あまつさえ、そのうちひと握りの作品は名作として褒ほめ称たたえられ信じられないほどの高額で取引されるのだ。カンヴァスと絵の具という道具を用いてありふれた品を写しとったものに過ぎないのに、実に不可解なことだった。


    　代わりに彼は、解かい剖ぼう図に強い関心を示した。事物の外面を描いた写しや実じつ画よりも、人体の内部を写しとった図版こそが真実を表わしていると思った。


    　人を見るたびに、その薄っぺらな皮ひ膚ふの裏側に隠された筋肉を、骨を、血管を、神経網を、内臓を、脳を、思い浮かべては紙のうえに細密に写しとった。医師からレントゲン写真を見せられた時、内心、自分が描いたスケッチの方が正確だと思った。


    　彼のスケッチブックには、人体の内部の素そ描びようがギッシリと描きこまれた。そんなこと与あずかり知らぬ両親は、病室の窓から望める風景をスケッチしているのだと思いこんでいることだろう。自分の趣味が人に理解されがたいものだということは承知していた。かろうじて兄だけがわずかな理解を示したに過ぎない。


    　だからこそ秘密にとどめていた。


    　その日も彼はスケッチブックを広げて、廊下を通りがかった発明家の膵すい臓ぞうを写しとっていた。


    「──何してるの？」


    　耳みみ許もとでそうささやく声がした。


    　驚いて顔を上げると、すぐそばに件くだんの少女が立っていて彼の手許を覗のぞきこんでいた。彼は慌ててスケッチブックを隠そうとしたが、


    「いいじゃない、見せてよ」


    　彼女は案あん外がい強引で、止める間もなくスケッチブックを覗きこんだ。そこに描かれた奇き怪かいとも美び麗れいともつかぬ断片の群れを見て、彼女は不思議な顔をした。


    「なんだかムツカシー絵を描いてるのね。チューショー画ってやつ？」


    「違うよ。そんなんじゃない」


    　見当違いな感想を聞いて、彼はいささか気分を害して返事した。


    　実際のところ、そこに描かれた神経網や骨盤や内臓の断面は人の姿とはトテモ似ても似つかず、知らぬ者の眼めからすれば抽ちゆう象しよう画と受けとっても仕方のないところがあった。しかしそのことが余計彼を苛いら立だたせた。


    「ふぅん、変なの……」


    　彼女は頭を傾かしげながら呟つぶやいた。


    　突然話しかけてきた少女を、彼は幾いく分ぶん鬱うつ陶とうしく感じ、早くあっちに行ってくれないかなと思った。


    　黙りこんだ彼に、彼女は、


    「私も描いてよ」


    　と言った。


    「どうして」


    　彼は驚いて、つっけんどんな返事をした。


    「あら、『どうして』ってどうして？　他の患者さんたちを描いてるんでしょ。なのに私だけ描かないっていうのは不公平ってものじゃない？　差別ってものよ。先生に言いつけちゃうわよ。私だってれっきとした患者なんだから、描いてくれてもいいじゃない、描くべきよ、描かなくちゃいけないの」


    　理り不ふ尽じんともいえる理屈を持ちだしてたたみかけるように言い張る彼女に、仕方なく、


    「……わかったよ」


    　素そっ気けなく頷うなずいて鉛筆を手に取った。


    　彼女の方を向いて、しかし視線はかすかに逸そらしたまま、紙のうえに鉛筆を走らせた。最初は適当に仕上げて切りあげようと思っていたが、いったん描きはじめると自分でも意外なことに熱中し、鉛筆を握る手に力がこもった。その間、モデルとなった彼女はジッとこちらを凝み視つめていた。


    　随ずい分ぶんと時間をかけてから、ようやく手を止めて、


    「描けたよ」


    　彼はまた素っ気なく告げた。


    　彼女がスケッチブックを覗のぞきこむと、そこに描かれていたのは、ウネウネと襞ひだが密集した塊かたまりだった。鉛筆で影の濃淡をつけて実物そのものとさえ見える緻ち密みつさで描きこまれていた。


    　彼女はやはり不可解な表情を隠さず、


    「なぁに、これ」


    「脳だよ」


    「のう」


    　彼女はキョトンとした。


    　まだ呑のみこめずにいる彼女に、彼は自分の顳こめ顬かみを指差して、


    「そうさ、君の頭のなかにはこれが入ってるんだ。頭ず蓋がい骨こつに包まれてね。誰だってそうさ。脳こそがその人間の本質だ。だから、これが君なんだ」


    　いささか得意げにそう説明した。


    「ふぅん……変なの。なんだかゾッとしない」


    　彼女は納得のいかない表情をしたが、しかし興味は惹ひかれた様子で、


    「これ、貰もらっていい？」


    　と尋たずねた。


    　彼は戸と惑まどいつつ、無言でスケッチブックから破りとって紙片を彼女に渡した。彼女はそれをあらためて眺めてから、


    「これが私……ね」


    　また得とく心しんいかぬふうに言って折りたたみ、ポケットにおさめた。それからクルリと振り向くと去っていった。


    　その後ろ姿を見送りながら、彼は不思議な気分になった。


    　これまで、こんなふうに絵を求められたことはなかった。あの少女は、『変なの』と言いながらも自分の絵に興味を示してくれた。だから少しだけ嬉うれしかったのかもしれない。


    　かといって、それで彼女と急速に親しくなったというわけではなかった。彼女の態度は相変わらず無ぶ愛あい想そうと言ってもいいもので、気が向いた時だけ彼に話しかけてくるのだった。


    　特に彼女が笑うところを、彼は見たことがなかった。笑顔というものを知らないのではないかとも思えた。もっとも、無愛想という点では、彼もその少女とたいして変わらなかったかもしれない。


    　彼と同様、少女にも秘密があった。


    　彼女は貝殻を集めていた。


    　毎年、夏が来るたびに海に出かけては浜辺に散らばった貝殻を拾ひろってくるのだと言った。


    　どんな色だろうが、綺き麗れいだろうが不ぶ恰かつ好こうだろうが、渦巻き形をしていればとにかく集めてくるのだと。この夏は海に行けなくて残念、と不平をこぼしてから、彼女はそのコレクションを見せてくれた。


    　およそ考えうる限りの渦巻き形が標本箱にミッチリと詰めこまれていた。


    　何な故ぜそこまで密集させねばならなかったのか、過剰なほど隙すき間まなく押しこめられ、箱の表面の硝子ガラスがたわんで今にも割れそうに見えた。貝殻同士が擦こすれ軋きしむ音さえ聞こえてきそうな有あり様さまは、趣味というよりは何か異様な執しゆう念ねんを感じさせた。海へ行った思い出というより、それは、タダ貝殻という物質で直方体の空間を満たすことのみを目的としているふうにも思えた。


    　少女は標本箱から貝殻をベッドのシーツのうえに広げ、さまざまに並べてみせた。


    「どうドウ？　綺麗でしょ」


    　たしかにそれは美しかった。色とりどりにちりばめられた小片の群れは、彼の眼めに万まん華げ鏡きようのように映った。白い指先が貝殻を並べ換えるたびに打ち当たった貝殻が硬い音を立て、あたかも意志を持っているかのようにすべり動き、さまざまな色合いが組みあわさって現実のものを模した形に見えることもある。


    「……ね、こうすると仔こ猫ねこに見えない？」


    「いいや、ちっとも。似ても似つかないね。君には絵心ってものがないな」


    「もう、意地悪ね」


    　彼女は不服げに頰ほおをふくらませた。


    



    　数日経たって、少女は彼に小さな壜びんを手渡した。


    「……何、これ」


    　唐とう突とつな行動に戸と惑まどいつつ彼が尋たずねると、


    「見ればわかるでしょ、わからない？　壜に決まってるじゃない」


    　小こ莫ば迦かにした口調が返ってきた。


    「ぼくに？」


    「そうよ、この間のお礼」


    　彼女は澄すました様子で、お礼をする態度とも見えなかった。


    　この間のというと、彼女のスケッチを描いたことに対してだろうか。べつにお礼をされるほどのことではないけどな……と戸と惑まどいながらも、彼はその容器を受けとった。


    　以前、屋上で足あし許もとに転がってきたあの壜びんである。なかの様子はまるきり窺うかがえず、何が入っているのかはわからない。光に透すかして見ようとしても、燻くすんだ硝子ガラスの表面は内容物の輪りん郭かくをつたえてはこなかった。


    「中身は何？」


    　彼は興味がないふうを装よそおった口調で訊きいた。


    「何が入ってると思う？」


    　少女はそう悪戯いたずらっぽく尋たずねかけ、彼が頸くびを横に振ると、


    「開けちゃダメよ」


    　と言った。


    「どうして」


    「どうしてもよ。どんなことがあっても、絶対に開けちゃダメよ」


    　そう念を押された。強い口調が秘密の大きさを感じさせた。開けてはいけないと言われるとかえって興味を惹ひかれた。


    「貝殻かな」


    　彼女が標本箱に蒐しゆう集しゆうしていることからそう鎌かまをかけてみたが、彼女は頭を振った。


    「違うわ、もっとズット素敵なものよ」


    　そう返されると、もうお手上げで推測のしようもない。この壜に入るくらいの小ささのものなど、この世にはかぞえきれないほどある。


    　──何が入っているんだろう。


    　その中身について、彼はあれこれと想像をめぐらせた。


    　壜は、以前見た壜詰めの胎児を連想させたが、胎児が入っているにしては小さ過ぎる。


    　──遙はるか異国の砂……見知らぬ誰かに宛あてた手紙……それとも毒薬？　いやいや、そんなありきたりではなくて、もっと不思議なものだろう……不思議なものであるはずだ……なければならない……


    　そんなことを繰り返しながら凝み視つめつづけたが、壜はひとつの秘密を抱えこんだまま彼の視線を跳はね返した。考えれば考えるほど好奇心を刺激された。そんな彼の姿を見て、少女は愉たのしんでいるふうでもあった。


    　それでも彼は、少女との約束を守って蓋ふたを開けはしなかった。


    　お伽とぎ噺ばなしにおいて『見てはいけない』と釘くぎを刺された言いつけを破って開けてしまうと、魔力が失うせてしまうと相場が決まっている。秘密を知ることへの禁きん忌きが、そこでは語られているのだろう。


    　中身がわからないからこそ、こうしていろいろ想像して愉たのしむことができるが、実際に開けてみると案外ツマラナイとガッカリするかもしれない。いや、どんな素敵なものが入っていたところで、想像に叶かなうわけがないという気もする。


    　そう、きっと彼女がくれたのは小さな魔法なのだ。


    　だから秘密は秘密のまま、魔法は魔法のまま、その正体を知ることなくとどめておくべきなのだろう──そう思った。


    



    　翌日、彼女が死んだ。


    　朝、隣の病室がいつになく騒がしかったので覗のぞいてみると、見知らぬ大人がいて、彼女は亡くなったのだと告げられた。昨夜急に容態が悪化したらしく、手を尽くす暇ひまさえなく息を引きとったのだという。標本箱が割れており、なかにおさめられていた貝殻が床に散らばっていたそうだ。


    　彼女の遺体をひと目見ることができたが、ベッドのうえで静かに横たわった彼女は眠っているだけのように見えた。


    　──きっと永ながい夢をみているに違いない。


    　と彼は思った。


    　壜びん詰めの胎児がみているのと同じ夢を。


    　どうして死んだのか、それすら訊きく気力も持ちあわせず、彼はすごすごと自分の病室に戻った。彼女は死んだ、それだけが事実だった。


    　真っ白な病室で、彼はポカンと立ち尽くしていた。


    　彼女のことが好きだったわけではないし、その死が哀かなしかったわけでもない。タダ何度か口を利きき、彼女の脳を思い描いてスケッチし、一個の壜を渡された、それだけの関係だ。彼の瞳ひとみからは、当然のように一滴の涙も零こぼれることはなかった。


    　ただ、自分でも何なのかわからない感情が胸の奥にわだかまっていた。その不可解さに当惑しながらその日はいつもより早くベッドに潜もぐりこんだが、なかなか寝つけなかった。


    　そして翌日には、主あるじであった少女を失い空室となったその部屋に、はや新たな患者が入室してきた。呆あつ気けないほど唐とう突とつな変化だった。別れを告げることさえ許されず、少女はこの世から去ったのである。


    　少年にはあの壜だけが残された。


    　それは彼女の形かた見みのようなものだった。壜をつくづくと凝み視つめても、やはり何が入っているのか見当もつかなかった。掌てのひらのなかの硝子ガラスは冷たく、硬く、彼の視線を拒絶するかのようだった。まさか彼女は、自分を襲う死を予感してでもいたのだろうか。だからこそ壜びんを手渡したのだろうか。


    『どんなことがあっても、絶対に開けちゃダメよ』


    　と彼女は言っていたが、最も早はやこのなかに何が入っているのか知っている人物はこの世にいない。自分が開けない限り、この先ズットそれはひとつの秘密として保たれるだろう。


    　しばらく思し案あんして、彼は結局壜を開けずにおこうと決めた。それが彼女の意志だというのなら、無理に知ろうとすることもないだろう。


    　ところがその時、手がすべって蓋ふたが回転し、思いのほか容た易やすく開いた。


    



    　そして──壜から一個の眼球が転がり落ちた。


    



    「あッ──！」


    　思わず小さな叫びを上げ、壜を取り落としていた。


    　床に落ちた小さな球体を見て、まるでそれが自分の眼がん窩かから零こぼれ落ちたかのような恐れに囚とらわれ、彼は反射的に自分の顔に手をやった。双そう眸ぼうをまさぐり、そこに両の眼めがちゃんと揃そろっていることを確認してホッと胸を撫なでおろすと、今度は不思議な昂こう奮ふんが涌わきあがってきた。


    　あらためて床のうえの物体を見た。


    　造りものではない、本物の眼球だった。


    　他の動物のものとも思えず、人間の眼とみて間違いないだろう。これはどういう悪戯いたずらなのか。悪戯で済まされることとも到とう底てい思えなかった。何な故ぜこんなものが入っていたのか。


    　いや、何故という理由よりも、


    　──一体誰の眼だろう。


    　という考えが先に走った。


    　──ひょっとして、彼女の眼なんじゃないだろうか。


    　そんな理り不ふ尽じんな想おもいさえ涌いてきた。気のせいかもしれないが、その虹こう彩さいの深い色合いは生前の彼女の瞳ひとみに似ていた。勿もち論ろん、最後に会った時には彼女の両目はちゃんと揃そろっていたし、それが理屈に合わない莫ば迦かげた考えだということは承知していた。しかし眺めれば眺めるほど、彼女の眼球がどうにかして壜に入りこんだのではないかという想いが強まってくる。その思いつきは、理不尽であるが故ゆえにかえって真実味を帯びているように感じられた。


    　床に落ちたそれを拾ひろいあげようと屈かがみこんだが、床が傾いてでもいるのだろうか、眼球は床のうえを転がって彼の手を逃のがれ、そのまま細く開いたドアの隙すき間まから病室の外へと出ていった。突とつ拍ぴよう子しもない品ではあるが、それでも彼女の形かた見みには違いない。失なくしたら大変だと、彼もその後を追って部屋を出た。


    　コロコロコロコロと……廊下を転がっていく眼球に従って早足に歩いていった。こんなところ誰かに見つかったら大変な騒ぎになるだろうが、幸い廊下に人影はなく誰にも見つからなかった。


    　途中、一度だけ例の発明家に出くわしたが、「やッ、新しいペットを発明したのかね、感心感心」と声をかけてきたので、「今度見せてあげるよ、こいつはスゴク頭がいいんだ」と返事して誤ご魔ま化かした。


    　今や確信していた。


    　床が傾いているわけではない、眼球じたいが意志を持って動いているのだ。


    　目的地は知れないが、この眼球はどこかへ行こうとしているに違いない。幼い頃から人体を植物や鉱物と同等だとみなし、モノにも意識があると信じていた少年にとって、それは馴な染じみやすい観念だった。その行く先を知りたくてたまらなかった。


    　人ひと気けのない廊下はまるで迷路みたいだった。見知らぬ世界が広がっていた。何度も通った道であるはずなのに、どこを歩いているのだか、どちらに向かっているのだか、すぐにわからなくなってくる。遠近法が歪ゆがみ、距離の感覚が失われる。


    　自分の足音が反響して後から追いかけてきた。その音に急せかされて、眼球に導かれるまま長い廊下を進んでゆく。


    　何度も何度も何度も……かぞえきれないほどの角を曲がった。迷子になったような感覚に囚とらわれながら、しかし不安を感じはしなかった。むしろ、どこに続いているのかもわからない通路をさまようことを愉たのしんでいた。


    　──病院のなかがこんなに広いはずがない。


    　初めてこの病院を訪れた時、外側から眺めてたしかに大きいと感じはしたが、それでも限度というものがある。ここまで歩きつづけても終わりがこないというのは明らかにおかしいことだった。


    　空間が折りたたまれて不思議なつながり方でもしているのだろうか。あるいは薄暗い照明の届かない暗がりに踏みこむたびに、見えないところで新たな通路が生みだされているか。そうして奇妙に[image: ]ねじれながら元いた地点に戻ってきて、回し車に放りこまれたハムスターさながらに果てしなく繰り返すことになるのかもしれない。


    　──そう、ひょっとしたらこの建物は無限に広いんじゃないだろうか。


    　そんな考えが頭をよぎった。


    　その想像は恐ろしいものだったが、また胸躍おどるものでもあった。いつまでもこの迷路めいた廊下を歩きつづけたい気がした。


    　しかし前を進む眼球は、やがて階段に行き当たった。


    　オヤこれ以上は進めないぞと思って見ていると、眼球は物理法則に逆らって転がりながら階段を一段一段上がっていった。


    　異様な光景だった。


    　──やはりこの目玉には意志がある。


    　胸のなかで確信を強めながら、彼も慌てて階段を上っていき……そしてその先にあるドアを開けた。


    　光が溢あふれた。隙すき間まから射さしこむ強烈な陽ひ射ざしが眼めを刺した。眩まぶしさに眼を細めながら、彼は屋上に出た。トテモ暑い日で、すぐさま額から汗が噴ふきだして頰ほおをつたい頸くびすじへと流れた。額の汗を手の甲で拭ぬぐいながら彼は屋上を見わたした。どこへ行ったのか、眼球は見当たらなかった。


    　途方に暮れてふぅッとひとつ溜ため息いきをついてから、新鮮な空気を胸一杯に吸いこんだ。


    　そしてフト、空気にも意識はあるのだろうかと考えた。


    　空気が窒素や酸素や二酸化炭素やその他さまざまな気体の混合物であること、そしてそれらの気体は原子という眼に見えない小さな粒によって構成されているのだということは、本を読んで知っていた。では、空気中のそれらの気体……果てはその構成要素である原子にも意識が存在するのだろうか。


    　──無論、存在するとも。


    　誰かが言った──気がした。


    　彼はあたりを見まわした。屋上には他に誰もいなかった。いなかったが、確かにそれは聞こえたのだった。そして、熱に浮かされるようにこんなことを思った。


    　空気にも──そしてあらゆるものに意識は具そなわっているはずだ。


    　──だって、なければおかしい……


    　それは、誰か見知らぬものの声でもあるようだったし、彼じしんの声でもあるようだった。


    　彼は空を見上げた。空中に巨大な球体が輝いている。


    　彼は太陽を見ていたが、しかし同時に、何かに見られているのを感じた。いや、見られているというよりも……その何かの視点を通じて自分じしんを見下ろしているような感じだった。裸ら眼がんで太陽を凝み視つめ過ぎると危険だというが、そんなことおかまいなしにズット凝視めつづけた。


    　眼の奥に何か熱いものが滲にじみこんでくる。それは、深く……自分という存在の最奥へ染みこんできた。頭の奥で脳が裏返されるようだった。


    　太陽から降りそそぐ光に無限の意志を感じた。それは、この世の何よりも強力で純粋な意志だった。


    　ソータイセーリロンという説があって、この世で光の速度だけは唯一不変であり、対して時間や空間は伸びたり縮んだりさまざまに歪ゆがみうるのだという。つまり、光こそがこの世のあらゆる現象の基準であり最も確かなものなのだろう。


    　──この世界のあらゆるものには意識が存在するだろう……存在するはずだ……存在せねばならない……


    　頭のなかでそう繰り返しながら降りそそぐ光に身を委ゆだねて、少年はいつまでも立ち尽くしていた。


    



    　　　§


    



    　そうして少年にとっての夏休みは終わった。


    　いや、それは夏でも冬でも春でも秋でもない、ひとつの不思議な季節だったのかもしれなかった。


    　この世のどこにも存在しない、架空の時間。


    　けれども彼は、墓石にも似たあの直方体の建物のなかで、たしかにそんな時間を過ごしたのだ。夏休みの最終日、彼は退院して水み無な月づき病院を後にし、息つく暇ひまもなく二学期が始まって学校生活に舞い戻った。


    　変わりばえのしない教室。


    　まだ休み気分が抜けきらず浮うわついた雰囲気。


    　休み中一歩たりとも竹馬から降りずに過ごしただの、生なま牡が蠣きの大食い大会に出場したら運悪くお腹なかをこわしてしまい寝こんでいただのと、同じ顔ぶれのクラスメイトたちが交わす会話は、看護師たちの噂うわさ話とはまったく違って無む味み乾かん燥そうだった。日焼けした肌の少女が、外国に旅行してきたと言って頼みもしないのに貝殻を見せつけてきたが、それは、あの少女が蒐しゆう集しゆうしていたものとは似ても似つかなかった。


    　何な故ぜ自分はこんな場所にいるのだろう。ざわつく教室のどこにも、彼は居場所を見つけられなかった。クラスメイトたちの話につきあうのも億おつ劫くうで、気晴らしに机のうえでスケッチブックを広げ、入院中に描きこんだ素そ描びようを見返した。それらのスケッチは病院で過ごした日々の記憶を甦よみがえらせた。


    　──これは物理学者の骨格……そう、あの人は随ずい分ぶん背骨が曲がっていたんだった……こっちは発明家の膵すい臓ぞう……うん、我ながらなかなかよく描けてるじゃないか……


    　独ひとり言ごちながら金具で綴とじられた紙片を捲めくっていくと、途中、一枚だけ破りとられた箇所があり、彼は手を止めた。


    　あの少女の脳をスケッチして渡した部分だった。


    　──『これ、貰もらっていい？』


    　そう彼女は言ったのだった。


    　彼には最も早はや、彼女の顔も記憶にはなかった。元々、人の外見に興味のある方ではなかったし、スケッチした時には彼女の頭ず蓋がい骨こつのなかで脳がどういう具合になっているかばかり考えていた。どんな顔だったか思い出そうとしても、ノッペラボーみたいな空白が思い浮かぶだけだ。彼女の名前さえ記憶にとどめていなかった。


    　タダその瞳ひとみだけを憶おぼえていた。それは、あの壜びんから零こぼれ落ちた眼球とやはりソックリに思えた。


    　そして彼は再び、彼女があの壜で自分につたえたかったものは何だろうと考えた。標本箱に詰めこまれていた貝殻の意味を考えた。廊下を転がっていったあの眼球が何に導こうとしていたのかを考えた。


    　答えが出るはずもないことだったが、それでも彼には重要なことに、何よりも重要なことに思えた。


    　空白となったスケッチブックを、彼はズット凝み視つめつづけた。
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    「──はぁッ……！」


    　夢にうなされて、鴫しぎ沢さわ巽たつみはベッドのうえで跳はね起きた。


    　まだ夜明けまで間があるらしく、窓の外から往来の喧けん噪そうが聞こえてくることもなければ、カーテンの隙すき間まから陽ひ射ざしが洩もれこんできてもいない。


    「ふぅ──────っ……」


    　大きく息をつく。


    　頭が割れるように痛んだ。割れるようにというより……確かな質量を伴った物質が頭ず蓋がいの内側から圧迫し弾はじけだそうとしているふうに感じられる。厭いやな汗が額から頰ほおへ、そして頸くびすじへとつたった。その感覚は馴な染じみ深いものだった。


    　巽は顳こめ顬かみを押さえた。


    　頭蓋の内側でそれが蠢うごめくのを感じた。


    　葛かつら城ぎ悠はる久ひさの〈永久機関アムネジア・マクスウエル〉により生みだされた新しい宇宙〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉は、今や確かな存在となって巽の内部に息づいていた。


    　巽は、悠久言うところの世界の反転が近づきつつあるのを感じていた。


    　日を追うにつれ、夜ごと永ながい夢をみることとなり、睡眠が耐えがたい苦痛になっていた。かといって眠らないというわけにもいかず、一夜の間に人の一生よりも長大な時間を体験することとなった。


    　今や巽は、夢を通じていくつもの人生を体験しているようなものだった。


    　夢のなかにいる間、それが夢であることは半なかば自覚していた。しかし同時に、それが現実でもあるとも実感していた。


    　頭のなかに確かにその宇宙が存在し、目醒ざめている間の現実とは異なる世界が広がっている──それを自分が夢という形で感じとっているだけなのだ。内側と外側がつながったクラインの壺つぼのように。


    　また夢のなかだけでなく、起きている間にも、時として日常の風景が裏側から捲めくれるようにドロリと溶けだして別のものが垣間かいま見える瞬間があった。しばらく時間が経たてばやがておさまって元の光景に戻るものの、そんな時は、自分が立っているのが現実と空想どちら側の世界なのかも不確かになる。


    　それらの現象の原因と考えられるもの──頭のなかで育ちつつある〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉を消すには、悠久の息の根を止めるしかない。たんに姉有あり菜なの仇かたきというだけでなく、悠久こそ蝕能アタリアをめぐる因いん果がすべての元げん兇きようである。


    　もう後どれだけの時間が残されているのかもわからないが、自分の身に起きていることから判断するに、世界の反転がそう遠くないことだけは確かなように思える。


    　その前に何としても悠はる久ひさを斃たおさなければ。


    　ベッドに腰かけた姿勢で、巽たつみは暗くら闇やみのなか右手に眼めを凝こらしていた。


    　──この〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で、葛かつら城ぎ悠久を殺す。


    　さもなければ、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉に覆おおい尽くされてこの世界は消える。


    　夢を殺すのが先か、それとも夢が自分を殺すのが先か……


    　いずれにせよ、残された時間はわずかであるようだった。


    



    　　　§


    



    　夏休みも終わりに近づいたある日の早朝、開店前のピザショップ『毘び沙しや門もん』。


    　閑散とした店内の窓際のテーブルに巽と葛城呉くれ羽はが並んで座り、向かい側の席には店長毘び舎しや利り爾じ来らいの巨体があった。卓上には爾来からの奢おごりとしてふるまわれたピザが置かれ、虹にじに見立てたと思おぼしき七色のソースがマーブル模様の怪しい輝きを放っているが、二人とも手をつけようとはしなかった。


    　店の隅に置かれたレコードプレイヤーは、壊れたかのようにタダひとつの同じフレーズをわずかに調子を変えながら何度も何度も何度も執しつ拗ように繰り返しつづけている。その演奏は強迫観念めいたものをさえ感じさせた。


    　重苦しい雰囲気が店内を覆っていた。


    　母葛城瑞みず羽はの死を、呉羽は爾来にだけ告げることにした。


    　かつて瑞羽と悠久が爾来の許もとで研究していたことは、爾来から聞いていた。六年前に水み無な月づき病院から失しつ踪そうした瑞羽の行方を爾来もいたく気にかけていた様子だったし、だからこそ瑞羽の身を襲った顚てん末まつを爾来につたえておくべきだと呉羽は考えたのだ。


    　瑞羽が殺されるに至ったいきさつを話す間、呉羽の右手はしきりに左腕があるべき箇所を押さえようとしていた。


    　呉羽の左腕は二の腕から先が失われている。


    　先日、蝕能アタリア〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉の持ち主烏からす丸ま紬つむぎとの戦いにおいて、呉羽は自らの左腕を犠牲にすることでかろうじて紬を斃した。


    　たんに切り落とされただけであれば、巽の右手に──呉羽と交換した右手に残された〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で癒ゆ着ちやくさせることもできたかもしれないが、紬の〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉の攻撃によって抉えぐりとられた箇所が大きく、元通りにすることは不可能だった。やむをえない選択だったとはいえ、左腕を失ったのは深い痛手だった。巽もまた右脚に傷を負っていたが、そちらはさほどのものではなく、歩く時などに痛みは残るものの徐々に恢かい復ふくしつつある。


    　呉羽はまた、失われた左腕の空白に触れなぞろうとした。動作のみによって存在しない物体を宙空に現出させようとするようだった。


    　幻げん肢し痛つうという現象が存在する。


    　軀からだの一部を切除した後に、最も早はや失われた部分がまだ残っているかのように錯覚し、のみならず本来あるはずもない痙けい攣れん的な痛みを感じるというものだ。あまりに実在感が強いため、本人はそれが錯覚であることに気づかず、幻まぼろしの脚で立ちあがろうとし、あるいは幻の手でカップを摑つかもうとする。傷口が痛むのではなく、失われた箇所に痛みが発生していると脳が錯覚し感得するのだ。


    　呉くれ羽はもまた、幻の痛みを感じているのだろうか。


    「……そうして母かあ様さまは息を引きとったんです」


    　瑞みず羽はの死を告げる瞬間、呉羽の口調はつとめて平静を保とうとしていたが、その声はかすかに震えていた。


    　瑞羽に直接手を下したのは烏からす丸ま紬つむぎである。


    　しかし、瑞羽は紬に殺されるはずだった呉羽の命を救うために自らの命を投げだしたのだ。瑞羽じしんが望んでそうしたことだったとはいえ、その事実に、呉羽は間接的な責任を感じているのかもしれなかった。


    「…………」


    　呉羽の話を聞いて、爾じ来らいは沈痛な溜ため息いきを落とし、ゆるゆると頸くびを振った。


    　しばらく重苦しい沈黙が続き、反復する弦楽器の音色だけが響いていた。


    　先日、この店を訪れた巽たつみと呉羽に、爾来がかつての瑞羽の思い出を聞かせたばかりである。それが今日このような形で瑞羽の悲報を知らされることになろうとは、突然のことに爾来も動揺しているのだろう。


    　巽は、やはり爾来はかつての教え子である瑞羽に対してある種の特別な感情を抱いだいていたのではないだろうか、と思った。


    　勿もち論ろん、爾来じしんはそんなこと言いはしない。


    　しかし言葉少ない爾来の言動の端はし々ばしに、瑞羽に対する感情の深さが滲にじんでいるように思えてならなかった。かといって、瑞羽が亡くなってしまった今となっては、どうすることもできないのだが。


    　長い沈黙の末すえに爾来が口を開き、


    「……茶を淹いれよう」


    　と言ってカウンターの奥へ引っこんでいった。たっぷりと時間をかけてから三人分の紅茶を運んできた。


    　三人ともカップを手に取って紅茶を啜すすりながら、巽も、呉羽も、爾来も、それぞれの物思いに沈みこんでいた。紅茶から立ちのぼる湯気のせいで互いの表情は窺うかがえない。そのためにこそ爾来は紅茶を淹れてきたのかもしれなかった。


    　巽たつみの思考は、瑞みず羽はの死から自分の頭のなかの〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉へ、そして必然的に葛かつら城ぎ悠はる久ひさという人物へと流れていった。


    　世界の反転を目論もくろむ男。


    　六年前、葛城瑞羽の身に最初の蝕能アタリア〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉が発現し、それ以来悠久は蝕能アタリアの研究に傾倒していったのだと聞いている。その研究によって、望むと望まざるとに拘かかわらず多くの者の運命が巻きこまれ[image: ]ねじ曲げられてきた。


    　──悠久の最終的な目的とは何なのか。


    〈永久機関アムネジア・マクスウエル〉により生みだした新たな宇宙をこの世界と反転させるのだと、悠久はそう言っていた。


    　しかし悠久は何故そんなことを思いついたのか？


    　それが巽の胸に疑問として引っかかっていた。


    　宇宙をソックリ別の姿に変えてしまうなどと、一体どこからそんな発想が涌わいて出たのか。


    　自らの研究にのめりこむあまり、手段と目的が転倒しすり替わっていったのだと考えることもできる。蝕能アタリアを用いて世界の反転を引き起こすことができるとして、可能であるが故ゆえにそれは為なされるべきであり為されねばならない、と。


    　だが果たしてそれだけなのだろうか。もっと決定的で重要な理由が、その裏側には隠されているのではないか……


    　巽にはそう思えてならなかった。


    　再び長い沈黙が続いたが、その末すえに爾じ来らいが口を開いた。爾来は、悠久の行方を追っている巽と呉くれ羽はに自分も協力したいと申しでた。


    「えッ、店長が……？」


    　巽は驚いて紅茶のカップを持った手を揺らし零こぼしてしまった。


    　爾来は頷うなずき、あの男との因いん縁ねんは自分が一番古い、と言い添そえた。あの男に邪悪な企たくらみがあることに気づけなかった……いや、半なかば気づいていながら何もできなかった自分にもまた責任の一端はあるのだろうと。


    　爾来の眼差まなざしにはかたい決意の色があった。もとより冗談などは滅めつ多たに口にしない人物だ。かるい気持ちで言っているのではないことは、痛いほどによくつたわってくる。


    「お気持ちは嬉うれしいですが……」


    　爾来の思いがけない申し出を聞いて、呉羽は躊躇ためらっていた。


    　爾来をも自分と悠久の因いん果がに巻きこむことは避けたかった。これまで、蝕能アタリアをめぐって既すでに何人もの犠牲者が出ている。仁に科しな澪みお、菱ひし沼ぬま山さん査ざ子し、守もり時ときミサゴ、鴫しぎ沢さわ有あり菜な……そして何より呉羽は、烏からす丸ま紬つむぎの手により母を亡くしたばかりである。これ以上、身近な人の死を見たくはない。


    　しかし。


    　烏からす丸ま紬つむぎの蝕能アタリア〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉──それは、悠はる久ひさが巽たつみの頭に〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉を植えつけた際に列挙した名のひとつだった。とすれば、それに続けて悠久が口にした名詞……〈抽斗都市セブン・パラドキシカル・テイルズ〉〈自8壊th機械サークル〉〈偽金鑑識官キヤツト・オブ・ナイン・テイルズ〉〈[image: ]れた脊髄クロスト・ラグランジユ〉〈受11胎th告知墓地ロツクド・モルグ〉〈殺戮詩篇12アンノウン・シラブルズ〉〈代名詞の迷宮プロブレム・オブ・セル13〉も、予定された蝕能アタリアを指していると考えて良いだろう。


    　どんな能力であるかは定かではないが、それらが現実のものとなる前に──勿もち論ろん、自分たちの与あずかり知らぬところで既すでに発現している可能性も否定できないが──諸悪の根源たる悠久を斃たおさねばならない。


    　また、巽の脳内に植えつけられた〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉も生長を続けているらしく、巽はしばしば頭痛や眩暈めまいに襲われ、そしてひどく永ながい夢をみるのだという。悠久の言う『世界の反転』が近づいているに違いない。


    　今は少しでも協力者が欲しいところだ。


    「…………」


    　呉くれ羽はがどちらとも決めかねて返事を躊躇ためらっていると、にわかに表が騒がしくなった。


    　甲かん高だかい悲鳴に続いて獣けものの鳴き声が聞こえ、鈍にぶい衝突音が響き、間を置かず更に複数の悲鳴が折り重なった。ただごととも思えないので、爾じ来らいは無言で席を立つと入り口へ向かい、巽と呉羽もそれに倣ならった。


    　入り口のドアを開けると、路上を一頭の暴れ馬が猛然と疾しつ駆くしてくるところだった。


    　体長三メートルはあろうかという巨大な馬は、手がつけられぬほど昂こう奮ふんし身のうちに怒りをみなぎらせていた。


    　筋肉が恐ろしいほどの隆起を見せている。今にも眼球が飛びださんばかりに大きく見開かれた眼め、歪ゆがんだ口の端から涎よだれを垂たれ流し、悪魔にとり憑つかれたかのごとき形ぎよう相そうだった。力強い蹄ひづめの足取りは周囲の者すべてを戦せん慄りつさせる威圧感を漂ただよわせ、地響きさえ聞こえるかのようだった。


    　さながら紅こう海かいの水を割って進路を切り開いたというモーゼのごとく、逃げ惑まどう人波を二つに裂きながら進んでくる。


    　道端に、その馬にやられたと思おぼしき人影がいくつか倒れていた。


    　ドガッ……！


    　逃げ遅れた通行人がまた一人蹴け倒たおされた。


    　馬というより、それは進路上にあるものすべてを薙なぎ倒し猛進する一個の破壊機械だった。


    　恰ちよう度ど、通報を受けて駆かけつけた警官が立ちふさがり、騒ぎの元げん兇きように向けて拳けん銃じゆうを構えた。震える手で狙ねらいを定め、


    「止まれぇッ!!」


    　と一いつ喝かつしたが、そんな威い嚇かくが通用する相手ではなかった。馬は毫ごうも怯ひるむことなくこちらへ向かってくる。


    　かえって警官の方が怖おじ気けづいた様子で、間近まで迫った標的に動転し反射的に引き金を引いた。放たれた弾丸は馬の頸くびすじに命中したが、分厚い筋肉に阻はばまれて皮ひ膚ふの表面にかすり傷を負わせることしか叶かなわず、わずかひと垂たらしの血を落とさせただけだった。まったくの無力であるどころか、その一撃は逆に怒りを煽あおりたてる結果になった。


    「うぁあ、何だこの馬ああああぁッ！」


    　拳けん銃じゆうさえも効きかないと見るや、警官もまた武器を放りだして逃げだそうとしたが、


    　バギャリッ……！


    　疾しつ駆くしてきた馬にあえなく顎あごを蹴けり砕かれた。警官の軀からだはかるがると三メートルほど吹き飛ばされ、中華料理店の陰に置かれていたプラスチックのバケツに突っこんだ。


    　いきり立った馬は駆かける脚を緩ゆるめることなく『毘び沙しや門もん』の方へ向かってきた。最も早はや何者もこの無法者を止めることは不可能だと思われた。


    　ところが爾じ来らいは臆おくせず、暴れ馬の眼前へと躍おどりでた。姿勢を低くして次の一歩で馬の懐ふところに飛びこむや、手頸に捻ひねりを加えつつ突きあげた。


    「ぬンッ……!!」


    　腹部に掌しよう底ていの一撃を喰くらうや、馬は大量の血を吐いてドウと地に倒れ伏し、ピクリとも動かなくなった。


    　それで終わりだった。


    　呆あつ気けないほどアッサリと決着はついた。


    　さっきまで巻き添ぞえを喰らってはたまらぬと恐怖に怯おびえていた通行人たちが、にわかに野や次じ馬うまと化してわらわらと群がってくる。


    　野次馬たちの注視を浴びるなか、爾来は何事もなかったかのように立ちあがると、店の方へ戻っていった。


    　その後ろ姿は、元教授というよりは格闘家とでもいった方が相応ふさわしく見えた。


    　後になって聞いたところ、その日の事件──『死を呼ぶ蒼あお褪ざめた馬事件』と名づけられた──の死傷者は実に十七名にものぼったという。そんな厄やく災さいをもたらした元げん兇きようを、爾来は素手の一撃の下もとに仕留めたのだ。


    　こと荒あら事ごとに関しては、これ以上心強い味方もないと言えよう。そうそうのことで死にそうな男ではない。


    　店内に戻ってから、呉くれ羽ははあらためて爾来に協力を請こい、これまで自分たちが体験してきたことについて話した。


    　葛かつら城ぎ忌いみ久ひさと悠はる久ひさの研究、蝕能アタリアについて。新たな宇宙を生みだしてこの世界と反転させることが悠久の目的であること。


    　その計画は既すでにある段階まで進行しており、宇宙の種子〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉が巽たつみの脳に植えつけられていて今も生長を続けていること。従って一刻も早く悠久を見つけ斃たおす必要があること。


    　簡単に説明できる類たぐいのものでもないので長い話になったが、爾じ来らいは両腕を組んだまま神妙な面おも持もちで聞いていた。


    「昔、悠はる久ひさはあなたの研究室にいたということですが、……その頃の悠久について、何か気になる点はなかったですか」


    　と呉くれ羽はは尋たずねた。


    　爾来は少し考えこんでから、当時のことを語った。


    　元々、爾来の研究室は他に行き場のない変わり者ばかりが集まっている場所だった。従って悠久が希望してきた時も、拒否する理由もなく歓迎した。タダ、初めて悠久に会った時、どことなく油断ならないものを感じた。


    　指導教官として悠久と接するうちに、その印象は強まっていった。彼の飄ひよう々ひようとした態度が癇かんに障さわってならなかった。とりわけ、何もかも見み透すかしているかのようでその実どこを見ているのか判然としない眼差まなざしが人を不安な気分にさせた。物腰はやわらかかったが、その裏で何事かを企たくらんでいるふうに思われた。


    　悠久は、専門関連の研究書の類いにはさして興味を示さず、もっぱら錬れん金きん術じゆつだのといった怪しげな書物を好んで読んでいるようだった。


    「ええ、うちに来た時も父とう様さまに錬金術の話などを吹きこんでいました」


    　呉羽が相あい槌づちを打った。


    　瑞みず羽はは親しくしていたが、爾来は悠久を敬遠するようになった。


    　一度、瑞羽に忠告したこともあったが、彼女はやはり無言で微笑を浮かべただけだった。わずかに翳かげりを帯びたその微笑にいつか思いがけぬ悲劇が訪れるのではないかと、爾来は胸がざわつくのを感じた。


    　二人が卒業したのちも瑞羽とは交流があったが、悠久とはパッタリ疎遠になっていた……


    　ところが六年前、瑞羽が失しつ踪そうし、その少し後に、爾来の娘をも不幸な事件が襲った。そしてまたどういった因いん果がか、その事件にも悠久が関わっていた可能性があるというのだ。


    　瑞羽の失踪の後というと、最初の蝕能アタリアである瑞羽の〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉から、悠久が蝕能アタリアの研究に没頭しはじめた時期のはずだ。悠久が関与していたとすれば、そこに悠久についての何かしらの手がかりが隠されているかもしれない。巽たつみは爾来に、その事件についての話を促した。


    「お子さんがいたんですか」


    　なんとなく爾来のことを独身だとばかり思いこんでいたものだから、巽は意外に思った。爾来は頷うなずいてから、


    「……血はつながっていなかったが」


    　とつけ加えた。


    「じゃあ……」


    　養子だった。


    　瑞みず羽はが葛かつら城ぎ忌いみ久ひさと結婚した際、爾じ来らいは自分がこの先一生結婚することはないだろうと漠然と感じた。


    　もし瑞羽のことを愛していたのかと問われたとしたら、違うと答えただろう。愛ではなかった。親子ほども年の離れた女性である。そんな感情を自らに認めることはできなかった。それでも、何かしら自分でもハッキリとはわからぬ感情は存在したし、結婚の報しらせを聞いて動揺もした。何かが終わりを告げたと感じた。そこで代わりに、身寄りのない一人の娘を引きとって育てることにした。


    　それが文もん殊じゆだった。


    　元々、極度に無口で無ぶ愛あい想そうな爾来である。娘の方も、いかつい風ふう体ていをした爾来に対して怯おびえを隠せず、最初はお互いぎこちなかったのも仕方のないところだ。それでもやがて年月を経へるうちに打ち解け、小学校に入学する頃には娘はスッカリ爾来に懐なついていた。


    　文殊はおしゃれ好きな娘で、一日として同じ服を着ることには耐えられず、更には一日のうちにも決まって三度服を着替えた。爾来には若い娘の趣味などはわからなかったが、女の子というのはそういうものなのだろうと、休みのたびに洋服店を訪れ気前よく娘に服を買い与えた。二人は、実の父娘おやこと変わらぬほどの、いや実の父娘以上の絆きずなで結ばれていた。


    　ところが六年前……瑞羽が失しつ踪そうしてから少し経たった頃、文殊は奇妙な言動をとるようになった。それが、葛城悠はる久ひさと再び関わることとなったキッカケだった。


    



    　　　§


    



    　最初その症状が現れた時、爾来は、たんなる言い間違いに過ぎないと思った。


    



    「えすかるごー」


    　夕食の席で、皿に盛られた食用蝸牛かたつむりを見て、文殊が嬉うれしそうな声を上げた。年に似合わずフランス料理の好きな娘で、とりわけ好んだのがエスカルゴだった。


    「えすかるごー」


    　繰り返して、文殊は三個のエスカルゴをいっぺんに手に取った。エスカルゴを食する際はトングという専用の器具で殻からを挟みフォークで身を取りだすのが一般的な食べ方だが、文殊は渦巻き状の殻を素手で持ち開口部に唇を当てると、ちるりと器用に身を引き摺ずりだした。


    　はぐはぐはぐ……一心に渦巻き状の身を貪むさぼる娘を、爾来は微笑ほほえましく眺めた。


    「……これも食うか」


    　爾来は自分の皿も文殊に差しだした。


    「やたー」


    　父親からエスカルゴを貰もらって、文もん殊じゆは心底嬉うれしそうな顔をした。バターで香ばしく炒いためた蝸牛かたつむりを堪たん能のうし、殻からに残った汁まで残さず飲みほしたのち、


    「まんぷくぷくぷくー」


    　歌でも歌うように抑揚をつけて口ずさんで、文殊は満足そうに床に倒れこんだ。だが休む暇ひまもなく再びムクリと起きあがり、


    「おとーさんおとーさんおとーさん、あのね、今日、今日ね、今日のことね、文殊のクラスにここねがやってきたのね」


    　抑えきれないというふうに早口で報告した。


    　ここね……外国人のクラスメイトだろうか。しかし話を聞いていると、どうも人間とは思いがたい。爾じ来らいは頸くびを捻ひねった。そしてやっと思い至り、


    「『仔こ猫ねこ』だろう」


    　そう訂正した。


    「あれ？　あれれ？　あれれれ？　ねここ？」


    　娘はまた言い間違え、何度言い直しても正しく『こねこ』と発音することができなかった。まるで、舌がこんがらがってうまく喋しやべれないというふうだった。舌っ足らずな様子が微笑ほほえましくもあったが、それが幾度も繰り返されるうち、爾来も何かがおかしいと感じだした。


    　少女の開いた口から覗のぞいた舌が[image: ]ヽれていた。


    　爾来はギョッとさせられた。


    　それでも初めのうちは言い間違いも単語レベルにとどまっていたのだが、日を追うごとに混乱はより激しくなり、何を言おうとしているのかも判別できなくなった。爾来もかつては脳科学の研究者だったが、娘の身に起きている現象を自分の手に負えるものではないと感じて、病院へ連れて行くことにした。


    　爾来が娘を連れて水み無な月づき病院へ出かけようとすると、文殊は、


    「たくいんきなてんびょういいな」


    　と言った。意味不明な台詞せりふだった。爾来はしばらく考え、頭のなかでその台詞を並べ替えてやっと、


    「びょういんなんていきたくない」


    　と言おうとしているのだと理解した。気は進まないが、やはり病院へ連れて行くほかないと思い直した。


    



    「ようこそいらっしゃいました」


    　娘を連れて水無月病院を訪れた爾来を迎えたのは、かつての教え子悠はる久ひさだった。


    　白い診察室で、悠久は椅い子すに深ぶかと腰かけ指先に小さな貝殻を載のせてクルクルと回していた。白衣を身にまとい、外見だけは医者らしいなりをしているが、奇妙な模様の入ったネクタイが場違いな印象を添そえていた。


    「彼女の一件以来ですね、どうぞどうぞどうぞどうぞどうぞそちらにおかけください。彼女のことは残念でしたね、昔から先生は彼女にご執しゆう心しんでしたから。私も元同僚として心を痛めていますよ。警察も行方を捜しているそうですが、目もつ下かのところ皆かい目もく不明だとか」


    　と、わざわざ瑞みず羽はの失しつ踪そうの話題を蒸し返した。それから爾じ来らいが連れてきた娘に視線を移して、


    「……今日はこの子のことで？　先生に娘さんがいたとは初耳ですね。結婚されたんですか……ホホウ、実に実に実に可愛かわいらしい娘さんだ。先生にはあまり似ていませんが、あっは、それはむしろこの子にとって僥ぎよう倖こうと言うべきですかね」


    「…………」


    　あからさまな世せ辞じを並べたてる悠はる久ひさに、爾来は眉まゆを顰しかめた。


    　悠久は文もん殊じゆに屈かがみこんで話しかけたが、文殊の返答はやはり支し離り滅めつ裂れつなものだった。しばらく嚙かみあわない会話を続けたのち、悠久は爾来に向き直って、


    「フウ──────ム、実に実に実に実に実に愉ゆ快かいなお嬢さんですね。いやいやいやいやどうぞご心配なく、私に任せてくれれば三週間もあれば治るでしょう……治るはずです……治らねばならない」


    　そう太鼓判を押す悠久に、やはり信用置けぬ男だと爾来は思った。悠久の視線は、患者に対するそれというよりもまるで獲物を見つけた狩人かりゆうどのごとき眼めつきだった。安心して娘の治療を任せられる相手とは考えがたい。爾来は、できることなら別の医師に診みてもらいたいと考えたが、よりにもよって悠久が最も有能ということで、娘のためと仕方なく承知した。それから三日おきに通院し診察を重ねたが、文殊は快方に向かう気配はなくむしろ症状は進行する一方に見えた。気を揉もむ爾来に対して、悠久は落ち着きはらっていた。


    　そんななか、文殊が殺害されるという事件が起きたのである。いや、まず文殊が行方不明になり、続けて身み許もと不明の屍し体たいが発見されたのだった。


    



    　　　§


    



    　屍体はバラバラに解体したうえで遺い棄きされていた。


    　街のあちこちで屍体の断片が発見された。所謂いわゆるバラバラ殺人の手法──腕、脚、胴体、頭部などといった大おお雑ざつ把ぱなやり方とは異なり、これでもかというほどこまかく解体されていた。


    　その少し前に起きた烏からす丸ま那沙なずな殺害事件との関連もささやかれ、また解体する手つきの鮮あざやかさから医療関係者への疑いも持たれ、水み無な月づき病院の関係者が取り調べを受けたが、手口が微妙に異なってもいたしその説を裏づける証拠もなかった。


    　バラバラ屍体は市内の至る所に隠されており、時として思いがけない場所で発見された。


    　ある女子学生が昼食を摂とろうと弁当箱を開けると、切りとられた唇が入っていた。喫茶店では、紅茶葉の缶に髪の毛がひと房ふさ混じっていた。主婦が、掃除機の調子が悪くなったから買い換えなくちゃいけないわと不平をこぼし、折せつ角かくのボーナスを掃除機などにつぎこまれてはかなわぬと考えた夫が、いやまだまだ使えるはずさと蓋ふたを開けると、小腸が詰まっていた。


    　畑に生なった丸々としたスイカを割れば、種に紛まぎれて奥歯が一本入っていた。アンティークショップのショーウィンドウに並んだマトリョーシカ人形の、十三個重なった入れ子構造の奥に小指の骨が隠されていた。


    　市内のどこかで人体の破片が発見されぬ日はなかった。


    　最終的に発見された肉片は五一一をかぞえた。


    　警察では、それらをジグソーパズルのように並べあわせて生前の姿を復元するための特別な班が結成された。この際、水み無な月づき病院で医師の職に就ついていた烏からす丸ま紬つむぎも協力を求められた。その少し前に娘の那沙なずなを失ったばかりの紬は、哀かなしみを紛らわせようとするかのように作業に打ちこみ、パズルにおける特異な才能をいかんなく発揮して、ただでさえ煩はん雑ざつで厄やつ介かいな作業を攪かく乱らんした。復元作業は難航をきわめ、日夜、捜査員たちは神経をすり減らした。


    　多大な労力が費やされた末すえ、ようやく被害者の軀からだが復元された。


    　できあがったその姿は、やはり毘び舎しや利り文もん殊じゆだった。


    　その時には既すでに、文殊が行方不明になってから相当の日数が経過しており、爾じ来らいは半なかば諦あきらめながらもわずかな希望を心の拠より所としていたのだが、復元された屍し体たいを目にして惨むごたらしい現実を認めざるをえなかった。


    　生前の姿そのままと言っていいほどに再現された遺体を、爾来は力なく見下ろした。


    　ただ一箇所だけ、どうしても見つからない部分があった。左眼球がそれで、失われた眼めはどこに隠されたのか、今に至るまで未発見のままである。被害者は判明したものの、捜査はそれ以上の進展を見せなかった。一人の有力な容疑者さえ浮かびあがらず、犯人が明らかにされないまま事件は迷宮入りとなった。


    　街全体を覆おおっていた浮き足立った雰囲気も時間の経過とともに薄れてゆき、やがて人々は元通りの生活に戻っていった。


    　タダ一人、娘を殺された爾来だけは元通りというわけにはいかなかった。傷心の日々が続いた。文殊の屍体が頭から離れなかった。犯人への憎しみは、薄まるどころか日を追うごとに強くなっていった。


    　爾来が第一に疑ったのは悠はる久ひさだった。瑞みず羽はの失しつ踪そうについても悠久の関与を疑っていたが、続けて悠久の許もとに通っていた文殊が殺されるなどと、偶然などとは思えなかった。犯人としては悠久以外に考えられないとさえ思った。しかし何ひとつ証拠もない以上、爾来にはどうすることもできなかった。


    　拭ぬぐい去りがたい疑いを抱いだいたまま、時間は流れていった……


    



    　爾じ来らいの娘文もん殊じゆを襲った奇き怪かいな殺人事件の経緯を聞いて、巽たつみと呉くれ羽はは息を呑のんだ。


    　バラバラに解体されて市内のあちこちに隠されていたのだという屍し体たい。六年前の事件の陰いん惨さんな様相に、巽はうすら寒いものを感じざるをえなかった。切断されていたというだけでなく、その解体の過剰なこまかさが異様な執しゆう念ねんを感じさせる。


    　単純に被害者の身み許もとを隠すためだけなら、そこまでする必要はないはずだった。何な故ぜそこまでの手間をかけねばならなかったのか、犯人の意図は不明である。なんらかの必然性があったのか、それとも怨えん恨こん故ゆえか……事件当時もさまざまな憶測が飛び交ったそうだが、いずれも充分な説得力を持ったものではなかった。


    「……その事件のことは私もよく憶おぼえています」


    　呉羽がポツリと洩もらした。


    「店長のお子さんが被害者だったんですか……」


    　またしても自分たちを搦からめ捕とるような数奇なめぐりあわせに驚きつつ、呉羽はひとつ溜ため息いきをついた。


    「それで、悠はる久ひさの──」


    　巽が質問を挿はさもうとした恰ちよう度どその時、店の入り口の方から慌ただしい足音が響き、勢い良くドアが開け放たれた。


    「ッはよ──っす！」


    「遅くなってすみませんんん……！」


    　騒々しい声とともに、駆けこむように姿を現したのはアルバイトの結ゆう城きあざみと文ふみ月づき綾あや乃のだった。


    　仕事の時間に遅刻しそうだということで大慌てで走ってきたらしく、二人とも息を切らせている。爾来の話が思いがけず長引いてしまったため、開店の時間が近づいていた。


    　綾乃の前でこれ以上蝕能アタリア絡がらみの話題を続けるわけにもいかず、呉羽は開きかけていた口を閉ざすと席を立ち、


    「では私はこれで……。続きはまた」


    　あざみたちの眼めを避けるように店を出ようとする。


    「あっ、じゃあぼくも──」


    　巽も呉羽に続いて立ちあがろうとしたが、その両肩にあざみの手がかけられ無理矢理引き止められた。


    「巽はゆっくりしてきなさいよ、新メニューのオイスターバウム奢おごったげるからさっ！」


    「そんな得え体たいの知れないものご馳ち走そうされたくないし!?」


    　抵抗も虚むなしく、巽は再び席につかされた。


    　巽の困り果てた様子を見て爾来は、


    「やんぬるかな、やんぬるかな」


    　と呟つぶやきながら、開店の準備をするべく店の奥に向かった。


    　あざみと綾あや乃のもいったん店の奥に引っこむと、綾乃は魔女服に、あざみはサンタクロースの恰かつ好こうにそれぞれ着替えて出てきた。箒ほうきを手にした綾乃は、壁際の棚に飾られたものものしい梟ふくろうの剝はく製せいに親しみのこもった視線を送った。


    　先日、呉くれ羽はの誕生日に綾乃がプレゼントしたものだ。


    　いったんは呉羽に贈呈したものの、綾乃も愛着のある品だけに離別を惜しみ、呉羽の方としても自宅で四六時中眺めたいという代しろ物ものでもないし、それならということでこの店に置かれることとなったのだった。


    　元々が仏像やら異国の仮面やらで飾りたてられた店であるため、さしたる違和感もなく馴な染じんでいた。丁てい寧ねいな処理を施ほどこされた剝製はあたかもまだ生命を保っているがごとく、硝子ガラス製の瞳ひとみが店内に鋭い眼差まなざしを向けている。


    　梟の剝製に綾乃がそこまで執しゆう着ちやくを持っているのには、理由があった。


    　綾乃は小学生の頃、人違いで誘ゆう拐かいされたことがある。


    　拉ら致ちされ閉じこめられた部屋のなか、一週間後に警察に発見されるまでの間、綾乃は鳥籠かごに入った梟とともに過ごしたのだという。事件ののち警察にそれとなく尋たずねてみると、梟の引きとり手はいないということだったので、綾乃はその梟を貰もらい受けみねるばと名づけて飼うことにした……。その鳥も先日息を引きとり、綾乃は土に埋めるに忍びなく剝製にしたといういきさつだった。


    　巽たつみの前に運ばれてきたオイスターバウムというメニューは、中央の穴に生なま牡が蠣きの身が詰められたバウムクーヘンをおろしポン酢につけて食べるというまことに気味の悪いものだったが、食べきらぬ限り帰さぬとあざみが言い張るものだから、巽は仕方なく口に運んだ。苦く悶もんの形ぎよう相そうを浮かべて洋菓子を頰ほお張ばる巽を眺めながら、あざみが、


    「ってーかあたし、こんなとこで店番なんてしてる場合じゃないのよねー。もう夏休みも終わりじゃん。化学の宿題全然できてないしっ。しゃーないから巽の写させてよ」


    「ぼくも終わってないけど？」


    　巽には宿題どころの騒ぎではなかった。


    「他人の写すなんて良くないと思うの」


    　綾乃が控えめに注意するが、そんな理屈が通じる相手ではなく、


    「なーにカタイこと言ってんの、青春は短いんだからあんな苦く行ぎようみたいなモンで時間潰つぶすなんて愚ぐの骨こつ頂ちようじゃん。要領良くやんなきゃ」


    　あざみが悪びれたふうもなく宣のたまっていると、


    「ナカナカ愉たのしそうな相談してますねー？」


    　背後からそう声がした。


    　愉ゆ快かいそうでいてかつどこかしら凄すごみをたたえたその声こわ色いろは聞き慣れたもので、あざみが恐るおそる振り返ると、果たしてそこに立っていたのは化学教師御み園その生う日ひ鞠まりその人だった。いつの間に入ってきたのだか、三人の会話を盗み聞きしていたらしい。


    　あざみは狼ろう狽ばいも露あらわに、


    「げぇッ!?　日鞠センセっ？」


    「結ゆう城きさーん？　人の宿題写させてもらおうなんて随ずい分ぶんいい度胸してるじゃないですかー。そういう狡ずる賢がしこい考え方、先生は嫌いじゃないですよー？」


    　日鞠は笑顔を崩すことなく言った。


    「あーはは、それほどでも……センセもオイスターバウム食べるっ？」


    　あざみがご機嫌をとろうと差しだした皿を、日鞠は断って、


    「結城さん、ここでアルバイトしてるんですかー」


    　店内をものめずらしげに見まわした。床にはいくつも仏像が置かれ、アフリカ産の仮面が壁を埋め尽くしている。レコードプレイヤーからはギョリギョリと鋸のこぎりでも挽ひくような弦楽器の耳みみ障ざわりな演奏が流れていた。


    「なんだか変わったお店ですねー」


    「店長の趣味らしーんだけど、おかげで客寄りつかなくって。そのクセ時給安いしこき使われるしで、もー最悪っ！」


    　あざみはそう不平をこぼした。日鞠はしばらく考えこんでいたが、


    「結城さん、もっといいアルバイトする気ありませんかー？」


    「いいバイト!?　何なにっ？　軽かる井い沢ざわの別荘に住みこみで仕事は犬の散歩だけ三食昼寝つきとか？」


    　うまい話に目のないあざみである。眼めを輝かせ俄が然ぜんやる気で身を乗りだしたが、


    「化学準備室の掃除をしてほしいんですよー」


    　と聞くなり、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔になった。


    「はァン？　ふざけっ……！　あんなとこ入るくらいなら富ふ士じの樹じゆ海かい探検でもした方がマシだってーの」


    　あざみは吐き棄すてるように悪あく態たいをついた。


    　しかしそれも無理のないところで、御園生日鞠の管理下に置かれた化学準備室には、実験とはまったく無縁な品々が無造作に放りこまれ、一種の無法地帯と化していた。室内に詰めこまれた物品のせいで入り口のドアが外側へ向かって湾わん曲きよくし、今にも溢あふれださんばかりとなっている。


    「この間、化学部の子が間違えて入っちゃって、たまたま床に置かれてあったトラバサミで足を挟まれて動けないところに花瓶が落ちてきて頭に直撃したうえ、逃のがれようと悶も搔がいてるうちに万まん力りきで腕を挟まれて骨折するっていうコンボを喰くらって入院しちゃったんですよー。いろいろ危険なものも混じってるから、立ち入らないようにって普段から注意してあったのに……。でも壁際の『鉄の処女』に入らなくて良かったですよ、あんな処刑器具に嵌はまったらほんとに死んじゃいますからー」


    「何その侵入者撃退トラップゲーム……」


    　巽たつみが呆あきれた声を挿はさんだ。


    「その事件のせいで、副校長から二学期が始まるまでに片づけるようにって注意されちゃったんですよ。というわけで手伝ってくださいなー」


    「んなの自じ業ごう自じ得とくじゃん」


    　日ひ鞠まりは切せつ々せつと窮きゆう状じようを訴えたが、あざみの反応は冷たいものだった。


    「つれないお返事ー」


    「センセ一人で片づければいーじゃん。手伝ってあたしに何の得があるのってもんよ」


    　とにべもないあざみだったが、


    「うーんそうですね、夏休みの宿題免除してあげてもいいですよー？」


    　日鞠が笑顔で口にした提案に、あざみはゴクリと息を呑のんだ。


    　この店で綾あや乃のと二人きり、来るはずもない客を待ちつづけて無む為いな一日を過ごすか、それとも御み園その生う日鞠に荷担して宿題という責務を免まぬがれるか……どちらを優先すべきか、考えるまでもない問題だった。


    　あざみは握り拳こぶしをかためるや、


    「──のったッ！」


    「交渉成立ですねー」


    　怠たい惰だな教師と狡こう猾かつな生徒の間でそんなロクでもない取引がまとまったところで、日鞠は巽に顔を向けた。


    「それと鴫しぎ沢さわ君にもお願いがあるんですがー」


    「ぼくに？」


    　オイスターバウムを残りわずかというところまで食べ進め安あん堵どしかけていた巽は、急に鉾ほこ先さきを向けられて狼狽うろたえた。


    「美術部に興味はないですかー？」


    　日鞠は美術部の顧問をしているのだが、目もつ下か部員が足りず存亡の危機なのだという。生徒会から圧力がかかってきてやむなく部員集めに奔ほん走そうしているとのことだった。かといって巽が美術部の名簿に名を連ねなければならない義理などどこにもないのだが、


    「入部してくれれば鴫沢君も宿題免除してあげますから。どうせやってないんでしょうー？」


    「『どうせ』って、その発言も教師として問題あると思いますけど……」


    　日鞠は重ねて懇願し、巽は抵抗も虚むなしく半なかば強制的に入部届にサインさせられた。


    　──美術部か……


    　巽たつみは胸のなかで小さく溜ため息いきをついた。


    　こんな入部届に何の意味があるのだろうか。二学期が始まって、日ひ鞠まりとあざみのいる美術部の活動に加わる……そう遠くない未来ではあるはずだが、巽には現実味をもって想像することができなかった。


    　いつ終わるとも知れない世界なのだ。その時が来れば、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉に呑のまれて美術部はおろか巴ともえ見み学院も、この街も、何もかも消えてしまう……


    　一枚の紙切れに自分の名を書き記しながら、そんなことを考えていた。
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    「……それで美術部に入ったというわけ？」


    　巽の話を聞いて、呉くれ羽はがそんなふうに言った。


    「鴫しぎ沢さわ君も人が好よいわね」


    「まあ、活動に参加しなくても幽ゆう霊れい部員でいいって話だったし。入部しない限りいつまでもつきまとわれそうな気配だったから」


    　少し呆あきれたふうな調子を滲にじませた呉羽に、巽はバツの悪さからそう言い繕つくろった。


    　あの後、巽はどうにかあざみや日鞠の手を逃のがれ、『毘び沙しや門もん』を後にして呉羽の邸やしきを訪ねていた。


    　呉羽が淹いれた紅茶を飲みながら、二人は爾じ来らいから聞いた毘び舎しや利り文もん殊じゆ殺害事件についてひとしきり会話を交わした。悠はる久ひさこそが文殊を殺した犯人だと爾来は信じているようだったが、事件の真相はどうなのだろうか。


    　呉羽は当時を思い返しながら、


    「あの頃は、まるで街全体が熱病に浮かされたような奇妙な昂こう奮ふんに包まれていたわ。毎日、市内のどこかで屍し体たいの新たな部分が見つかったという報道があって……。


    　当時、小学生たちの間で屍体の欠片かけらを探す遊びが流行したの。私は参加しなかったけれど、同じクラスでも探索に出かける生徒もいたりして……ほとんどお祭り騒ぎね。放課後、あるいは学校を無断欠席して、子供たちはめいめい地図を手に市内を徘はい徊かいした。あらゆる場所が探索の対象となって、不確かな噂うわさに誘われるまま山に分けいり、廃工場を訪れ、下水道をさまよい、フェリーに乗って近隣の皆みな鶫つぐみ島へと出かけた。おかげでと言っていいのか、皆鶫島は一躍観光地として賑にぎわったそうよ」


    　呉羽の話を聞いて、巽はうすら寒いものを感じた。バラバラに解体された屍体を探す遊びなど、考えるだにゾッとする。


    「当時、事件の報道を聞いて私はベルメールの作品を連想したわ」


    　回想しつつ呉羽がそんな感想を洩もらした。


    「ベルメール？」


    　巽たつみがもの問いたげな声を返すと、


    「ハンス・ベルメール。人体を解体し、極度に変形させ、ありえない具合に接合し直したような、球体関節人形と呼ばれる一群の奇妙な人形を製作したの。人体という機能性から引き離されて剝むきだしになった肉体、と言えばいいかしら。あるいは、人体の再構成……」


    「バラバラにして組み立て直すってこと？」


    「平たく言えばそういうことね。ある哲学者はこんなことも言っている──『肉体は、私たちが分節をバラバラに解体してしまいたくなる文章に似ている』と。謂いわばそれは、人体のアナグラムとでも呼びうるものではないかしら」


    「うーん、なんだか気味が悪いな……」


    　呉くれ羽はが何ということもない口調で語る事柄に、巽は暗い声を返した。


    「ベルメールには他にも、いくつもの人体を寄せ集めて立方体キユーブ状に押し固めたコンテや、煉れん瓦がで構成された人体を描いた絵などもあるわ……組み立て玩がん具ぐブロックを組みあわせたみたい、と言った方が[image: ]たとえとしてわかりやすいかしら。軀からだの表面が無数の煉瓦で敷きつめられている……人体をひとつの建築物に見立てたようにね」


    　巽は煉瓦で構成された人体の図を想像してみたが、それは奇き態たいなイメージだった。皮ひ膚ふの表面に等しく並んだ長方形、赤せき褐かつ色しよくの泥の塊かたまりで組み立てられた軀。


    　巽は戸と惑まどいながら、


    「どうしてそんな作品を？」


    「一口には言えないけれど……。たとえば、解かい剖ぼう学がまだ現在ほど発達していない頃、人は人体の内部という不ふ可か視しの領域にさまざまな幻想を重ねたの。人体は、ひとつの建築物のようであってもいいし、絵画のよう、あるいは書物、楽器のようであっても良かった。共通して言えるのは、人体を他の何かとして捉えるということでしょう。そうした発想に近いものがある気がする」


    　そこまで話したところで、


    「……脱線してしまったわね」


    　余計なおしゃべりが過ぎたとばかり、呉羽はひとつ咳せきをついた。


    「ただその考え方は、悠はる久ひさが関心を抱いだいていた錬れん金きん術じゆつの理念に少し通じるところがあるかもしれないわ」


    　そこで巽は話題を引き戻して、


    「文もん殊じゆって子の事件だけど。実際のところ、悠久が犯人っていう可能性はどうなのかな。恰ちよう度ど結ゆう城きたちが来て訊ききそびれちゃったんだけど」


    「そうね……あれだけの話ではまだ何とも言えないかしら」


    「悠久の所に診察に通ってた患者が一人行方不明になって、のちに屍し体たいとして発見された……。店長は悠はる久ひさのことを疑ってる口ぶりだったけど。店長の場合、私情も交じってるかもしれないよね」


    「ただ、悠久が直接手を下した犯人ではなかったとしても、文もん殊じゆという子がなんらかの形で蝕能アタリアに関わっていた可能性はあるわね」


    　蝕能アタリアが原因で不幸な事件に巻きこまれてしまったということは充分考えうる。仮にそうであった場合、巽たつみと呉くれ羽はの目的はあくまで悠久である以上、文殊の事件についてはいったん保留せざるをえないのだが。


    　今の時点では悠久がどの程度まで関与していたかわからないので、爾じ来らいからもう少し詳しく話を聞く必要があるだろう。


    　話がひと段落つくと、呉羽は紅茶をひと啜すすりして、


    「鴫しぎ沢さわ君、体調の方はどう？」


    　と尋たずねかけた。体調といっても、頭のなかに存在する〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉のことだと巽はすぐピンときた。


    「うん……日を追うごとに夢のなかで過ごす時間が長くなってて……。悠久の言う、世界の反転が近づいてるのは間違いないと思う」


    　巽の答えを聞いて、呉羽は深い溜ため息いきを落とした。


    　もういくらも時間の猶ゆう予よはないというのに、悠久の行方は見当もつかない。過去に起きた文殊の死に何か手がかりが残されていればと薄い希望を託すばかりだ。


    　巽は声の調子を低くして、


    「……葛かつら城ぎさんにこの右手を返すこともできなくなっちゃったね」


    　躊躇ためらいがちに言って右手に眼めをやった。


    　以前、呉羽と交換した右手である。


    　仁に科しな澪みおとの戦いにおいて、呉羽は左手の〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で自分の右手を切断し、巽と右手を交換した。それから今に至るまでズットその時のままになっていたが……呉羽の左腕が失われてしまった今となっては、元に戻すことも叶かなわない。


    　呉羽は巽の顔を真まっ直すぐ見た。


    「いいのよ、鴫沢君のせいではないもの。未練がないと言えば噓うそになるけれど……私が──私の意志でしたことだから。後悔はしていない」


    　気に病やむことはないとばかりに言う。


    　巽は自分の右手を見下ろしたまま頷うなずいた。


    〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉の宿った手。


    　これまでは、呉羽が戦ってきた。


    　しかし今、左腕の〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を失った呉羽にはそれが不可能だ。悠久と戦えるのは自分しかいないのだが……


    　しかし、自分にできるのだろうか。〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を思うように使いこなせるわけではない。果たして悠はる久ひさと戦って勝つことができるだろうか。


    　──あるいは、もしほんとにどうしようもなかったら……


    「鴫しぎ沢さわ君」


    「え……？」


    　思いつめた表情の巽たつみに、呉くれ羽はが声をかけた。自分の考えに沈んでいた巽は、急に呼びかけられて戸と惑まどいながら顔を上げた。


    「ひとつだけ約束して頂ちよう戴だい」


    「約束……何かな」


    　何事もないふうを装よそおいつつ尋たずね返すと、呉羽は、


    「死ぬことを考えないで」


    「え──」


    　巽は驚きに打たれた。


    　自分が今考えていたことを見み透すかされたかのようだった。


    「どうして……」


    　問い返そうとして、続きを口にすることができなかった。


    「ごめんなさいね、今、鴫沢君を見ていてフッと思ったの。鴫沢君は人が好よいから……」


    　その反応さえも予想していたというふうに、呉羽は自然な口調で言った。


    「もし、もしもの話だけれど、頭のなかにある〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉を消すために自殺するとか──そんなことは考えないでほしいの。それで世界の反転を阻そ止しすることができるかどうかもわからないけれど、仮に可能だとしても、そのために死ぬなんて方法選ばないでほしい」


    「自殺なんて、そんなこと──」


    　否定しようとしかけて、しかし巽は真まっ直すぐ凝み視つめてくる呉羽の視線に耐えられなくなって、


    「ごめん……、ほんとは少しだけ考えてた……」


    　そう言い直した。


    　呉羽の真しん摯しな視線の前では噓うそをつけなかった。


    「もしそれ以外にどうする手立てもなかったら、最悪の時は自分の命を絶たてば〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉は消えるのかなって……ちょっとだけ思った」


    　実のところ、巽が先ほど考えていたのはそのことだった。


    　もしも悠はる久ひさの野望を阻止するのが間に合わないとすれば、最後の手段として、自分の命を絶つことも選びうるのではないかと。


    　それは、恐ろしいまでに簡単なことであるはずだった。何も悩む必要もない。この右手を頸くびすじに当てて〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を走らせさえすれば。指先に宿った、あらゆる物体を直線上に切断する蝕能アタリアの、そんな使い方もないではない。


    　苦痛さえ感じる暇ひまもないだろう。


    　タッタそれだけの動作で、一瞬のうちにすべてが終わる。


    　自分の生命も、悪夢も、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉も──すべて。


    　勿もち論ろん、確実とは言えない。自分の脳内に育っているとはいえ、元々〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉は悠はる久ひさの蝕能アタリアによって生みだされたものだ。巽たつみが死んだところで悠久が生き永ながらえている限り消えないという可能性もある。だとしたらその死はまったくの無駄になってしまう。とはいえ最も早はや一刻の猶ゆう予よもならないというギリギリの状況に追いつめられたならば、たとえ不確かな賭かけだとしても試してみるほかないのではないか。


    　だがそんな状況に置かれたとして、『世界』という抽ちゆう象しようのために己の命を擲なげうつことが自分にできるか、巽は迷っていた……恰ちよう度どそんなところに呉くれ羽はが声をかけたのだった。


    　巽の返事を聞いて、呉羽はやはり、という顔をした。


    「ねえ、鴫しぎ沢さわ君、それだけはダメ」


    「でも、」


    　何か言い返そうとして言葉を詰まらせる巽に、


    「たとえそれで世界が救われるのだとしても、私──鴫沢君が死ぬところを見たくないわ」


    「葛かつら城ぎさん……」


    　巽は、呉羽の痛々しげな眼差まなざしを見た。


    　おそらく呉羽は瑞みず羽はのことを重ねあわせているのだろう。


    　先日、呉羽を救うために瑞羽は自らの命を擲ち烏からす丸ま紬つむぎの〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉の前に身を躍おどらせた。そして人体をジグソーパズル状に破壊する血液に胸元を抉えぐられて、瑞羽の一生は幕を閉じた。もし巽が世界の反転を防ぐために命を棄すてたなら、瑞羽の場合と同じようにして身近な人を失うことになってしまう。


    　そんな体験を繰り返したくないと思っているのだろう。


    「だって、戦うのは死ぬためではなく生きるためだもの」


    　呉羽は静かにそう続けた。


    「生きるため……」


    　巽の呟つぶやきに呉羽は頷うなずいて、


    「あの薔ば薇らの茂みの下で息を引きとる直前、母かあ様さまは『生きなさい』と言ったわ。いえ、言葉にはならずに、タダ唇を動かしただけだったけれど、私には確かに母様のその声が聞こえた気がした。『生きなさい』──そう言ったの」


    　あの時、死の直前に瑞羽が何か言おうと口を動かしたのは、巽も見ていた。巽には、瑞羽が何を言おうとしたのかはわからなかったが、声にはならなかったその呟きを呉羽は敏感に感じとっていたのだ。


    「私、命を擲なげうった母かあ様さまのためにも生きようと思ったわ。仮に悠はる久ひさと戦って命を落とすことになったとしても、その瞬間までは生きることを考えていたい。……だから、鴫しぎ沢さわ君にも生きてほしいの」


    　巽たつみは、少しの間沈黙を保って呉くれ羽はの言葉を胸のうちで反はん芻すうしていた。


    　巽の脳のう裡りを、今は亡き姉の顔がよぎった。


    　有あり菜なが巽に対し両親の死の真相を隠そうとし、それ故ゆえ倒錯した犯罪に手を染めたのもまた、巽に生きてほしいがためだった。


    　巽の記憶のなかで有菜はいつも笑っていた。人知れず恐ろしい罪を犯し、それでも巽に真相を知られまいと笑っていた。自分が今ここにあるのは、そうした有菜の意志に支えられてもいるはずだった。


    「わかった……約束だよ」


    　巽は深く頷うなずいた。呉羽の言葉で、巽は少しだけ救われた気がした。


    　これまで、自分の命を絶たつことを漠然と思いながら、しかし決意はつかないままその考えに押し潰つぶされそうになっていた。生きるため──そう、生きることを肯定できなければ戦う意味などないはずだった。


    　巽の返事を聞いて、呉羽はやっと表情をやわらげた。
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    　二人はしばらく凝み視つめあっていた。それから呉羽は、重くなった雰囲気を振り払おうとするかのように、


    「いつか──悠はる久ひさを斃たおして、蝕能アタリアをめぐる事件が終わってすべてが元通りになったら、絵を描いてみようと思うの」


    　ポツリと言った。


    「葛かつら城ぎさんも絵を？」


    「ええ。本当は、ズットお医者さまになりたいと思っていたのだけれど……この腕では手術なんてできないものね」


    　呉くれ羽はは苦い笑みを浮かべて、自らの失われた左腕のほうに視線を落とした。


    　呉羽が外科医を目指していることは巽たつみも知っていた。暇ひまさえあれば医学書に目を通している姿を何度も見かけた。彼女ならきっと念願を果たすだろう──そう思ってもいた。ところが先日の烏からす丸ま紬つむぎの事件で、かろうじて生命をつなぎ止めた代わりに医学への道を断たれたとは、皮肉と言うほかない流れだった。


    　失われた左腕の空白が、断たれたひとつの将来を表わしているかのようだった。


    「…………」


    「だから、代わりというわけでもないけれど……お医者さまになれないのなら、絵を描いてみようかなってフト思ったのよ。絵画だったら、練習さえすれば右腕だけでもどうにか描けるようになるでしょう。父とう様さまが憧あこがれた……あちら側の世界を画が布ふに写しとってみたいと思うの。これまで、メスなら扱ったことがあるのに絵筆なんてロクに握ってもいなかったし、利きき腕ではない右手では簡単にはいかないけれどね」


    　呉羽はどこか遠くを見るような眼めで言った。


    　その眼差まなざしの先に、無事に迎えることができるかさえもわからない未来を見み透すかそうとしているかのようだった。


    　左腕を失ったことは、外科医を志望していた呉羽にとって大きな変化だったはずだ。幼い頃から目指してきた医師への道を簡単に諦あきらめられるものではないだろう。父親を失い、母親を失い、左腕を失い、志こころざしていた目標をも失い、それでも呉羽は、自分にできることを考え未来へ目を向けようとしている。


    　これまで巽は、過去に起きたことばかりを考え悠久への憎しみを募つのらせてきた。


    　けれど、呉羽がそうしているように未来へと想おもいをめぐらせてみるべきかもしれない──そう思った。


    「皮肉ね──私、父様とは逆だわ。子供の頃からお医者さまになりたいと思っていたのに、今は絵を描きたいと思っている。メスを絵筆に持ち替えて──」


    　巽は、机のうえに一冊のスケッチブックが載のっているのに気づいた。呉羽は少し居心地悪そうな表情になって、


    「試しに素そ描びようしてみたのだけれど、全然思ったようにいかなくて……。真まっ直すぐ線を引くことさえままならない。慣れないとダメね。少しずつ練習しているの」


    　口く惜やしそうに頸くびを振った。


    　利きき腕とは逆の手でいきなり描こうとしても思ったままの形を写しとるのは至難であろうことは、巽たつみにも容易に想像がついた。


    「じゃあ……その時にはぼくにも見せてくれるかな」


    　それは当たり障さわりのない相あい槌づちではなく、本心からの言葉だった。美術にさして興味がある方ではなかったが、呉くれ羽はの描く絵だけは見てみたいと思った。悠はる久ひさを斃たおして──その時には自分も呉羽の隣にいて、同じ未来を見ていたいと思った。


    「ええ」


    　呉羽はいつになく穏おだやかな調子で、かすかに笑った。


    　それから巽はフト思い立って、


    「葛かつら城ぎさん。もう一度、廊下に飾られた絵を見てみたいんだけど。ひょっとしたら悠久に関する手がかりが何かあるかもしれないし」


    　葛城邸ていに飾られた忌いみ久ひさの作品群については以前ひと通り見てまわりはしたものの、その時からはいろいろと状況が変化してもいる。もう一度確認してみると何か新しい発見があるかもしれない。


    「ええ、かまわないわよ」


    　呉羽は立ちあがると先に立ってドアを開け、巽もその後に従って廊下に出た。


    　ゆっくり歩きながら、廊下の左右に並ぶ絵に視線をめぐらせる。


    　進むにつれ次々と立ち現れる幻想の光景はさしずめ小さなパノラマとでもいった趣おもむきで、そのうちのいくつかは夢のなかの風景と重なるものも含まれており、巽には、連夜みている夢を回想するような体験でもあった。


    　無言で歩いていた呉羽がフト口を開いた。


    「以前にも話したけれど、父とう様さまは高次の世界をどうにかして画が布ふのうえに描きだそうとしていた。そんな父様の許もとを悠久が訪ねてきて……」


    



    「完全な世界と悠久は言っていたわ」


    



    「完全な世界……それが、世界が反転した先にあるものっていうことかな」


    「おそらくはね。錬れん金きん術じゆつでも『完全』という概念は出てくるわ。金は完全性の象徴とされていただとか……。それに関係しているのかもしれない」


    　巽は感慨をこめて壁に掛けられた絵を眺めた。完全な世界──その意味するところはまだわからないが、これらの作品はその完全な世界の一部であり……自分の頭のなかで育ちつつある〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉は、完全な世界そのものなのだろう。


    「悠はる久ひさは以前、『あらゆるものに意識が存在する宇宙』って言ってたよね」


    「ええ。『宇宙とは観念にほかならない』とも……」


    　呉くれ羽はは相あい槌づちを打ってから、


    「完全、完全、完全……」


    　口のなかで小さな呟つぶやきを繰り返した。


    「可お笑かしいわね。昔、母かあ様さまはよく苛いら立だたしげに『何もかもが不完全だ』って言っていたわ。その言葉も、おそらくは完全なものへの憧あこがれ故ゆえでしょう。悠久も、父とう様さまも、母様も……みんな『完全』にとり憑つかれてでもいるみたい」


    「葛かつら城ぎさんはどうなのかな」


    「──私？」


    　巽たつみが尋たずねると、呉羽は意外そうな顔で振り向いた。少し考えてから、


    「幼い頃から母様や父様のそんな話を聞かされていたから……よく意味もわからないままに、それでも憧れなかったと言えば噓うそになるかしら。完全なものなんて、この世のどこにも存在しないはずなのに」


    「その気持ちは、ぼくにもなんとなく理解できなくもないかな。手に入らないからこそ憧れてしまうっていうのは」


    「そう、そうね……手が届かないからこそ美しいのね」


    　巽は自分の頭の内部に存在する世界を思い描いて、


    「でも、仮にそれが実現したらって想像するとちょっと怖い気もするかな。きっと手を触れてはいけないもので……だから完全な世界っていうのも実現されるべきじゃないんだ。……と、ぼくがこんなこと言うのも変だけど」


    　言いかけたところで、一枚の絵の前で足を止めた。


    　そこには、解体された人体の断片が土に植えられた風景が描かれていた。地面から生えだした手や脚が植物のように垂直に伸び、その先から椰や子しの葉のごとく夥おびただしい指がウジャウジャと垂たれ茂っている。


    　さながら人体を素材とした植物園とでもいった趣おもむきだった。


    「『[image: ]れた屍体の方程式イコール・スリー・クオーテーシヨンズ』……」


    　呉羽が覗のぞきこみ題名を読みあげた。


    「この絵が何か……？」


    　巽は、先ほど部屋で呉羽が話していたベルメール云うん々ぬんの件くだりを思い返していた。『人体を他の何かとして捉とらえる』と呉羽は言っていたが、この絵にもそこに通ずるものがないだろうか。『[image: ]れた屍体の方程式イコール・スリー・クオーテーシヨンズ』と題されたこの絵も、人体は植物のようであっても良いと語りかけているかのようだった。


    「これ……文もん殊じゆって子の事件にちょっと似てないかな。解体された人体ってところが」


    　そう指摘してみると、呉くれ羽はは頸くびを傾けて少し眉まゆ根ねを寄せ、


    「似てると言えば、そう見えなくもないわね。悠はる久ひさのところに通院していたのなら、文もん殊じゆという子も蝕能アタリアに関わっていた可能性があるし、ひょっとしたら蝕能アタリアの持ち主だったということも……」


    「それがこの〈[image: ]れた屍体の方程式イコール・スリー・クオーテーシヨンズ〉だったとしたら」


    「けれど、その子は殺害されてもうこの世にはいない。仮に蝕能アタリアの持ち主だったとして、一体どんな能力だったのかしら」


    　思いついたことをあれこれと口にしてみるが、やはりどこまでも推測の域を出ない。


    　果たしてその絵が文殊の事件に関わっているのかどうか判然としないまま、二人は再び呉羽の部屋に戻った。部屋に入ると、窓に小さく白い影が浮かび窓硝子ガラスをコツコツと叩たたくものがあった。


    「何かしら……」


    　呉羽は不思議そうに歩み寄り、窓を細く開けた。


    　その途端、隙すき間まから一羽の鳩はとが室内に舞いこんできた。


    　鳩は勢い良く羽をはためかせ巽たつみの頭にまとわりつき嘴くちばしでつつこうとしたが、巽が手で振り払うと名残なごり惜しげに離れた。それから鳩は部屋の隅に置かれた姿見の枠に止まった。


    　巽は、その細い足あし頸くびに小さな筒が紐ひもで巻きつけられているのに気づいた。


    「まさか……伝でん書しよ鳩？」


    　訝いぶかしげに呟つぶやくと、鳩は誇らしげに愛あい嬌きようのある鳴き声を上げた。


    「……のようね」


    　呉羽も少し呆あつ気けにとられた様子だ。


    　何な故ぜ伝書鳩がこんな所に飛んできたのだろうと、巽は頸を捻ひねりながら鳩の足に手を伸ばし、筒の蓋ふたを開けた。


    　なかには折りたたまれた一枚の紙片が入っていた。紙を広げると、達筆過ぎて判読困難な筆文字が並んでいる。見み憶おぼえのある筆跡だった。


    「店長からだ」


    「そういえば店長、電話は嫌いだと言っていたわね」


    「だからって伝書鳩……よりによって手のこんだ真ま似ねするな……」


    「風ふ情ぜいがあって良いじゃない」


    　呉羽じしん機械はあまり好きではないらしく、そんなふうに爾じ来らいに荷担する。そうして巽の手から紙片を受けとり、難しそうな顔でひと文字ひと文字解読しどうにかその内容を読みとると、夜もう一度店に来てほしいとの旨むねが書かれていた。


    「今朝の話の続きということかしら」


    「だろうね」


    　ともあれ巽たつみは呉くれ羽はから新しい紙を受けとると、閉店の時刻に伺うかがわせていただきますとしたため、折りたたんだ紙を筒に戻し鳩はとの足あし頸くびに巻きつけた。


    「さあ、店長の所へお帰りなさい」


    　呉羽がそうささやくと、


    　ヴァサヴァサヴァサッ……！


    　伝でん書しよ鳩は再び開け放たれた窓から主人へのメッセージを携たずさえて飛び去った。飛びたつ際、鳩は勢い余って姿見を倒してしまった。


    「──あッ！」


    　巽は思わず小さな叫びを上げた。


    　割れた硝子ガラスの破片が床に散らばった。


    　呉羽は落ち着いた様子で窓を閉めてから、そちらに歩み寄り屈かがみこむと、床に散らばった硝子の破片に手を伸ばした。鋭い切っ先が掌てのひらの拇おや指ゆびのつけ根の部分を切り、ザックリと開いた傷口から血が流れだした。


    　驚いた巽は屈みこみ、呉羽の手を取った。


    「葛かつら城ぎさん、大丈夫!?」


    　呉羽は血が流れた手を眺めて、


    「ええ……ごめんなさい、鴫しぎ沢さわ君の手なのに」


    　硝子で傷ついた痛みより、その手の真の持ち主を気き遣づかった。


    「いや、それはいいけど……危ないよ。それにその手は、もうぼくのものじゃなくて葛城さんの手じゃないか」


    「鴫沢君の手で……私の手ね……」


    　呉羽は摑つかまれた手を静かに振りほどくと、血で汚れた腕をハンカチで拭ぬぐうでもなく、ただジッと凝み視つめながら口を開いた。


    「毘び舎しや利り文もん殊じゆ……」


    　無む惨ざんに殺された少女の名を呟つぶやいてから、店長には打ち明けなかったけれど、と前置きしたうえで、こう続けた──


    



    「私──その左眼のありかを知っているかもしれない」
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    　大学時代のある日のこと、彼は喫茶室でスパゲティ・アラビアータを食べていた。


    



    　行き場のない学生たちがたむろするその場所で、兄と待ち合わせていたのである。予定の時間よりひと足先に喫茶室にすべりこみ、兄を待つ間、彼はシュレーバーの回想録を読んで過ごしていた。


    　重度の妄もう想そうにとり憑つかれた人物の手になるその本の、表紙を捲めくった箇所の白紙の頁ページには、手書きで『血の滴したたる指先が描く幾き何か学がくのうちで……』という奇妙な詩句が連ねられていた。何の一節なのかと友人が尋たずねると、そのたびに彼は、「さてね。いずれわかるだろう……わかるはずだ……わからねばならない」とはぐらかすような答えを返すだけだった。


    　遠い昔に水み無な月づき病院で過ごしたあの夏の日々から、彼の頭には常つねに『無限』という概念がつきまとって離れなかった。


    　以来、無限に関する書物なら何でも読み漁あさった。そのなかでもとりわけ彼に感銘を与えたのがシュレーバーの一節だった。


    　冷めかけた珈琲コーヒーを啜すすりながら、神の無限の神経について書かれた箇所を読み耽ふけった。シュレーバーによれば、無限の可能性を持つ神経こそが光と呼ばれるものだというのだ。光──それは彼に、病院の屋上での体験を思い起こさせた。あの時感じたものは何だったのかに想おもいを馳はせながら文章を追ううち、謎なぞめいた一行一行が彼の精神に深く浸透していった。


    　……気づかぬうちに随ずい分ぶんな時間が経過していたが、兄は何か用事でもできたらしく、いくら待っても姿を現さない。


    　もう昼食時を優に過ぎて、学生たちは午後の授業へと向かい喫茶室はガランとしていた。狡ずる賢がしこい顔のウェイトレスが、珈琲一杯でいつまでも席を立たない彼に邪じや魔まそうな一いち瞥べつをくれて通り過ぎた。


    　ひと度集中すると周囲が見えなくなる兄のことだ、おそらく実験に夢中になって時間を忘れてでもいるのだろう。このまま待ちつづけていたら何時間も食事にありつけないかもしれない。仕方なく彼は一人で昼食を摂とることにした。一度メニューを広げはしたが、それは半なかば義務的な仕し種ぐさで、何を頼むかは既すでに決定されていた。


    　指を鳴らし、ウェイトレスがふてぶてしい態度で注文をとりにやってくると、彼は迷うことなくスパゲティ・アラビアータを注文した。


    　彼はスパゲティを口にする頻ひん度どが多かったが、それは味を好んだためではなく、フォークを回して巻きとるという動きが好きだったからだ。食欲を満たすことよりも視覚を刺激することの方が主たる目的だったかもしれない。


    　何につけモノを回転させることが、彼は好きだった。そしてまた、モノの方でもそう望んでいるとでもいうかのように、彼の指先に載のった物体は何であれ実によく回ったのである。


    　回転する物体を眺めていると、どこか頭の奥の一部までもが回転している気がして、途と轍てつもなく巨大な渦巻きに巻きこまれていくみたいに感じる。それは、甘美な不安と快楽を同時に味わうことのできる至福のひと時だった。


    　注文した品が運ばれてくると、ごく少量のパルメザンチーズを振りかけ、赤いソースにまみれた細い紐ひものような麵めんを器用にフォークで巻きとった。


    　クルクル、クルクルと……すぐに口には運ばず、その運動がもたらす眩暈めまいにも似た感覚を快こころよく味わう。


    　そのうち──


    　フト、皿のうえに残ったスパゲティが人の顔を形づくっていることに気づいた。


    　それは、偶然だったのだろうか。しかし彼にとって偶然など存在せず、起こるべくして起こったことのはずだった。


    　必然が描きだした形を、彼はジッと凝み視つめた。


    　誰かに似ていると思い……しばらく考えた末すえ、ほかでもない自分の顔だと理解して、思わずフォークを取り落とした。


    　カランと、硬い音を立ててフォークはテーブルに転がった。
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    　絡からまったスパゲティが巻きとられて、皿のうえに描きだされた顔が形を変え、嘲あざ笑わらうかのように口くち許もとを歪ゆがめた。自分の表情にソックリだった。慣性のためかテーブルのうえでフォークはひとりでに回転を続け、そのたび更に表情を変えていった。


    　唇が動き、何事かを喋しやべっているかのように見えていたが、やがて悲鳴を上げるように顔を歪ゆがめた。


    「……ッ……」


    　喉のどが厭いやな音で鳴った。


    　それ以上食べる気を失なくし、彼は料理を残して席を立った。まだほとんど手のつけられていない皿と足早に立ち去る彼の後ろ姿を見み較くらべて、ウェイトレスが不思議そうな顔をした。


    　彼は眩暈めまいに襲われて、よろめきながら喫茶室を出た。


    　晴れわたった空に巨大な太陽が輝いている。子供の頃、病院の屋上で見たのと同じ太陽だった。


    　眼めに痛いほどの陽ひ射ざしの下もと、陽炎かげろうのように景色がボーッと揺らいでいた。


    　学部棟とうの間を学生たちが疎まばらに行き交い、緩ゆるい風に樹き々ぎの葉がそよぎ……普段と何ひとつ変わらない風景のはずだった。


    　にもかかわらず、何かがおかしいという感覚があった。


    　不意に、眼に映った光景を形づくる輪りん郭かくがドロッと溶けだした。明確な風景が遠ざかっていき、代わりに別の形が浮かびあがってくる。視界の変容に彼は混乱した。


    　大学の敷地内にある小さな池に視線を向けると、その水面とまわりを取り囲む木こ立だちが女性の顔を成なしていた。校舎の直線が組みあわさって、どこまでも続く牢ろう獄ごくのなかで轢ひき潰つぶされた甲こう殻かく類の姿が浮かんだ。


    　視線を移すたび、本来そこに見えるはずのないものが見み出いだされた。ゴッホの描いた絵のごとく空気が眼に見える流れとなって渦巻いているのを知覚した。


    　──自分はおかしくなってしまったのだろうか。


    　顳こめ顬かみを押さえながら、彼は思った。


    　あるいは世界の方がおかしくなってしまったのだろうか。


    　それともその両方か……


    　──いや、そうではない、そうではなくて……


    　頭のなかで呟つぶやきながら、徐々に自分の身に起きつつあることを理解していった。


    　やがて眩暈がおさまるにつれてその現象も消え失うせ、眼に映る世界は日常の光景に戻った。おそらくそれは時間にすれば十数秒ほどの出来事だったのだろうが、恐ろしく永ながい時間に感じられた。彼はその体験をひとつの啓示として受け止めた。


    　その時には既すでに確信していた。


    　さっきのは偶然ではない。


    　今、自分は『完全な世界』を垣間かいま見たのだと。


    　日常において、雲の形を見て猫やパイプを連想したりすることはままある。いったん特定の形に見えると、脳がそのように認識してしまうため、ますますその類似は強まって感じられる。パレイドリアと呼ばれる現象で、木目や壁についた染みの形が人の顔に見えたりするのもそのせいだ。脳がそのように見せているのだ。


    　また、今まで訪れたことのない土地なのにその風景をいつか見たことがあるような気がするという、所謂いわゆる既き視し感かんと呼ばれる現象にしても、その風景に含まれるひとつの要素から過去の記憶を想起することで他の要素も同じだというふうに錯覚してしまう──と、一応の心理学的な説明がつけられてはいる。


    　──だが、


    　と彼は考えた。


    　──だが、それは錯覚などではない。


    　心理的な問題として片づけるのは誤っている。


    　錯覚ではなく……それは紛まぎれもない現実であり、現実以上の現実だった。


    　現実に世界はそんなふうに何重にも折り重なるように存在していて、タダ日常において我々はその一側面しか認識できないだけのことだ。平面の世界に住む人間にとっては立体を正しく知覚することができないように……


    　一段階上の現実──とすれば、そこから更に上の段階も存在するはずだと彼は推論した。存在したとしてもおかしくはない……いや、存在しなければ理屈に合わない。


    　存在するべきであり、存在せねばならない。


    　そしてその、階層を繰りあげる過程は永遠に続くはずだ。エッシャーが描いた、どこまで昇っても終わることのない奇妙な階段のように……


    　その原理を実証するように、彼は、自分を取り囲む風景のなかにいくつもの別のイメージを重ね見た。


    　眼めに見える事物の輪りん郭かくが折り重なり曖あい昧まいになり、襞ひだ状に折りたたまれていた風景が裏側から捲めくれ展開されるように、異なるイメージが浮かびあがる。かと思えば、熱されたチョコレートみたいに溶けて流れだし別の形へと変容していく。


    　広い講堂で退屈きわまりない講義を続ける教授の顔がん貌ぼうのなかに、古代ローマの廃はい墟きよを見み出いだした。薔ば薇らの花弁のなかに心臓を、あるいは抱ほう擁ようする恋人たちを読みとった。籠かごに盛られた果物に舞踏会のざわめきが重ねられ、そこにひしめく人々は今にも動きだしそうなほどの躍動感を具そなえていた。時には、誰も見たことがない海の奥深くに棲すむ深海魚が泳いでいたり、また、セイレーンや一角獣といった神話上の生き物が紛れていた。


    　最も早はや、彼にとって現実はひとつではなかった。


    　多様に折り重なった現実を、その全体とはいかぬまでも認識できるのだ。


    　シュルレアリスムの代表と目もくされる画家サルバドール・ダリは、ダブル・イメージという手法を用いて一枚の絵のなかに異なる図形を、複数の意味を盛りこんだ作品を数多く描いた。たとえば、小さな人物たちが組みあわされて巨大な顔を成なしていたり、海辺の風景に犬の横顔が紛まぎれていたりといった具合に。ひとつの静物画のなかに、老年、青年、幼年の三つの顔を紛れこませた作品もある。


    　多義的な図形。


    　きっと、ダリは自分と同じ体験をしたのだ。


    　今自分が目にしているこの風景を、この認識を、ダリは画が布ふのうえに定着させたに違いない……彼はそう思った。


    　幾いく度どとなく体験を経へるにつれて、その現象は複雑さの度合いを増していった。ある時などは、瞬まばたきするまでの数秒の間に二十七の異なるパターンが入れ換わり浮かびあがった。めまぐるしく変転する情景は、万まん華げ鏡きようのように彼の眼めを翻ほん弄ろうし、同時に魅み了りようした。それは、この世のどんなパノラマよりも壮観で悠ゆう遠えんな光景だった。


    　しかし、それでも彼は満足しなかった。


    　──現実のなかに無限の意味を織りこむことはできないだろうか。


    『無限』にとり憑つかれた彼は、そんなふうに考えるようになった。


    　我々の眼に映るのは単一の現実でしかないが、本当は無限の現実が存在するはずだ。完全な世界はどこか別の場所にあるのではなく、日々我々が目にしている風景のなかに含まれているのである。


    　また彼は、そうやって読みとったイメージのなかにしばしば一人の少女が繰り返し現れることに気づいた。


    　現実には──現実と呼ばれているものにおいては、これまで見たことのない顔だった。


    　いや、タダ少し──ホンの少しだけ、かつて病院で壜びんをくれたあの少女に似ているかもしれないと思った。


    　その眼が似ているのかもしれない、と。


    　あの時、壜のなかから出てきた眼球は病院のなかを転がっていって屋上に至り、そこで消え失うせてしまった。行方のわからなくなった眼が、この少女の眼がん窩かにおさまっているのではないだろうか。


    　笑うでもなく、怒るでもなく、少女はタダ鏡の向こう側でも見るようにこちらを眺めていた。彼という存在を認識しているかどうかも定さだかではない。彼には、その少女がこの世とはさかさまの世界に住んでいるふうに感じられた。


    　実在しない少女に向けて、彼は話しかけてみた。少女は返事せず、タダ静かな眼差まなざしを返すばかりだった。冷淡と言ってもいい反応が、かえって彼を夢中にさせた。


    　何を見るにつけ、彼はその少女の断片を求めるようになった。アラビア様式の絨じゆう毯たんの模様のなかに、深海魚の鱗うろこの重なりに、地図のうえに展開された地形のなかに、標本箱に蒐しゆう集しゆうされた貝殻に、書物の頁ページにひしめく文字の配列に、解かい剖ぼう図に描かれた人体の断面のうちに、その少女を見み出いだした。


    　やがて少女は夢のなかにも忍びこんでくるようになった。


    　夢の世界への闖ちん入にゆう者を彼は歓迎した。夜、やわらかい枕まくらに頭を沈め精神を眠りに委ゆだねると、少女の姿が浮かびあがった。夢のなかでの方が、現実の風景においてよりもハッキリと見ることができた。そこでもやはり、少女は静かに佇たたずんでいるだけだった。一枚の硝子ガラスで隔へだてられているかのように、彼はタダその姿を眺めた。


    　恋──と、それは呼んでいいものなのだろうか。


    　絵に描かれた少女や小説に登場する女性に恋をする例は、世間にも少なからず存在する。なかには生涯その恋を貫つらぬき通し、叶かなわぬ慕情に心を焦がし身を滅ぼす者さえあるだろう。しかし彼にとってその対象は、そうした表象形態すら持たない、タダ彼の認識にのみ住まう少女なのである。


    　言ってみれば彼は、自分の脳髄に恋をしているようなものだった。


    　それはひとつの観念であり、ひとつの真理だった……


    　のちに彼は、喫茶室で耳にした噂うわさ話に導かれるまま訪れた研究室で、開いたドアの向こうに現れた女子学生に、その少女の面影を見み出いだすことになる。


    　それは偶然であったし、必然でもあった。


    　瑞みず羽はを前にして、しかしその顔の向こうに理想の少女の姿を追い求めながら、


    



    「……決定された」


    



    　彼の唇からは自然にそんな台詞せりふが流れだしていた。


    



    　　　§


    



    　年月が流れ……六年前、水み無な月づき病院で医師として勤めていた瑞羽の身に不思議な能力が発現した。血液のなかに未来の断片を予見する……それが最初の蝕能アタリア〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉だった。


    　最後に会った時、瑞羽の口から、呉くれ羽はがいずれ殺される運命であることを告げられた。


    　予期しなかった宣告に、彼は言葉を失った。


    〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉で予見された未来は絶対である。たとえ何が起きようと運命を変えることはできない、そのことは彼もよく心得ていた。ほかでもない彼じしんが瑞羽に説いて聞かせたことなのだから。だがその事実が、これほどまでに惨ざん酷こくな形で跳はね返ってくるとは思ってもみなかった。


    「──それが『運命』なのでしょう？」


    　最後にそのひと言を残して、瑞みず羽はは彼の許もとを去った。


    　彼は、瑞羽を引き止めようとはしなかった。それが彼女の意志であり運命なのだとすれば、止めたところで意味はないとわかっていた。


    　一人残された部屋で、彼は頭を抱えた。


    　彼を襲った衝撃は計り知れなかった。


    　──呉くれ羽はは殺される……


    　脳のう裡りで瑞羽の台詞せりふが谺こだましていた。


    　葛かつら城ぎ呉羽という存在が、たかが一個人の手によって生命を奪われるなど。諦あきらめきれることではなかった。どうにかして呉羽を救うことはできないだろうか。そのためなら、どんな冷れい酷こくな手段でも躊躇ためらうことなくとってみせる。


    　──どうしようもないのよ。決定されてしまったんですもの。


    　そう告げた瑞羽の口調は静かなものだったが、それ故ゆえにいっそう彼の精神を苛さいなんだ。


    　──あなたの言い方を借りれば、殺されるだろう……殺されるはずだ……殺されねばならない……といったところかしら？


    「──そんなことがあっていいものかッ!!」


    　脳裡に浮かびあがる声を打ち消そうとするように叫んで、拳こぶしを壁に打ちつけた。拳から血が滲にじんだ。壁面をつたい落ちる緋あかい色が、彼に少しだけ理性を取り戻させた。


    「あっていいはずがない……あるべきではない……あってはならない……」


    　譫うわ言ごとめいて呟つぶやいた。


    　──それが『運命』なのでしょう？


    　そんな彼を嘲あざ笑わらうかのように、瑞羽の声はつきまとって離れなかった。


    　それは呪じゆ縛ばくにも似ていた。


    　呉羽という一人の少女のためにのみ瑞羽を利用しつづけてきた彼に対する、これが彼女の復ふく讐しゆうだったのだろう。とすれば、その台詞は他のどんな言葉よりも冷酷な復讐として機能していた。彼女の口から告げられた事実を、彼の精神は受けいれることができなかった。


    　部屋の隅に置かれた姿見に、自分の姿が映っているのが見えた。白衣に身を包み、ネクタイに入った奇妙な輪の模様が胸元を彩いろどっている。


    「運命、か……」


    　不意に何かを決意したかのように、彼は顔を上げた。


    　口許に笑みが浮かび、双そう眸ぼうには昏くらい輝きが覗のぞいてた。
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    「私──その左眼めのありかを知っているかもしれない」


    「え──」


    　呉くれ羽はの言葉に、一瞬、巽たつみは耳を疑った。


    　あまりにも唐とう突とつで、あまりにも意外なひと言だった。


    「今、何て……」


    　覚おぼ束つかない声で訊きき返したが、呉羽は静かな口調を崩さず、


    「毘び舎しや利り文もん殊じゆという子の眼球……どこにあるか知っている気がする」


    　そう繰り返した。


    「知っているというより──私が隠したの」


    「葛かつら城ぎさんが!?　一体どこに」


    　巽は茫ぼう然ぜんと尋たずねていた。


    「とりあえず座って話しましょう」


    　呉羽がそう提案し、二人は椅い子すに腰を下ろした。


    　巽が先を促す視線を送ると、呉羽は、


    「……六年前、母かあ様さまが失しつ踪そうしてからのちも、私は時々水み無な月づき病院を訪ねたの。といっても特別な用事があったわけではなくて……母様がいなくなったということが、なんとなく信じきれなかったのね。だから母様を見舞いに訪れていた時の習慣が抜けなくて、待合室で無む為いに時間を過ごしてみたり、薔ば薇らの茂みの前に立ったりした。烏からす丸ま那沙なずなの屍し体たいが横たわっていた場所であるそこは、私にとってトテモ印象深い場所だったから」


    「この間の薔薇園だね」


    　巽が言葉を挿はさんだ。先日、呉羽の誕生日に二人で訪れ、そして葛城瑞みず羽はが命を落とした場所だった。


    　呉羽は頷うなずいてから、


    「その時も、薔薇の茂みの前に立って眺めていて……フト、誰かに見られていると感じた。あたりを見まわしていても誰もいないし、気のせいかと思って向き直ると、薔薇の茂みの奥から誰かの眼がこちらを覗いていたの」


    「……っ」


    　そこで過去の光景が脳のう裡りに浮かんだように呉羽は少し軀からだを震わせてから、


    「勿もち論ろん驚いたわ。気味が悪かった。まるで、薔薇の茂みの向こう側に別の世界があってそこから覗のぞきこまれているみたいな気分だった。でもそれ以上に好奇心が勝まさっていた。手を差しだしてみると、絡からまりあった蔓つるの間に指先に触れるものがあって、私はそれを摘つまみとったの。


    　──眼球だった」


    　呉くれ羽はの告白に、巽たつみは息を呑のんだ。


    　薔ば薇らの茂みに人の眼球が紛まぎれていたなど、想像するだに恐ろしい光景だった。


    　爾じ来らいの話によれば、文もん殊じゆの屍し体たいはこまかな断片に解体されたうえで市内のあちこちに隠されていたという。それぞれの隠し場所にも関連性らしきものはまったく見当たらず、無作為に選ばれたものと考えられている。とすれば、その眼球が水み無な月づき病院の薔薇園に隠されていたとしてもおかしくはないのかもしれない。


    「その眼めは、まるで直前まで生きていたみたいに艶つややかな輝きを帯びていたわ。かすかに血に濡ぬれていて……私は掌てのひらのうえでその眼球を転がしながらつくづくと眺めていたの」


    「それで……その、眼球……」


    　巽は、渇いた口からどうにかそれだけの言葉を絞しぼりだした。その後眼球をどうしたのかと訊きこうとしたのだが、そこまで続けられなかった。


    「その時はまだ、毘び舎しや利り文殊の事件は公おおやけにはされていなかったの。女の子が一人行方不明になったとだけしか聞いていなくて、市内のあちこちでバラバラにされた屍体の断片が次々と発見されるようになったのはもっと後のことだった。だから私には、その眼球が誰のものかもわかるはずなかった。急に怖くなって、見つけた眼球をそこの地面に埋めたの」


    「薔薇園の地面に？」


    「ええ」


    　呉羽は眼を伏せて、


    「後になってテレビの報道で、発見された屍体のうち眼球だけが見つかっていないと聞いたけれど……私、そのことを誰にも言えなかった。自分が埋めて隠しただなんて、今更……。だからずっと秘密にしていたの」


    　たしかにそれは容た易やすく人に打ち明けられるような秘密ではないだろう。巽にも、今日まで自分一人のなかに仕舞いこんでいたその心理は理解できる気がした。


    「そうすると、今もそこに……」


    「店長の話では左眼だけ発見されていないということだから、そのまま残されているのでしょうね。でも、六年も経たってるからおそらくはもう朽くち果てて……」


    「だとしても一応確認しておいた方が」


    　巽は戸と惑まどいながらもそう提案した。


    「そうね……。鴫しぎ沢さわ君、できれば店長にはまだ言わないでおいてくれるかしら。確認してから、私の口から話すわ」


    「わかった、そうしよう」


    　一応話はおさまったものの、巽はまだ内心の動揺が静まらなかった。


    　爾来の娘文殊の屍体の一部が呉羽によって発見され、しかもその場所というのがよりにもよってあの薔ば薇ら園となると、これもまた偶然として片づけるには出来過ぎている。一体どこまで、運命の糸は数奇にもつれ絡からまれば気が済むのだろう。


    　きっと、人の運命というのはそれぞれが独立して存在しているのではなく、分かちがたく複雑に結びついているに違いない。


    　巽たつみと呉くれ羽はと、また有あり菜な、烏からす丸ま紬つむぎ、そして悠はる久ひさ、瑞みず羽は、爾じ来らい、忌いみ久ひさ……そしてそれらの運命すべてを操あやつっている何者かでも存在するというのだろうか。たとえば忌久が憧あこがれ描きだそうとした高次の世界、その世界の住人であれば、地上に住まう人々の運命を弄もてあそぶことなど造作もないのだろうか。


    　呉羽の母瑞羽はその蝕能アタリア〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉によって未来に起きるべき出来事を部分的に知ることができたという。つまり『運命』なるものが厳然と存在していると受け止められ、瑞羽はその運命に自らを当て嵌はめるようにして死んでいった。


    「葛かつら城ぎさんは……」


    　巽は躊躇ためらいながら口を開いた。


    「……？」


    「葛城さんは、運命って信じる？」


    　そのひと言で、呉羽も巽の言わんとするところを理解したらしかった。呉羽はす……と背すじを伸ばして巽に向きあい、


    「そうね、母かあ様さまのこともあるし……信じざるをえないわね」


    　巽が予想した通りの答えだった。


    　しかし、だとしたら自分たちがこれからとる行動も、ただ運命に従うだけと考えねばならないのだろうか。絶対的な運命の前で、人間の力などまったくの無力だということになるのだろうか。


    「ただ──」


    　そんな巽の胸中を推おし量はかったかのように、呉羽はそこで口調を変えて、


    「烏丸紬の〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉によって息を引きとる直前、母様は蝕能アタリア〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉で未来を視みたのかもしれなかった。……遠からず訪れる未来を。けれど、目にしたのがどんな内容であったにせよ、母様はその未来を私に告げないことを選んだのよ。それが母様の意志だった」


    「告げないこと……」


    「誰よりも運命に縛られた母様だったからこそ、私にだけは、結果がどんなものであろうとも自分の意志として引き受けてほしいと願ったのだと思う……。私の命は、母様がその生を投げだしてまでこの世につなぎ止めたものよ。母様の胸元から流れだした血の色が、息を引きとる直前に呟つぶやこうとした唇の動きが、私の眼には、命を賭としてまでつたえようとした確かな意志として映った……」


    　呉くれ羽はは右手を胸に当てて、


    「だから……運命は存在する、けれどそれに縛られる必要はない、というのが私の答えかしら」


    　そんなふうに話をまとめた。


    「存在するけど、縛られる必要はない……」


    　呉羽の言葉を繰り返して、巽たつみは考えこんでいたが、


    「……うん、なるほど。そう考えると少し前向きになれるかな」


    　そう言って両手で膝ひざをかるく叩たたいた。と、その動作で右脚の怪け我がを刺激してしまい、


    「……ッ！」


    「脚の傷……まだ痛む？」


    　心配そうな顔を向ける呉羽に、


    「いや、全然たいしたことないよ。歩くのには支障ないし」


    　呉羽が左腕を失ったことに較くらべればこんな怪我、何ほどのものでもないし、脚の傷が治るのを待ってなどいられない。
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    　夜になって、巽と呉羽は伝でん書しよ鳩ばとのメッセージに従って再び『毘び沙しや門もん』を訪ねた。


    　店の手前まで差しかかった時、ドアが開いて、恰ちよう度ど仕事を終えたところらしくあざみと綾あや乃のが出てきた。


    「ッかれしたぁ────ッ!!」


    「お先に失礼します……」


    　店内の爾じ来らいへと向けてそれぞれ挨あい拶さつを投げかけ、帰路につこうとする。


    　綾乃はともかくあざみに見つかるとまた何やかやと難なん癖くせつけられそうなので、巽と呉羽は声をかけることなく二人をやり過ごした。二つの後ろ姿が夜道に消えたのを確認して、『閉店』の札がかかったドアを叩くと爾来が顔を覗のぞかせた。待っていたらしく爾来は無言で頷うなずき、巽と呉羽を店内へ招きいれた。


    　午前中と同じく、レコードプレイヤーが単調な旋せん律りつを奏でつづけていた。するとあざみと綾乃は、この音楽を一日中聞かされつづけたのだろうか。それは拷ごう問もんにも近い体験かもしれなかった。


    　予想した通り、爾来の話は文もん殊じゆの事件についてのものだった。爾来はやはり悠はる久ひさが疑わしいのだと言う。爾来の気持ちもよくわかるが、目もつ下か巽と呉羽にとって優先すべきは悠久の行方についてだ。


    　かつて文殊が悠久の許もとに通院していたのなら、そこに何か悠久につながるものはないだろうかと、一いち縷るの望みを抱いだいて巽たつみは爾じ来らいに問いを向けてみた。


    　巽の〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉については、午前中、爾来に蝕能アタリアのことを話した際に説明してあった。モノに残された記憶を読みとることができるのだということ。従ってもし文もん殊じゆが強い執しゆう着ちやくを抱いていた品があれば、そこに過去の記憶が残されているかもしれない。


    　爾来は、娘の遺のこした形かた見みがあるのだという。


    「形見というと」


    　促されて爾来は店の奥に引っこむと、一冊のアルバムと直方体の箱を手に戻ってきた。爾来はまずアルバムを開き、文殊の写真を二人に見せた。


    　成長の過程に従って並べられているらしく、頁ページを繰るにつれ写された少女の姿は次第に大きくなっている。


    　ところが、


    「あの……どれがその子の写真ですか？」


    　巽と呉くれ羽はの眼めには、どれも別人なのではないかと見えた。


    　同じ少女が写っていると思おぼしき写真は一枚もなかった。


    　一枚一枚、それぞれ異なる人物を撮ったものに見える。背景や服装、髪型が違っているという点も雰囲気を違たがえている要因かもしれないが、それだけでは説明がつかない。同一人物を写したものだとは到とう底てい受けとりがたかった。呉羽は過去の報道で文殊の顔を知っているはずだったが、にもかかわらず見分けがつかない。


    　これは一体どういうことなのだろうと、巽と呉羽は顔を見合わせた。


    　爾来はすべて娘の写真だと告げただけで、それ以上説明を加えようとしなかった。そのアルバムから巽が〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で読みとることができたのは、たんに娘が爾来と食事をしている場面だけで、特に有益な情報は得られなかった。落らく胆たんを覚えつつも、わずかな望みをかけて巽はもうひとつ残された箱の方に眼をやった。


    「こっちは？」


    　薄い直方体の箱の表面には、アルファベットのパネルが並べられ単語を形づくったさまが描かれていた。


    「スクラブルですね」


    　と呉羽が言う。


    　一枚一枚それぞれ異なるアルファベットが印字された木製のパネルを縦、横、あるいは斜めに並べて単語を作り得点を競う玩がん具ぐだ。英語圏では子供が単語の綴つづりを愉たのしみながら憶おぼえるようにとの目的から買い与えられもして、広く普及しているのだという。


    「このゲームが事件に関係してるんですか？」


    　巽は不可解に思い尋たずねてみた。


    　すると爾来は、箱を開けてゲーム盤を取りだしながら、かつて瑞みず羽はが文殊に与えたものだと説明した。


    「母かあ様さまが？」


    　呉くれ羽はが不思議そうに言うと、爾じ来らいは頷うなずき、四角い枡ます目めが並んだゲーム盤に文字のパネルを並べていく。


    　大学を卒業した後も、瑞みず羽はは恩師である爾来の許もとを時々訪ねてきた。二人で話しこんでいると、父親にかまってもらえず寂さびしくなったのか、文もん殊じゆがドアを開けて部屋に入ってくることがあった。あどけない少女の姿を見ると、瑞羽は笑顔を浮かべた。


    　養女なのだと爾来が言うと、瑞羽は複雑な顔をした。


    　爾来は、自分と娘の関係を気き遣づかっているのだと思ったが、後になって考えると、瑞羽じしんと娘呉羽の関係もまた複雑なものであったからなのかもしれない。ともあれ、文殊は瑞羽にスグ打ち解けた様子で、椅い子すに座った瑞羽の膝ひざ元もとにまとわりついている。そんな文殊を、瑞羽の方でも邪じや険けんに扱うことなく優しく接していた。


    　ある時、瑞羽が文殊にプレゼントを持ってきた。


    　それは、実の娘に心からの愛情をそそぐことのできない瑞羽にとって罪滅ぼしのようなものだったのかもしれない。あるいは呉羽へのプレゼントとして買い求め、しかし呉羽に手渡すことができず、行き場を失った品を代わりに文殊にあげることにしたのかもしれなかった。


    　瑞羽が差しだした平たい箱を受けとり包装を解くと、ボードゲームの一種だった。


    『えす、しー、あーる……えー……』


    『つなげて読むと？』


    『えすしーあーるえー……』


    『スクラブルというのよ』


    　箱に書かれたアルファベットをひと文字ひと文字読みあげていく文殊に、瑞羽が説明した。言語の研究に打ちこんだ瑞羽らしい贈り物だった。


    『すくらぶるー』


    　文殊はそのプレゼントを喜び、早速その場で大人二人とともにそのゲームを遊んでみることにした。最初はルールがわからず戸と惑まどっていたものの、すぐに仕組みを呑のみこんで熱中した。


    　子供が相手だからと途中までは手加減していた瑞羽も爾来も、文殊が手て強ごわいとみるや本気を出してかかったが、文殊はアルファベットの組み合わせに驚異的な閃ひらめきを見せ、最終的に勝利をおさめたのは幼い娘だった。


    　文殊はいかに複雑そうな局面でも、不思議な直観に導かれてでもいるかのようにたちどころにパネルを嵌はめこみ英単語を組み立ててしまうのだった。それも、大人でも知らないような難しい単語を平然と出してくるのだ。


    　娘も瑞羽にスッカリ懐なついているふうだし、口には出さぬものの何事か悩みを抱えているらしい瑞羽にしても、ボードゲームに興じている間だけはいっとき悩みを忘れて愉たのしんでいる様子だ。爾じ来らいにとっても、それはささやかに幸福な時間だった。


    　それ以来、文もん殊じゆは一人の時でも暇ひまさえあればスクラブルのゲーム盤に向かった。


    　タッタ一枚のパネルを他の文字と入れ換えるだけで、まったく違う単語になってしまう。釘pegと豚pigが、紐bondと池pondが、前夜祭eveと眼球eyeが、理由reasonと季節seasonが、新芽burgeonと外科医surgeonが、容た易やすくすり替わる。クルクルとめまぐるしく様相を変化させる文字列は、少女をいたく魅み了りようした。


    　少女は不思議な世界の虜とりことなった。


    　毎日、パネルを並べる作業に没頭した。必死に辞書に囓かじりつき英単語を憶おぼえては、頭のなかに詰めこんだばかりの知識を総動員してゲーム盤に向かった。単語を縦と横、そして斜めにうまく組みあわせて別の単語が得られた時などは、いつまでも昂こう奮ふんが冷めなかった。


    　──入れ換えること……


    　そのゲームの根本を成す概念こそが、のちに少女に現れる奇妙な症状にもつながったのかもしれない。悠はる久ひさの許もとに通院するようになってからも、文殊はそのゲームを離そうとせず診察室にも持ちこんだ。


    「……これがその品というわけですか」


    　巽たつみは問題となっているゲーム盤の表面を眺めた。


    　悠久の許に通院していた少女が残した形かた見み。


    　守もり時ときミサゴが所有していた脱獄メモリアルといい、烏からす丸ま紬つむぎのジグソーパズルといい、そして今回のスクラブルときて、巽は、何かとボードゲームに縁があることに不思議なものを感じざるをえなかった。


    「母かあ様さまがその子に……」


    　呟つぶやいて、呉くれ羽はは眼めを伏せた。


    　直接の面識はない文殊という少女と瑞みず羽はの間でそんな交流があったということが、呉羽には信じられない思いだった。


    　母親とボードゲームで遊んだ記憶など、呉羽には一度もない。


    　瑞羽にとっては、その瓜うり二ふたつの容よう貌ぼうが自身と悠久との因いん縁ねんを否いや応おうなく思い起こさせる呉羽に較くらべて、まったくの他人である文殊の方が気安く接することのできる相手だったということだろうか。


    　嫉しつ妬と、と言ってはおかしいが、どうしようもない感情が自分の胸に涌わき起こるのを、呉羽は感じた。瑞羽がこの世からいなくなってしまった今になってそんな気持ちを抱いだくとは皮肉なことだと思った。


    　だが今は亡くなった母親のことにこだわっている場合ではないと思い直して、巽に視線を向けた。


    　文殊の形見であるゲーム盤に触れようとして、その直前、巽は一瞬躊ちゆう躇ちよした。


    　診察室でも文殊はこのゲーム盤を離さなかったというが、悠久に関わる何かしらの記憶をとどめているのだろうか。そしてそれは、ひょっとしたら文もん殊じゆの身を襲った殺人に関わる記憶であるかもしれない。


    　文殊を殺害したのは誰なのだろう……


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉によってボンヤリとした像が浮かびあがり、白い診察室の風景が脳のう裡りにつたわってきた。


    　巽たつみにも見み憶おぼえのある室内だった。


    　六年前、巽が何度も通った水み無な月づき病院の診察室である。


    　そこには二人の人物がいた。


    　患者であるらしい一人の少女と、向かいあって診察机についた白衣の人物──葛かつら城ぎ悠はる久ひさだった。
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    「どうぞ、入りたまえ」


    　扉の向こう側へと向けて、彼は入室を促す声を投げかけた。


    　白い診察室のなか、同じく真っさらな白衣を着こんで、彼は机に向かっていた。机のうえに広げられたノートには、英語でもドイツ語でもない呪じゆ文もんめいた文字が連ねられている。患者たちがみた夢を記録したものだった。


    　彼にとって、この診察室はどこよりも心地好よい環境だった。


    　診察室のみならず、墓ぼ碑ひ銘めいめいて聳そびえる水み無な月づき病院の建物そのものを好ましく思っていた。子供の頃、入院して夏休みのうちの三週間を過ごした時から、いつかこの場所で過ごせるようになりたいと考え、その希望は思いのほか早く叶かなうことになった。


    　水無月病院の医師としての職に就ついてから、この部屋でかぞえきれないほどの患者を迎えてきた。指先のうえで小さな壜びんを回転させながら、彼はこれまで診察したさまざまな人物を思い返した。


    　ある患者は、一日のうち二十三時間四十七分を眠って過ごした。驚くほどの正確さで、一秒たりとも違たがえることはなかった。彼女にとって一日はすなわち十三分間に等しく、睡眠時間が八時間である人物と比較した場合、わずか七十三分の一の人生ということになる。そのきわめて限定された人生を、彼女はベッドのうえから窓の外の光景を眺めることに費やした。


    　自分の軀からだそのものを素材とした彫刻を製作しようと試みている芸術家もいた。かと思えば芸に熱中するあまり、何もない空間にも壁が存在していると信じこんでしまい真まっ直すぐ歩くことのできないパントマイム役者がいた……


    　彼がそんな物思いに耽ふけっていると、躊躇ためらいがちにドアが細く開けられた。


    　入ってきたのは、一人の少女だった。


    　年の頃は十歳前後だろうか。


    　これといって特徴のない、凡ぼん庸ような顔の娘だった。会って数秒と経たたないうちに最も早はやどんな顔だったか忘れてしまいそうな、きわめて印象の薄い人物。


    　あまりにも特徴のない……特徴のなさこそがかえってひとつの特徴となっているかのような、空白そのものの容よう貌ぼう。逆説的なことに、これほどありふれた顔はどこにも存在しえまいと思えた。たとえばこの世のあらゆる人間の容姿の平均値をとった姿が実現されたとしても、こうはいかないだろう。


    　これまでさまざまな患者に接してきて、彼は、どんな異様な言動をする人間にも慣れたつもりだった。にもかかわらず彼の眼めは、その少女のうちに何かただならぬものを読みとっていた。


    　少女は胸にアルファベットゲームの盤を抱えていた。聞けば、お気に入りのゲームなのだという。診察の間、彼は少女に、気が向けばそのゲームで自由に遊ぶことを許した。


    　べつだん彼女を特別扱いしたわけではなく、彼はどんな患者に対しても診察室のなかではたいていの自由を認めていた。


    　欲望を抑えつけるべきではない、それが彼の方針だった。


    　だから、素人しろうと音楽家が鋸のこぎりを挽ひくような奇き怪かいな音色でヴァイオリンを弾いても、牛肉が大の好物だという患者がコンロを持ちこんで焼き肉を始めても、咎とがめることはなかった。むしろ後で室内を掃除させられる看護師の方が小こ言ごとを洩もらしていた。


    　少女は父親に付き添そわれてやってきた。付き添いがなければ、彼女はこの水み無な月づき病院に辿たどり着くこともままならなかっただろう。


    　毘び舎しや利り爾じ来らい──かつての彼の恩師が、彼女の父親だった。その男が娘を患者として自分の許もとへ連れてきたのだ。


    　少し厄やつ介かいな患者かもしれない、と彼は思ったが、しかしこれもまた一いつ興きようかな、と思い直した。あるいは、


    　──これもまた運命かな、と。
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    「どうやら君には無限の人格が存在するらしい」


    　眼めの前の椅い子すに座る凡ぼん庸ような顔の少女に向けて、彼は告げた。


    「むげわんたのじんしかく？」


    　少女の返答には異なる声色が混じっていた。


    「そう、その通り」


    　彼の口調は昂こう奮ふんを押し隠せなかった。それほど重要な発見だった。


    　少女と会話を交わして、最初はありきたりな多重人格かと思ったのだが、その推測はやがて致命的な誤りだと気づかされた。そんな単純なものではなかった。


    　無限の人格──それが、この毘舎利文もん殊じゆという少女を診察して導きだされた結論だった。


    　多重人格の持ち主なら別段めずらしくもない、症例には枚まい挙きよに遑いとまがないほどだが、人格が無数に存在するとなると話は別だ。にわかには信じがたいことだったが、同時に、間違いないと確信もしていた。かつての恩師が連れてきた娘が無限の人格の持ち主であるなど、まさしく運命の導きというほかない。彼女の症状を徹底的に分析しなければならないと考えた。


    　ゲーム盤のうえで文字のパネルを入れ換えるように、容た易やすく文殊の人格は入れ換わった。


    　質問されるたびに彼女は別の名を名乗った。口調や嗜し好こうや声こわ色いろや癖くせが入れ換わり、顔つきまで変わって見えた。視線は落ち着きなく室内の宙空を漂ただよっていた。


    　彼はそのひとつひとつを記録していったが、一度として同じ人格が再び現れることはなかった。同一の人格が重複することはない、この点が何よりも重要だった。この法則に従うならば、無限に新しい人格が生みだされつづけるはずだった。


    　めまぐるしく人格が切り替わり、時間の連続性が失われていく。


    　どの人格もただ一度きりしか現れず、数秒から、長くても数分も経たてば消え去ってしまう……。ある時点以降の体験を次々と忘れていく前向性健けん忘ぼう症しようにも似ていた。これでは日常生活を送るのは困難だろう。


    　爾じ来らいが娘を医師に診みせることにしたのは正しい判断だったと言える。しかもこの葛かつら城ぎ悠はる久ひさに診せることにしたのは、更に正しい判断だ。


    　彼は胸のなかでほくそ笑んだ。これは何としてでも無限の秘密を解明してやらずにはおかないと意気ごんで向かったものの、文もん殊じゆとの会話は困難だった。


    　ある台詞せりふを喋しやべろうとして、しかし言い終わる前に別の人格に入れ換わってしまうため、まともな会話にはならない。彼女の言葉は大部分が支し離り滅めつ裂れつで理解不能な代しろ物ものだった。


    　しかし時としてゴクわずか、真理を衝ついていると思える台詞が混じっていてハッとさせられることもあった。


    「フウ──────────────ム、実に実に実に実に実に興味深いな」


    　感きわまったというふうに、彼は椅い子すから立ちあがると、室内を早足でせわしなく歩きまわった。少女の存在など忘れてしまったかのごとく、口くち許もとに手を当てて何事かを考えこみ、しきりに相あい槌づちを打った。その間、文殊はいつものように机のうえに置いたゲーム盤で英単語を組みあわせて遊んでいた。


    　──無限、無限、無限、無限、無限、無限……


    　彼の頭のなかでは、ひとつの単語が激しく駆かけめぐっていた。眼めがまわり室内の光景がグルグルと回転するようだった。昔から憧あこがれつづけてきた単語だった。それが今、現実の形をとって眼の前に存在している。胸に涌わき起こる昂こう奮ふんを抑えることができなかった。


    「君のなかには無限に人格が存在して、それらが絶えず入れ換わっているというわけだ。いいかね、無限だよ無限むげんムゲン……これまで誰も到達しえず、その本質を摑つかみえない概念……」


    　彼はそこで動きを止め、


    「ところで──」


    　アルファベットを並べるのに夢中な文殊に顔を向けた。


    「無限に切り替わる人格にとって現実とは何だろう？」


    「げんじつ？」


    　少女はキョトンとした顔をした。


    「えすかるごより美お味いしい？」


    　文殊の答えに、彼は思わず吹きだした。


    「あっは、味より以前に呑のみこむのが大変というやつかな。でも、そうだな、君ならペロリと平らげてしまえるさ」


    　そう告げると、文もん殊じゆも笑顔になった。


    　診察を重ねるごとに、彼女の変化は度を増していった。知らない人間が見たら、それが同一の人物と認識することは困難だったに違いない。父親である爾じ来らいでさえ戸と惑まどいを隠せなかった。


    　人格が切り替わるたびに、文殊は偽にせの記憶、架空の過去を背負っていた。


    　ある時は花売りの少女だったし、ある時はヴィクトリア朝時代の園えん丁てい、あるいは公的文書のひと文字ひと文字に鋭い視線を走らせる検けん閲えつ官、はたまた銃器の取り扱いに精通した暗殺者となりもした。


    「トランプは好きかい？」


    　そう尋たずねながら、彼は診察机の抽ひき斗だしからカードの箱を取りだした。


    「すくらぶるー」


    　と、文殊はボードゲームを手に取ると胸にひしと抱き締しめた。盤上に並べられていた文字のパネルがざらざと机のうえに流れ落ちた。


    「あっは、君にはそちらの方がお気に入りというわけだね。フウ────────────ム、人格が変わってもスクラブルとエスカルゴだけは決まって好きというのは、なかなか興味深い点だな。面白い組み合わせだ、一考の余地があるかもしれん」


    　愉ゆ快かいそうに言い、手にしたカードを慣れた手つきで切ってみせる。


    「……それはともかく、トランプもこれはこれでなかなか面白いものでね。人格とは連続性によって成り立っていると言えるのだが、君にはそれが通用しない。絶えず人格が入れ換わって、カードをシャッフルするようなものだと言えるじゃないか。連続性……とはいえ、それはきわめて曖あい昧まいな概念だ」


    　彼の手のなかで、五十三枚のカードは複雑な動きを見せた。


    「人体は絶えず変化に晒さらされている。軀からだ中に張りめぐらされた血管を通じて血液が運ばれ、状況に応じて諸もろ々もろのホルモンが分泌され……人間の体内で常つねに起きている生化学反応を考慮するならば、一瞬前の自分と今この瞬間の自分はまったく別の人間であるということも可能なんだ」


    　不意にカードを操あやつる手を止め、自分の顳こめ顬かみを指し示した。


    「外的な要因によって、人の軀は体温や脈拍や血圧や血糖値が容た易やすく変化する。酸味を帯びた食品を目にしただけで唾だ液えきが出る。強い刺激を受ければアドレナリンが分泌される。玉たま葱ねぎを刻めば涙が流れるし、指の骨を折られれば悲鳴を上げる。更には、脳内に存在する約百億個のニューロンの各々において、毎秒千回にも及ぶ頻ひん度どでイオンを放出するか否いなかという現象が起きている。……それらすべての現象にわたって、人間は変化しているわけだ。


    　そう、生きることはすなわち変化することにほかならないとも言える。考えてもみたまえ。エスカルゴを食べる前の飢き餓が感に苛さいなまれた状態と、食べた後の多幸感に包まれた状態を同じなどと呼べるだろうか？」


    　彼が視線を向けると、文もん殊じゆは俄が然ぜん『エスカルゴ』という単語に反応を示し、それだけは認められないといったふうに頭をふるふると振った。


    「そう、その通りさ。……よく知った人物が思いがけない行動をとった際、我々は『人が変わったみたいだ』という表現を用いるね。だが、実際に人が変わっているのだと考えることも可能なんだよ。人はそれを一時的な奇行として捉とらえ、かと思えば、あるレベルを超えると二重人格だなどと名づける。また一方で、薬物を用いた状態で罪を犯した場合は、心しん神しん喪そう失しつ状態にあったため責任能力がないなどとして片づけられる。まったく、矛盾した話だと思わないか。


    　この私とあの私が同じだなどと、誰に決められるというんだね？　決められるのは自分だけだ、などという主張は失笑ものさ。まさにその『自分』が何かというのこそが問題なのだからね。ある意味では、誰しもが多重人格なのだと言うことができるわけさ」


    　彼はトランプの束を机に置き、そこから無造作に一枚抜きとった。


    　偶然か必然か、それはジョーカーのカードだった。悪魔めいた道化の顔に、歪いびつな笑いが浮かんでいる。他のどのカードとも異なる例外であるが故ゆえに、何の代用としても使える特別な存在。


    　この文殊という少女に相応ふさわしいカードだった。


    　彼もその道化と同じような笑みを浮かべると、それを人差し指に載のせて器用にバランスをとり回転させた。指先のうえで、カードはクルクルと回り、素早く入れ換わる表と裏が不思議な模様を浮かびあがらせる。


    　──もっと速く回転させねばならない……


    　彼はそう思った。


    「……自己とは、つまり連続性という幻想に与えられた仮の名に過ぎない。思うにそれは、デタラメなパーツを寄せ集めた積み木細工のようなものではないかな。そう……恰ちよう度ど、さまざまな植物や鳥類を組みあわせることによって人間の肖像画に仕立てた、アルチンボルドの絵のようにね。意識というものが先験的アプリオリに存在するわけではなく、それらの要素の組み合わせという『状態』ないしは『現象』を、意識と呼んでいるわけさ」


    　そこで再び文殊に視線を戻して、


    「してみると、君はその最も多彩なショーケースというところかな。実に実に実に実に実に実に愉ゆ快かいだ」


    　そんなふうに言ってから、彼はペンを手に取ると、紙片に処方を書きつけて文殊に渡した。


    「いいかね、これを摂取したまえ。必ずだよ」


    　そこには神経質に引き攣つった文字で『三ダースの牡か蠣き』と書かれていた。


    　以来、何度となく診察が重ねられたが、彼の処方はいつも奇妙きわまりないものばかりだった。


    　ある時は、水みず甕がめいっぱいの石せつ鹼けん水をひと息に飲みほすこと──途中で息をついだ場合はまた最初から飲み直すこと──を命じられた。


    　あるいは蚊かの目玉一三グラム、テンジクネズミの歯、片かた栗くり粉こ、鰐わにの乳のチーズ、タイプライター用のインク、ウイキョウ、牡か蠣き油漬づけのアスパラガス、九個のビー玉、羊し歯だ、オオシャコガイの殻からの粉末、鸚おう鵡むの脳のう味み噌そ、世界地図を燃やした灰……等々、薬局では手に入らないものばかりが指示された。


    　当然、父親である爾じ来らいが黙っているはずもなかった。爾来は物もの凄すごい剣けん幕まくでこんな処方があるものかと詰め寄ったが、そのたび彼は、これも娘さんのためですからと宥なだめすかした。爾来は仕方なく珍妙な品々を揃そろえては娘に与えた。


    　文もん殊じゆはそれらをおとなしく口にした。


    　石鹼水を飲みほした後は、しばらくの間あいだ口からシャボン玉が出つづけた。空中をふわふわと飛んでゆくシャボン玉はたいそう綺き麗れいだった。


    　ビー玉を呑のみこむと、胃のなかでカチカチと当たる音が聞こえた。鸚鵡の脳味噌を食べると、聞いたことのない異国語が口をついて出た。ひと抱えのエスカルゴと指示された時だけは嬉うれしそうな顔で平らげた。


    　そもそも彼に、文殊の症状を治そうという気はなかった。


    　無限の人格を消してしまうなど、けしからぬことだ。冒ぼう瀆とくにほかならない。タダ彼女の身に起きている現象を分析し、あわよくばその秘密を解明することだけが目的だった。今や、彼の興味は完全にその娘に集中していた。


    　できることなら入院させて四六時中観察したいとも思ったが、父親である爾来がそれだけは頑がんとして拒んだので断念した。代わりに、彼女が来院するたび、他のどんな用事より優先して最大限の診察時間を割り当てた。


    　いつしか彼は、その患者を羨うらやましく思うようになっていた。


    　彼女は、一人の人間でもあるが、またある意味では無数の人間でもあるのだから。


    　しかし更に考えを推おし進めると、それは彼の理想とは違っているようだった。無数の人格が切り替わるのではなく、同時に重なりながら矛盾することなく存在している状態は不可能なのだろうか。


    　無限の人格を宿した少女を相手に話しながら、彼は、人格が容た易やすく交換可能なのと同様に、世界もまた入れ換えうるのではないかと考えるようになっていた。


    　きっと入れ換えうるはずだし、入れ換えられねばならない、と……


    



    「『無限』について考えたことがあるかね？」


    　いつもと同じ診察室で、彼は文殊にそんな問いを向けた。


    「むげん？」


    「んむげ？」


    「げんむ？」


    　三つの声が問い返した。どのような仕組みでか、文もん殊じゆは一度の口の動きで三つの異なった声を発することができるまでになっていた。


    「そう、無限だ」


    　もとより答えを期待してのものではなかった。


    「無限に大小の概念は存在しない。無限に一を足してもより大きな無限になるわけではないし千を足しても一兆を足しても……あるいは全体を二倍したところで同じだ。得られるのは同じ無限でしかない。だがここで勘違いしてはいけないんだが、かといってあらゆる無限が等しいわけでもないんだ」


    　チンプンカンプンといった顔をする文殊に向けて、彼は一方的に言葉を続けた。


    「かつて数論において、無限集合には大小の概念はないが濃度による階層が存在することを、ある数学者が証明した。ちょいとばかり複雑な話になるが、どんな無限集合に対しても、そのすべての要素の組み合わせ全体の集合を考えた場合、元の集合より一段階上の無限が得られるんだ。


    　そしてこの法則に終わりはない。組み合わせこそが新たな無限を生みだし、その組み合わせは更に上位の無限を生みだすというわけだ。あっは、てんでわからないって顔をしているね。なに、この話をまるごと理解する必要はない。タダ無限には常つねに上の階層が存在するということが重要なんだ。常に、永久にね……」


    　彼は文殊に無限について説いて聞かせることの可お笑かしさに気づき、愉ゆ快かいそうに笑った。


    「はは、釈しや迦かに説せつ法ぽうというやつかな。こんなこと説明するまでもなく、君という存在こそがすべてを証明している……証明し尽くしている。君のなかに無限の人格が宿っているのは厳然たる事実だ」


    　つくづくと少女の顔を凝み視つめた。


    　初めてこの診察室に現れた時に抱いだいた、凡ぼん庸ような顔という印象は変わらなかった。しかし今、彼はその顔の向こうに無数の人格を透すかし見ることができた。


    「知っているかな、スペインのアルハンブラ宮殿では、あらゆる表面に幾き何か学がく模様が彫られているんだ。ムーア人たちは神の無限の力を称たたえるのに幾何学模様の反復パターンを利用した。アルハンブラ宮殿のこの内装は、エッシャーの絵画にも影響を与えたという……。そこから着想を得てエッシャーは、魚や鳥や蛙かえるや蜥蜴とかげや馬や天使や悪魔や……さまざまな形を組みあわせて平面を敷き詰めた作品を描いたんだ」


    　彼は無限という概念についてひとしきり語ったのち、


    「その『無限』に近づく方法があるんだ」


    　と言った。


    「どう」


    「やっ」


    「て？」


    　文もん殊じゆが三つの声で尋たずね返すと、


    「いいかい、この世には神秘的な力が存在している。普通の物理法則からすると起こりえないことを可能にする、摩ま訶か不思議な能力だ。その力を用いれば、この宇宙そのものを変えることさえ可能なはずだ。新しい宇宙を生みだして、この世界と入れ換え『反転』させることによって……」


    　彼はそこで窓の外の風景に目をやった。視線の先で、病院の敷地内にあるささやかな薔ば薇ら園が輪りん郭かくを失い姿を変えていった。


    「眼差まなざしが交差する瞬間、ひと条すじの光のうちに反転は起きるだろう……。だから、発光体を喰くらうとされた神話上の龍りゆうの名にちなんでその力をアタリアと名づけた……」


    　深ぶかと言葉を吐きだしてから、満足げに文殊へと向き直った。


    「そして、君のうちに入れ換わり現れる無限の人格という現象もまた蝕能アタリアの一種とみなすことができる。きわめて重要な蝕能アタリアだ……。恰ちよう度ど、相応ふさわしい名がある──〈[image: ]れた屍体の方程式イコール・スリー・クオーテーシヨンズ〉と呼ぼうじゃないか」


    「いこーる？」


    「すりー？」


    「くぉーてーしょんず？」


    　彼が口にした言葉を、文殊は繰り返した。


    「そうだ、よーく憶おぼえておくんだよ。といっても無理な話かもしれないが、憶えておこうと強く意志するんだ。なにしろ君という存在こそが、無限に辿たどり着くための最も大きな鍵かぎなのだからね」


    　彼は嚙かんでふくめるように言い聞かせ、文殊の肩に手を置こうとした。


    「そう、無限に──」


    　そこで不意に手を止め、言いかけた言葉を途切れさせた。


    　彼の表情がにわかに変わった。何か恐ろしいものを目撃したとでもいったふうに激しく顔を歪ゆがめていた。ゴクリと喉のどが鳴った。苦いものが食道を通って胃の腑ふへと落ちていった。


    「まさか……」


    　彼は憎ぞう悪おに歪んだ形ぎよう相そうで少女を見下ろした。


    　心臓が激しくのたうった。声が掠かすれ、言葉を続けることができなかった。椅い子すから立ちあがり、凍りついたように動かない舌の代わりに右手を動かした。


    　シュル……


    　ほとんど無意識のうちに、白衣の襟えりを飾っていたネクタイを抜きとっていた。[image: ]ねじれた帯の模様が入ったそのネクタイを、彼はいつも身につけていたが、今だけは別の用途に使うためだった。


    　手にしたネクタイを、躊躇ためらうことなく少女の頸くびに巻きつけた。両手を交差させ力をこめると、布ぬの地じが細い頸に深く食いこんだ。


    　その動作は文もん殊じゆの顔に、これまで彼の前で見せてきたより遙はるかに大きな変化を引き起こした。少女の手が宙空を悶も搔がき、机のうえに置かれていたボードゲームの盤に当たって、数枚のパネルが床に落ちた。


    「げゥ──…………」


    　そんな時でさえ少女の人格はめまぐるしく入れ換わり、絶え間なく表情を変え、唇の間から洩もれた声は悲鳴からかけ離れたものだった。


    　彼には、激しく変化する少女の顔は眼めに入っていなかった。診察室内の光景は視界から消え去っていた。院内の誰かが悲鳴を聞きつけるかもしれないなどと、そんな危き惧ぐも頭にはなかった。ただ、開いた唇の間から覗のぞく[image: ]ねじれた舌と、ネクタイに描かれたメビウスの輪の模様だけが、深く意識に入りこんできた。


    　その瞬間、彼にとってはその形だけが現実のすべてだった。


    　己という存在が、軀からだ中のあらゆる血管が、内臓が、脳のう髄ずいが──現実のことごとくが、果てしもなく[image: ]れていくように感じられた。
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    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で読みとった記憶は、毘び舎しや利り文もん殊じゆが悠はる久ひさの診察を受けている場面で……その光景は、悠久が文殊の頸くびにネクタイを巻きつけ絞しめつけるところでフッツリと途切れるように終わった。決定的な瞬間は回避されることとなったわけだが、巽たつみとしては、年とし端はもいかぬ少女が死に至るさまを目まの当あたりにせずに済んだことで少しホッとしてもいた。


    「店長の娘が蝕能アタリアの持ち主で……悠久が彼女を殺したということ？」


    　呉くれ羽はが尋たずねると、巽はそれに応じて、


    「最後の部分が途切れてたから、それが直接死をもたらしたのかは決定的ではないけどね。殺そうと頸を絞めかけたものの途中で思いとどまったって可能性もあるにはある……でも、悠久が犯人だと考えてほぼ間違いないんじゃないかな」


    　慎重に断定を避けつつも肯定した。


    　爾じ来らいが抱いだきつづけていた疑いの通り、文殊を殺したのは悠久であるようだ。


    「…………」


    　爾来は何も言わず、頭を抱えこむようにして考えこんでいた。娘を悠久の許もとへ診察に連れていったことへの後悔が、今更のように涌わきあがっているのだろう。悠久と関わることさえなければ、文殊は今も元気に生きているはずだった。


    　立場こそ違えど、巽も呉羽も、蝕能アタリアのもたらした災さい禍かによって肉親を失ったのだ。爾来の気持ちは痛いほどわかる。その間、巽と呉羽は爾来にかけるべき言葉が見当たらず、三人はしばらく黙りこんでいた。


    　文殊殺害については、悠久が犯人らしいとわかっただけで依然謎なぞは残されている。


    　爾来がようやく落ち着きを取り戻すのを見計らって、呉羽が、


    「でも、悠久が何な故ぜ自分の患者を殺さなければならなかったのかしら？」


    　と指摘すると、これには巽も頸を捻ひねって、


    「そこまではわからないな……。その直前に話してた『無限の人格』ってことと関係があるんだとは思うけど」


    「無限の人格、ね……」


    　呉羽は途方に暮れたように呟つぶやいた。


    　毘舎利文殊が多重人格ならぬ無限の人格の持ち主であり、悠久がそれを蝕能アタリア〈[image: ]れた屍体のイコール・スリー・方程式クオーテーシヨンズ〉と呼んだことはわかったものの、こと無限に関する話については理解の及ばないことが多かった。


    　タダその無限の人格が、悠久の目的に深く関わっていることは確からしい。そして巽の気にかかっていた、悠久の真の理由……そこにも文殊が関与しているのかもしれなかった。


    「以前悠はる久ひさは、蝕能アタリアは無限に触れるための可能性だって言ってたよね」


    「ええ」


    「そして悠久は、その文もん殊じゆって子の〈[image: ]れた屍体の方程式イコール・スリー・クオーテーシヨンズ〉が無限に辿たどり着くための最大の鍵かぎなんだと言ってたんだ。そう話してて、途中で急に恐ろしいものでも見たように表情が変わって、それから彼女の頸くびにネクタイを巻きつけた。だから問題はその直前にあるはずなんだ。一体何が悠久にそんな変化を起こさせたのか……」


    　そこで呉くれ羽はがフト思いついたというふうに、


    「ひとつ考えられるのは、悠久が父とう様さまの〈五重心臓クライン・ボトル〉を手に入れたように、その子の蝕能アタリアをも奪ったという可能性ね。ただ、持ち主が死んでしまってはその時点で蝕能アタリアは消えてしまうはずだから、まだ息のある状態で蝕能アタリアを奪ったうえで殺したのかしら」


    　そんな仮説を口にした。


    「なるほど、そうも考えられるかな。でも、それだといきなりネクタイで頸を絞しめたということと矛盾する……その前に蝕能アタリアを奪わなくちゃいけないんでしょ？　わからないことはまだあるよ。世界の反転について、『眼差まなざしが交差する瞬間、ひと条すじの光のうちに反転は起きるだろう』って言ってたのはどういう意味だろう」


    　巽たつみが疑問を追加する。


    　反転が起きるといえば〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉が実現する時期ということになり、巽にとってそれがいつであるのかは差し迫った問題だった。そしてそれがそう遠くはないことを、巽は自らの身で実感してもいた。


    「眼差しといえば……」


    　それまで口を閉ざしていた爾じ来らいが口を開いた。


    　昔の出来事で、思い当たることがあるのだという。


    　六年前、文殊が行方不明になる数日前のことだった。娘を連れて水み無な月づき病院を訪れた折、爾来は悠久と二人きりで話したことがあった。いくら通院してもまったく快方に向かう気配もないことに業ごうを煮にやした爾来が詰め寄ると、悠久は爾来を屋上へと誘ったのだ。容よう赦しやなく照りつける陽ひ射ざしを浴び、屋上の空気を深く吸いこんで悠久は上機嫌そうだった。両手を広げて空を見上げ、


    『私は太陽を見るのが好きなんですよ。先生もいかがですか』


    　瞼まぶたを閉じることなく大きく見開いて、太陽を凝み視つめた。視線を空中の球体に据すえたまま、悠久は話しかけた。そして爾来の返事を待たず、


    『──太陽とは神の眼球にほかならないからですよ』


    　と続けた。


    　その時の爾来には、悠久が何を言いたいのか理解できなかった。


    　しかし、今になって思い返せば、あの時の悠久の『太陽とは神の眼球にほかならない』という台詞せりふを考えると、眼差まなざしが交差する瞬間というのもまた太陽に関係した事柄なのではないだろうか──爾じ来らいはそんな推測を口にした。そしてそれは、あの水み無な月づき病院の屋上から眺めた太陽であるように思えるのだ、と。


    「神の眼球？」


    　呉くれ羽はがギョッとした様子で言った。


    　昔薔ば薇らの茂みで発見した部位との奇妙な一致に驚いたのだろう。神の眼球というのは何らかの比ひ[image: ]ゆなのだろうし両者の間に直接的なつながりはあるまいが、それにしても不気味な符合だった。


    「どういう意味かな……」


    　巽たつみの呟つぶやきに、爾来は何とも言えないというふうに頸くびを振った。


    　悠はる久ひさの行方についてはやはりわからず、かえって謎なぞばかりが積み重なっていくように思われる。話題が途切れたところに、巽は呉羽の方に向き、


    「葛かつら城ぎさんはどうかな。その頃の悠久について、葛城さんから見て様子がおかしかったとかいうことはなかった？」


    「私？　そうね……」


    　口くち許もとに手を添そえて、呉羽は記憶を手た繰ぐるように、


    「母かあ様さまが失しつ踪そうした直後は、随ずい分ぶん嘆き哀かなしんでいる様子だったわ。いつも飄ひよう々ひようとした態度を崩さない男だっただけに、その変化は意外だった。まるで人が変わったみたいに、私を見ると悲痛な表情になって……きっと、私の姿に母様のことを重ねていたのでしょう。けれどその変化も長くは続かず、一週間ほど経たつと以前と同じようにふるまうようになった。私、悠久が母様のことを好きなのだと思っていて……」


    「……愛してはいなかった」


    　爾来が言葉を挿はさんだ。


    「え……」


    　普段は寡か黙もくな爾来の突然の横よこ槍やりに、呉羽は驚いて台詞せりふを中断した。巽も戸と惑まどいつつ爾来を見た。


    　爾来はテーブルのうえで両手を組み、


    「愛などであったはずがない。あの男に限って……」


    　重ねて否定した。


    　それだけは譲ることができないという強い響きがこめられていた。


    「ええ、今になって思えば、悠久は母様の蝕能アタリアだけが目的だったのかもしれない。母様が失踪してその蝕能アタリアが自分の手から離れてしまったことだけを嘆いていたのかも」


    「ああ、なるほど」


    　呉羽が同意し、巽も相あい槌づちを打った。


    「だから文もん殊じゆという子が行方不明になった頃には、特に不審な点はなかったわ。勿もち論ろん、毎日顔を合わせていたわけではないから確実にとは言えないけれど」


    　爾じ来らいは再び沈黙に戻り、巽たつみと呉くれ羽はのやりとりに耳を傾けていた。
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    「ふぅ──っ……」


    　自宅に戻り、硯すずりが用意した夕食を摂とった後、巽は早々に自室に入った。


    　夕食の間中、硯はあれこれと気を遣つかい世話を焼いた。巽はあざみや硯たちに対しては異常を気け取どられないようつとめて平静を装よそおってはいたけれど、勘の鋭い硯のことだ、巽が何かしら心配事を隠しているのに気づいているのかもしれない。


    　静かな夜だった。


    　階下から、居間でにあが弾いているピアノの音色がかすかに聞こえてくる。それは、いつか有あり菜なが弾いていた曲だった。


    　あざみや綾あや乃のや日ひ鞠まりや硯やにあがいる日常の裏側で世界の反転が迫りつつあることが、一面では信じがたくも思えるが、しかし信じないわけにはいかなかった。それはほかでもない自分の頭の内側で起きているのだから。


    　……また頭が痛む。


    　容よう赦しやなく顳こめ顬かみを襲う痛みに、巽は顔を顰しかめた。まるで頭ず蓋がいが軋きしむ音さえ聞こえそうな気分だった。


    　今夜もまた、あの永ながい夢をみるだろう。


    　永いながい夢を。


    〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉が見せる、もうひとつの現実。


    　この世とは別の原理に支配された異界の光景。


    　巽は、呉羽と出逢あってから今に至るまでのことを振り返った。


    　それは、あまりに多くの人の死に彩いろどられた日々だった。


    　鴫しぎ沢さわ有菜は巽のために殺人を重ねた末すえに命を落とし、葛かつら城ぎ瑞みず羽はは呉羽のために自らの命を投げだした。自分にしかできないことがあると知った時、彼女たちは躊躇ためらうことなく自らを危険に晒さらしてもその方法を選んだのである。それに呉羽も、左腕を犠牲にしてまで烏からす丸ま紬つむぎと戦ったのだ。


    　悠はる久ひさに屈したら、それらすべての死が、流された血が、無意味なものになってしまう。


    　巽は自分の右手を見た。


    　二か月前、呉羽と交換した〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉の宿った手。


    　自分にしかできないことを思い、巽は窓の外を眺めた。


    



    　ヂッ……


    　窓の外を眺めてから、爾じ来らいはレコードプレイヤーに歩み寄ると、単調な旋せん律りつを繰り返している機械から針を上げた。


    　黒い円盤の回転が止まり、店内を静せい寂じやくが包みこむ。


    　爾来は椅い子すに腰を下ろし、さして広くもない店内を見まわした。壁には数えきれないほどの仮面が飾られている。昔、輸入雑貨の店で働いていたことのある妹が、文もん殊じゆへの土産として贈ったものだ。


    　文殊の死からしばらく経たった頃、知人の勧めもあってこの店を開き、それ以来毎日ピザの生地をこねては焼きあげてきた。洋菓子のメニューを考えるのも愉たのしかったし、その生活はささやかな慰なぐさめとなり、おかげで娘の死から立ち直ることができた。とりわけ、この春呉くれ羽はたちが店に来るようになってから……


    　だが。


    　とはいっても、娘の死を忘れ去ることができたわけではなかった。忘れられるはずがない。心の底には、二度と帰らぬ身となった文殊のことが常つねにあった。


    　身み許もとの確認のため遺体を見下ろした瞬間の絶望が甦よみがえる。あの時、自分はすべてを奪われたのだ。養女であった文殊とは無む論ろん血のつながりなどはなかった。しかし二人で過ごした時間が、それにも勝まさる絆きずなを生みだしていた──そう信じていた。その絆が、ある日を境に完全に断たれてしまった。


    　巽たつみの話によると、娘を殺害したのは悠はる久ひさとみてほぼ間違いないようだ。自分が抱いだきつづけてきた疑いは誤ってはいなかった。


    　巽の口から犯罪の光景を告げられて、爾来は、娘を襲った死を痛ましく思うと同時に、心のどこかで喜んでいたのかもしれなかった。少なくともこれで、自分の憎しみが向けられる対象は確かなものとなった。


    「悠久……」


    　忌いま々いましい男の顔が甦り、爾来は奥歯を軋きしらせた。


    　勿もち論ろん、復ふく讐しゆうを遂げたところで娘が戻ってくるわけないとは承知している。しかしそれでも、娘の命を奪った人物だけは許しておくわけにいかない。犯人が明らかとなった今、自分の望みはあの男の息の根を止めることだけだ。


    　それさえ叶かなうなら──


    　爾来はテーブルのうえで両手をかたく握り締しめた。


    　一人の男の運命をも握り潰つぶそうとするかのようだった。


    



    　呉羽はゆるりと頸くびをめぐらせて室内を見まわした。


    　独りで住むには広過ぎる部屋、大き過ぎる家。六年前に瑞みず羽はが失しつ踪そうしてからは忌いみ久ひさと二人で暮らし……留守がちだったその父親もこの春亡くなってしまい、呉くれ羽はは一人残された。伝でん書しよ鳩ばとに壊された姿見を片づけてしまったので、その箇所の空間がポッカリと空あいていつもより更に寂さびしく思える。


    　何をするでもなく、呉羽は椅い子すに身を預けていた。


    「……ッ！」


    　不意に腕に走った痛みに、呉羽は眉まゆを顰しかめて小さく呻うめいた。


    　思わず右手を添そえようとして、失われた左腕に目をやった。


    　また幻まぼろしの痛みが襲ってくる。


    　本当はそんなもの存在しないのだと頭では理解していても、止めることはできない。錯覚による痛みであるために、かえって治療法など存在しないのだろう。


    　この痛みにはまだ慣れない──いつまで経たっても慣れそうにない。


    　自らの眼めの前で胸元から血を噴ふいて命を落とした瑞羽の死を、いつまでも忘れられそうにないように。


    「母かあ様さま……」


    　──この痛みは母様の痛みだ……


    　呉羽はそう思った。


    　自分と母は鏡写しの存在であったために、瑞羽を襲った死の痛みが形を変えて自分の身にも起きているのだろうと。そう考えると、失われた腕を襲うこの苦痛が、この世を去った瑞羽との間のひとつの絆きずなのようにも思える。


    　呉羽は、ポッカリと空いた左腕の空白から右手へと視線を移した。


    〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉が宿っていた右手は、巽たつみの手と交換されて今や何の力もない。ただの人の身だ。悠はる久ひさと相あい対たいしたとしても、戦う方ほう途とはない。その時になれば巽と爾じ来らいの力を頼るほかないのだが、呉羽にはそれがもどかしかった。


    　できることならば自分の手で悠久と決着をつけたい。そう思ってはみても、どうしようもない。思考は堂々めぐりを繰り返すばかりだ。


    　呉羽はきつく唇を嚙かんだ。


    　己の無力が呪のろわしい。


    　呉羽は立ちあがると窓辺に寄り、空に浮かぶ月を見上げた。


    



    「フウ────────────────ム、やはり球体は美しい……」


    　悠久は夜空を見上げた。


    　墨を流したように細い雲がたなびく空に、満ちた月が浮かんでいる。澄すんだ空気の向こうに星々の燦きらめきが覗のぞく。


    　どこも特別なところのない夜空──世の人々にはそうとしか見えないだろう。


    　だが悠はる久ひさにとっては違っていた。


    　その光景のなかに、彼は磔たつ刑けいに処された天使の姿を見ていた。


    　傷つき破れかけた翼つばさは力なくしなだれ、十字架に打ちつけられた両の掌てのひらから血が流れだし地上へ降りそそいでいる。その顔に苦く悶もんの表情はなくむしろ安らかと言ってもいいほどで、死に顔というよりは眠りながら何か夢をみているふうでもあった。昔見た壜びん詰めの胎児の表情に似ていると感じ、死んだ者というのは皆同じ夢をみているのかもしれないと考えた。


    　実に美しい姿だと思い……しかし次の瞬間にはその全体は搔かき消えて、元の夜空に戻っていた。


    　す……と眼めを細め、瞬まばたきを繰り返した。


    　彼にとって、それは慣れ親しんだ現象だった。


    　大学生の頃、悠久は喫茶室でスパゲティ・アラビアータを食べていて突然眩暈めまいに襲われ、世界の異なる断面を知覚するようになった。多様に折り重なった世界を垣間かいま見、無限の世界に到達することを夢みるようになったのだ。


    　その目的のため、水み無な月づき病院に医師として勤めるかたわら蝕能アタリアに関する研究を重ねた。あるアクシデントから大きく迂う回かいせざるをえなかったが、兄の心臓に宿った〈五重心臓クライン・ボトル〉と菱ひし沼ぬま山さん査ざ子しの〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉、鴫しぎ沢さわ有あり菜なの〈無神学大全フラクタル・エンジン〉を手中におさめることによって〈永久機関アムネジア・マクスウエル〉を手に入れ、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉を生みだした。


    　──〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉は既すでにどこまで育っただろうか。


    　もう充分な頃合いかもしれない。


    「もうすぐ実現する……『完全な世界』が」


    　悠久は喜き悦えつを抑えきれず呟つぶやいた。先ほど見た天使の磔刑図──それだけではない、これまで眼にしてきたあらゆる光景が、この地上に実現されるのだ。


    　眼に映るすべてが、世界中がその成じよう就じゆを祝福しているように感じられた。


    　そう──それはそうあるべきだったし、そうあらねばならなかった。


    「くッ……」


    　喉のどの奥で忍び笑った。


    



    　そんな四人の想おもいとは無関係に、月は冷たく光っていた。
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    　翌日の午前中、巽たつみと呉くれ羽は、そして爾じ来らいの三人は水無月病院へ向かい、病棟に入る前にその敷地内に存在する小さな薔ば薇ら園を訪れた。先日、烏からす丸ま紬つむぎの〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉によって瑞みず羽はが命を落とした場所である。


    「ここで母かあ様さまは息を引きとったんです……」


    　呉くれ羽はが説明すると、爾じ来らいはジッと薔ば薇らの茂みを凝み視つめた。


    　過去の瑞みず羽はのことを思い出しているのだろう。爾来はしばらく黙って眺めていたが、それからようやく思いを振り切るように踵きびすを返し歩きだそうとする。呉羽は爾来に、


    「先に行っていていただけますか。もう少しだけここを見ていたいので」


    　と声をかけた。巽たつみも呉羽とともにそこに残ることにし、爾来は頷うなずいて一人で病棟の方へ歩いていった。


    　瑞羽の死を思い返しているのか、それともかつて眼球を発見した時のことを思い出しているのか、呉羽は黙ったまま薔薇の茂みを眺めていた。


    　巽もその横に立って同じようにしていたが、絡からまりあった薔薇の蔓つるをジッと凝視めていると、不意にその隙すき間まの暗がりの奥から誰かの眼めがこちらを覗のぞきこんでいるかのような錯覚を覚え、危うく小さな悲鳴を上げそうになった。


    　眼を凝こらして見ると、やはりどこにもそんなものは見当たらない。疑ぎ心しん暗あん鬼きというやつだろうか。にもかかわらず、巽はそれをたんなる錯覚として片づけがたいとも感じていた。


    「たしか……ここだったと思う」


    　呉羽が薔薇の茂みの陰になった地面の一点を指し示した。


    　かつて一個の眼球を埋めた場所……そこを前にして、呉羽はにわかに恐れに囚とらわれているようだった。肩がかすかに震えていた。


    　現実的には、それは死体遺い棄きという罪に該当するのだろうか。しかし、発見した眼球を土に埋めたという自分の行為に、呉羽はそれ以上の罪を感じているようだった。幼い頃から解かい剖ぼう図を眺め人体の構造に深い関心を抱いだいていた呉羽。また、彼女にとってこの小さな薔薇園は秘密の場所であったという。そこに人の眼球を埋めることは、何か特別な意味を持つ行為だったのではないだろうか──巽はそんなことを思った。


    　自らの罪を呉羽に掘り起こさせるのは酷こくというものだろう。


    「ぼくに任せて」


    　そう判断して、巽は屈かがみこみ右手を差しだすとその箇所の土を搔かき分けた。土は思いのほかやわらかく、容た易やすく小さな穴を穿うがつことができた。いくらも掘り進めないうちに、土の間に白いものが覗いた。


    「これは──」


    　──眼球だった。


    　巽は呻うめくような声を洩もらした。異様なことに、六年という年月を経へてなお、それはまるでまだ生命を持っているかのように球の形状を保ち艶つややかな光を帯びていた。そして土の間からこちらを覗きこんでいるふうに見える。


    「あの時の眼め……、薔ば薇らの茂みの間から覗のぞいてた……」


    　呉くれ羽はが低く呟つぶやいた。


    　その眼球の佇たたずまいに怖おぞ気けを震いつつ、巽たつみは、


    「でも、どうして腐りもしないで残ってるのかな……」


    　しかし呉羽にも答えられるはずがなかった。


    　呉羽は途方に暮れたように頸くびを傾けて、恐るおそる右手を眼球へと伸ばした。その時、土に半なかば埋もれた眼球がかすかに動いた。


    「あッ──!?」


    　巽は思わず声を上げた。


    「今、動いた……？」


    「まさか」


    「でも、たしかに動いたよ。見間違いなんかじゃない」


    　二人が見守っていると、その眼球は再び、意志を持っているかのようにコトリと動いた。ゆっくりと回転し、眼球は少しずつ移動し土の間から這はいでた。そうして地面のうえでユラユラと揺れるように動きながら、次第に軌道をひとつの方向へ定めていく。


    「転がってる……!?」


    　信じがたい現象を、巽と呉羽は呆あつ気けにとられて見守った。


    　六年前に埋めたはずの眼球が今もなお形状を保ちしかも自ら転がっていくなど、およそありうることではない。これもまた何かしらの蝕能アタリアの影響なのだろうか……そう考える以外になかった。


    「どこかへ行こうとしてるみたいだ……」


    　覚おぼ束つかない動きではあったが、少しずつ速度を増して転がりながら、眼球は病棟の方へ向かっていくようだった。


    　巽と呉羽は慌ててその後を追った。


    



    　　　§


    



    　巽と呉羽が薔薇園の前でそんな一幕を演じていた頃──


    　爾じ来らいは病棟の壁に沿って入り口へと向かっていた。


    　かつて娘を連れて何度も通った建物だ。六年も経たって、まさかこんな形で再び訪れることになるとは思ってもみなかった。過去を思い返しながらゆっくり歩いていると、不意に上方から何かの気配がした。


    　顔を上げると、人の頭部ほどの大きさの地球儀が落下してきていた。


    「はッ……！」


    　爾じ来らいは咄とつ嗟さに飛びすさってかわし、直撃を免まぬがれた。


    　地球儀は重力に引かれるまま地面に叩たたきつけられて無む惨ざんに割れ、黒ぐろとした断面を晒さらした。病院の建物から地球儀が落下してくるなど、どう考えても不自然だった。こんなものが頭に当たれば、たとえ死にはしないとしても相当な怪け我がを負うのは間違いない。明らかに爾来を狙ねらったものであるとしか思えず、悪意が感じられた。


    　爾来は病棟の建物を見上げた。


    　屋上の端で人影らしきものが動くのが見えた。


    　おそらくあの人物が、地上を歩く爾来めがけてこれを落としてきたのだろう。こちらを誘いかけている動きにも見えた。


    「……っ」


    　爾来はすぐさま駆かけだすと入り口から病棟へと入り、受付を通り過ぎて迷わず階段へと向かった。人ひと気けのない階段に荒々しい足音が響く。最上階まで上りつめ、躊躇ためらうことなく屋上のドアを開けた。


    　隙すき間まから眩まばゆい光が溢あふれてきた。


    　屋上にはささやかな菜園が設けられ、入院している患者たちによって野菜類や見たこともない植物が育てられており、そこで収穫されたカボチャや玉たま葱ねぎや蕪かぶやトマトや柚ゆ子ずやらが日々の食事にも用いられているということだった。強過ぎる陽ひ射ざしに晒されて、植えられた野菜たちはみなヘタヘタと生気なく萎しおれて病人のように見えた。


    　反対側の端に立っていた白衣の男が、柵さくに片手をかけたままこちらを振り向いた。


    　六年前と同じ恰かつ好こう。忘れようとしても忘れられぬ顔──葛かつら城ぎ悠はる久ひさだった。かつてと同じように降りそそぐ陽光を浴びて、その男が立っていた。


    「これはまた懐なつかしい顔だ」


    　爾来の顔を見て、悠久が口を開いた。


    「ちょいと昔を懐かしんでここに来てみれば……これもまた運命、というやつですかね」


    　悠久の態度は六年前と変わらないものだった。馴なれなれしく話しかける声に、爾来は苛いら立だちを抑えきれなかった。地球儀を落としたのもこの男に違いない。ところが悠久はそんなことは気にも留めていないふうで、


    「ここで話したことを憶おぼえていますか？」


    「…………」


    　悠久は顔を上げて空中に浮かぶ球体を眺め、


    「あの太陽についてですよ。太陽とは神の眼球にほかならない……そう話したでしょう？」


    　嚙かみ締しめるように言った。


    「あなたと話したよりもズット昔……子供の頃にも、私はこの場所で太陽を見上げました。そうして太陽の光に無限の意志を感じたんですよ。実にスガスガシイ気分で……生まれ変わったような、いやむしろその時初めてこの世に生を享うけたかのような気分でした」


    「そんなことはどうでもいい」


    　爾じ来らいには、悠はる久ひさの口が紡つむぐ戯ざれ言ごとになど興味はなかった。それより、どうしても訊きいておかねばならないことがあった。


    　文もん殊じゆの死以来常つねに抱いだきつづけてきた疑問──


    「……娘を殺したのはおまえか？」


    　ほぼ間違いないとはいえ、一応は確認しておこうと思った。


    　悠久は顔を下げて爾来を見た。かつてとまったく変わらない、余裕をたたえた表情だった。悠久の頸くびには、六年前身につけていたものと同じ種類のネクタイが巻かれている。メビウスの輪の模様が入ったものだ。


    　──あのネクタイで……


    　爾来は思い、[image: ]たとえようのない怒りがこみあげるのを感じた。


    「あッはは、真ま面じ目めくさった顔をしているから何かと思えば、そんなことですか」


    　悠久はさも可お笑かしそうに吹きだした。


    「娘……ああ、文殊といいましたか。勿もち論ろんよーく憶おぼえていますよ、またとなくめずらしい患者でしたからね。私にとっても非常に興味深い対象だったんですが、あんなことになってしまい実に残念でした……」

  


  [image: ]


  
    「おまえがやったのかと訊きいている……！」


    　また長々と言葉を続けようとする悠はる久ひさを、爾じ来らいが遮さえぎった。


    「だとしたらどうするというんです？」


    　その瞬間、爾来のなかでずっと押しとどめてきたものが弾はじけ切れた。


    「何な故ぜ──」


    　問おうとして、爾来は途中で思い直し、


    「……いや」


    　短く言って身構えた。悠久の口から返された答えで為なすべきことは決まった。


    　文もん殊じゆ殺害の犯人は悠久だった、その事実がわかっただけで爾来には充分である。何故そんな真ま似ねをしたのかまで訊くつもりはなかった。どんな理由があったにせよ許せることではない。


    　臨戦態勢に入った爾来を見て、悠久はやはり微笑を浮かべたまま、


    「いいでしょう、今更否定しても仕方ないですしね。そう、私が殺した……と言って差し支つかえないでしょう。ま、そのひと言で片づけてしまうと語ご弊へいがないでもないんですが、どのみち言い方の違いでしかありませんし、先生はそういうこまかい話がお嫌いでしたね」


    　不思議な言いまわしをしたが、爾来にはそんなことを気にしている余裕もなかった。


    　はらわたが煮えたぎるようだった。


    　たんに娘の仇かたきだというだけではなく、何があろうとこの男をこの場で葬り去らねばならぬと決意した。


    　今にも襲いかかろうという体勢の爾来に対して、悠久は、しようがないというふうに肩を竦すくめた。


    「フウ──────────ッ、実力行使というわけですか？　まったく、融通の利きかないお人だ。昔からそうでしたね。考えてもみてください、私だって貴重な患者を一人失ったんですよ。折せつ角かく有意義な研究を引きだせると期待していたのに台無しだ。ある意味、私もあの事件の被害者と言ってもいいんじゃないですかね」


    　人の命を弄もてあそぶように言う。


    　その口調が、爾来には我慢ならなかった。


    「ぬかせッ……！」


    　爾来は猛然と悠久に駆かけ寄った。


    　一気に間合いを詰め、間かん髪はつ容いれず拳こぶしを繰りだす。


    　悠久は身を翻ひるがえしてかわしたが、その背後にあった柵さくを爾来の拳が直撃した。金属製の柵は、表面には異常がないにもかかわらず紙細工のようにペシャリと拉ひしやげて折れ崩れた。


    「はッ……」


    　悠久は振り向き、呆あつ気けなく崩れた柵を見下ろした。たんに柵を殴なぐって折ったというわけではない、およそ素手で可能な業わざではなかった。


    　悠はる久ひさは爾じ来らいに視線を戻し、


    「この現象、まさか……」


    「〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉」


    　爾来が短く告げたひと言で、悠久は理解した。


    　瑞みず羽はの〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉と文もん殊じゆの〈[image: ]れた屍体の方程式イコール・スリー・クオーテーシヨンズ〉の間に空白となっていた部分。それがようやく埋められたのだ。毘び舎しや利り爾来こそがその蝕能アタリアの持ち主だった。


    「あっは……、あなたにも蝕能アタリアが宿っていたとは。これもまた運命、というやつかな」


    　そのことを悠久はむしろ歓迎しているかのようだった。


    　悠久は再び壊れた柵さくに目をやって、


    「〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉……フウ──────ム、見たところこいつはつまり、対象を拳こぶしで殴なぐることによって発動し、物体の表面ではなく内部に作用して巨大な圧力で押し潰つぶす、といったところですかね」


    「……その通りだ。どんなに堅固な物体であろうと、その内側の構造を粉々に破は砕さいできる」


    　爾来は悠久の推察を肯定し、胸の前で拳をかためた。


    　昨日も、店先に現れた兇きよう暴ぼうな暴れ馬に対しこの能力を行使し、内臓を破壊して仕留めたのだった。鍛えぬかれた筋肉で拳けん銃じゆうの弾さえ跳はね返すほどの頑強な馬といえども、内側からやられたのではひとたまりもない。


    　まさに破壊のためにのみ存在する能力と言って良かった。


    「そして……」


    　爾来は悠久を睨にらみ据すえると、


    「これはおまえのすべてを粉砕するための力だ……！」


    　言い放ち再び躍おどりかかった。


    　繰りだされた爾来の攻撃を、悠久はかろやかな身ごなしで上体を逸そらして避けた。爾来の拳は空くうを切った。続けて二発、三発と悠久へ向けて拳を振り下ろすが、掠かすりもしない。悠久の動きは予想外に素早かった。


    「ご老体の動きでは私を斃たおせませんよ」


    　悠久は揶揄からかうように言った。


    「〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉か……。ちょいとばかり驚かされたが、何のことはない。いかなる巨体から繰りだされた攻撃といえど当たらねば無意味だし、その蝕能アタリアも拳で触れられなければ効果はない。まったくのゼロと同じです」


    「く……っ」


    　たしかに、無駄が多過ぎるこちらの動きに対して、悠久の動作は正確そのものだった。虚むなしく避けられる攻撃ばかりが続いた。体力においては悠久より爾来の方が遙はるかに勝まさっているとはいえ、未いまだただの一撃さえも与えることができない。爾来の顔に焦しよう燥そうの色が濃くなっていった。このまま攻撃を続けても無駄に体力をすり減らすだけだ。


    　爾じ来らいは、菜園の隅に植えられた柚ゆ子ずの樹きに拳こぶしを打ち当てた。


    〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉の作用で樹皮に加えられた力が内部へとつたわり、小ぶりな樹木は内側から破壊されて悠はる久ひさの方へ倒れかかった。


    　悠久はそれを避け──


    　その先に爾来がまわりこんでいた。


    　悠久は咄とつ嗟さに反応して下がろうとしたが、爾来は既すでに眼前に迫っており、


    「──ッ！」


    　強固な拳が悠久の腹部に容た易やすくめりこんだ。


    　脇わき腹ばらがベコリと拉ひしやげた。


    　片側の支えを失って、悠久の上半身が傾いた。たんなる打撃による衝撃だけなら耐えられただろうが、〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉は一瞬のうちに悠久の内臓を破は砕さいしていた。


    「がハッ……！」


    　砕けた骨の破片が肺に刺さり、口から夥おびただしい量の血が溢あふれた。


    「ごぅ……っ、げ……！」


    　悠久は背後によろめき、攻撃を受けた箇所を両手で押さえたが、何の手て応ごたえも返さず皮ひ膚ふの内側は空気の抜けた風船のようにペニャリと虚むなしくへこんだ。わずか一撃で相当な深手を負っていた。次の攻撃を喰くらえば致命傷となるだろう。


    　悠久の顔は先ほどまでの余裕の表情から一転して苦痛の色を浮かびあがらせていた。真まっ直すぐ立つことさえ困難だった。


    　抵抗できない状態になった悠久の頭に、爾来は拳を振りあげ更なる攻撃を加えようとする。


    「存分に喰らうがいい……〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉ッ！」


    「く……ッ！」


    　先の一撃によるダメージを引き摺ずったまま、それでも悠久は身を仰のけ反ぞらせ、爾来の繰りだした攻撃をどうにかかわした。しかし爾来の拳はわずかに顳こめ顬かみを掠かすめていた。


    　悠久の頭の内部を猛烈な圧力が襲い、顔の左半分がメリメリと音を立てた。


    「がっ……ぅ……」


    　ボシュッ────！


    　圧迫された左眼めが眼がん窩かから飛びだし、放物線の軌跡を描いて地面に落ちた。


    「うゴおおおォッ──!!」


    　悠久の口から絶叫が迸ほとばしった。


    　左眼を失った状態で、負傷した顔半分を掌てのひらで覆おおいながら跪ひざまずいた。


    　右手を床についてどうにか体勢を保ったものの、腕にはほとんど力が入らない。倒れずにいるのがやっとという状態だった。


    「莫ば迦かな、こんな……こんなことがあっていいはずがない……あるべきではない……あってはならない……」


    　自分の身に起きていることが信じられないといった様子で、悠はる久ひさは繰り返した。


    　ぬッと、巨大な影が悠久の顔を覆おおった。眼めの前に爾じ来らいの巨体が立ちふさがっていた。冷然と見下ろす爾来の眼には、一片の迷いも慈悲もない。


    「くッ、よくもこんなことを…………私を殺す気か……殺せると思っているのか……」


    　激痛に震える口から、悠久は弱々しい声を絞しぼりだした。


    「観念しろ、おまえには最も早はやいかなる未来もない。ここで終わるのがおまえの運命だ」


    　爾来は低く言い放った。


    　悠久に戦う余力はないと見え、最早勝負は決したも同然である。かつての教え子にかけるべき情けはなかった。この男に対してはどんな憐あわれみも涌わかなかった。


    「必要以上に苦しめる趣味はない。次の一撃で息の根を止める」


    　とどめを刺そうと、爾来は右手を振りあげた。


    　この手で、〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉で、かつて悠久が自分の研究室を訪ねてきた時から続いてきた因いん縁ねんを断ち切るのだ。それが、非ひ業ごうの最さい期ごを遂げた文もん殊じゆと瑞みず羽はへのせめてもの手た向むけとなるだろう。


    　爾来が最後の一撃を加えようとした瞬間──


    　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状況において、苦痛に歪ゆがんでいた悠久の顔がにわかに表情を変えた。


    「……っ……」


    　その変化に気づき、爾来は振りあげた拳こぶしを途中で止めた。


    　この拳を振り下ろしさえすれば娘の仇かたきをとることができる。〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉が悠久の頭ず蓋がいを破は砕さいし、間違いなく息の根を止めることができる。


    　それですべてが終わるはずだ。


    　しかし、何かが爾来の動きを遮さえぎった。


    　悠久の顔からは、苦痛も恐怖も消えていた。原因の知れないその変化が爾来を制したのだ。本能が危険を告げていた。


    　この男はまだ何かを企たくらんでいる──そんな直感があった。


    　何を思ってか、悠久は口くち許もとに奇妙な笑みを浮かべた。


    　そして、


    



    「回転だ……」


    　と呟つぶやいた。


    



    「……何？」


    　悠はる久ひさの謎なぞめいた台詞せりふに、爾じ来らいは思わず問いかけていた。


    　悠久は右手の人差し指で宙空に小さく円を描きながら、


    「見えませんでしたか？　回転しているんですよ……クルクルと…………。それは既に回転していたし、これからも常に回転しつづけるだろう……回転しつづけるはずだ……回転しつづけねばならない……永久に……」


    　譫うわ言ごとめいて言葉を続けた。残された右眼めは歓喜の色をたたえている。その視線は、屋上の床の一点を見下ろしていた。


    　悠久の行動に警戒しつつ爾来もそちらに視線を落とすと──


    　床のうえで眼球が回転していた。


    「な──」


    　爾来は驚きのあまり絶句した。


    　あたかも意志を持っているかのように、眼球は回転していた。床面との間に摩ま擦さつなど存在しないかのごとく、その回転は止まることなく逆に速度を増しつつあった。そして周辺に散らばった血も、床から数センチ浮きあがったところでその運動に巻きこまれるように回っている。


    　物理法則に反して回転を続ける球体と血液を茫ぼう然ぜんと眺め、爾来は内心の動揺を抑えつけた。


    　悠久は跪ひざまずいたまま、


    「あっは、実によく回っていますね。回転する物体を眺めるのはたまらなく気分が好よい。私の眼が飛びだしたのはあなたの攻撃のせいだが……そうでもあるし、そうではないとも言える。それは、〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉の効果でもあるし、同時に、この眼球がそう望んだからだ」


    「…………」


    　啞あ然ぜんとして言葉を失った爾来に向けて、悠久は言葉を連ねた。


    「左眼を失ってしまったが……最も早はやそんなことはどうでもいい。得られたものの大きさに較くらべれば、とるに足りないほどの些さ細さいな代償だ……なんなら残ったもう片方の眼も喜んでささげてもかまわない。昔からモノが回転しているさまを眺めるのが好きだったが、今、その意味を理解できた。これこそ、あの時壜びんから落ちて転がった眼球だ。私はようやく正しい認識に辿たどり着けた。時間を刻む時計、巻き貝の形、宇宙内での天体の運動しかり、ミクロの世界における電子の運動しかり……すべて回転だ。


    　この世のあらゆる現象の根源には回転がある……！」


    　爾来は激しい胸騒ぎを覚えつつ、悠久に視線を戻した。


    　悠久は顔に当てていた手を離した。眼がん窩かに深く穿あいた穴から何かが覗のぞいていた。まるで、その奥にもうひとつの眼でも隠されているかのようだった。


    「かつて、プラトン及びアリストテレスは回転運動に完全な運動としての至高性を見み出いだした。起点も終点もない、永遠の運動……。ウィリアム・ブレイクも『すべてのものにはそれ自体の渦巻きがある』と詠うたっている。つまり回転する運動という意志そのものが神なのだ」


    　傷口から血を流したまま、悠はる久ひさは得とく々とくと語った。


    「貴様が神を口にするなど、笑しよう止しもいいところだ」


    　爾じ来らいはどうにか言い返したが、正体の知れぬ不安は大きくなるばかりだった。床のうえで眼球が回転している──それだけのことではある。しかし悠久が何をしたのか理解できず不気味だった。爾来の内心を見み透すかすかのように、悠久は身を起こすと、


    「あっは、あなたは無神論者でしたね。まあいい。あなたにもスグ理解できますよ。人体各部の運動もまた回転を基礎としている……自分の身で体験すればわかるでしょう」


    　そう言って爾来へ向け腕を差しだした。右手の肘ひじから先が螺ら旋せん状に[image: ]ねじれるように回転し、宙空に渦巻きに似た運動を描きだした。


    　と同時に、


    「ぬぅッ──!?」


    　突如、爾来は激しい眩暈めまいに襲われて倒れた。


    　強烈な酩めい酊てい感。


    　頭の奥がグラグラと揺れるみたいで立っていることが不可能だった。方向感覚が摑つかめず、起きあがろうとしてもうまくいかない。手足が動かないというわけではなかった。自由は利きく。タダ、どちらに立ちあがればいいかわからないのだ。


    　何か異様なことが起きていた──起きつつあった。


    「ぐッ……、ぅ……」


    　倒れたままの姿勢で、爾来は呻うめきを洩もらした。


    　あと一撃で悠久を仕留められるところまで追いつめていた先ほどの状況から、一挙に形勢は逆転していた。


    「気分はいかがです？　……ふふッ、訊きくまでもないかな、最高の気分でしょう」


    　悠久の声が落ちてきたその方向が上なのだろうと、どうにか推測した。


    「貴様……何をした……」


    　そちらへ向けて、爾来は問いを発した。


    　起きあがれずにいる爾来のそばに立ち、悠久は見下ろして、


    「平へい衡こう感覚を司つかさどる三さん半はん規き管かんからつながった蝸か牛ぎゆうと呼ばれる部分は、文字通り蝸牛かたつむりに似た渦巻き状の形をしている。その箇所に微小な回転を加えました。その動きによって三半規管内部のリンパ液が引き寄せられ……今のあなたには大地がめまぐるしく回っているように感じられるでしょう」


    　熱を帯びた口調でそう説明した。その台詞せりふを聞く間にも、爾来の視界は更にめまぐるしいものへと変わっていった。床面と青空と太陽が激しく揺れ動き溶けあっていくようだった。


    「今や私はすべての回転を知覚できる。そしてどう回転させればいいのかも……。回転──それが私の得た新たな能力だ。気づけたのはあなたのおかげです。内臓を破壊され、左眼めを吹き飛ばされ……ここまで追いつめられたからこそ理解できた。今になって思えば、あなたの娘にしても同じだった。あの娘を殺した直後、[image: ]ねじれた頸くびを、そして[image: ]れた舌を見て、まるで今にも回転しはじめるようだと思った。あの屍し体たいの形もまた私に告げていたのだ」


    「な、にを……」


    　文もん殊じゆの死に言及されて爾じ来らいの心に再び怒りが甦よみがえったが、やはりどうすることもできなかった。


    　悠はる久ひさは急に丁てい寧ねいな口ぶりになって、


    「感謝しますよ。あなたたち父娘おやこがいたからこそ私は新たな認識に達することができた。そのことをあなたは光栄に思っていい……思うはずだ……思わねばならない」


    　そこで口くち許もとを歪ゆがめた。


    「……そして死ね。〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉ッ!!」


    　倒れたまま起きあがれない爾来へ向けて、新たに発現した能力を行使した。


    〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉──


    　悠久の手が触れた箇所を中心として、爾来の頭部に回転が生じた。


    　頭ず蓋がいに激しい力が加わるのを、爾来は感じた。


    　その点を中心として、皮ひ膚ふが渦巻き状に巻きとられていく。皮膚の内側で、頭蓋骨までもが変形していった。左手で押さえようとすると、指先からその渦に呑のみこまれて曲がっていく。


    「〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉──その攻撃が加えられた点を中心として回転し周囲を巻きこみ呑みこんでいく。一度生じたが最後、回転は永久に止まらない。そしてあらゆるものを巻きとりながら速度を増してゆき、無限に加速されるはずだ」


    　左眼めの傷口から垂たれ落ちた血が爾来の頭に穿うがたれた穴に吸いこまれるのを見て、悠久は嗤わらった。滴したたる血液が描いた幾き何か学がく的な曲線は、回転する軌跡は美しかった。


    「チャールズ・ダーウィンの祖父エラスマス・ダーウィンは、精神疾しつ患かんの治療法として患者を回転椅い子すに載のせて口から血が噴ふきだすまで恐ろしい速度で回転させるという方法を試みたそうですが、さしずめそんな具合ですかね」


    　そうささやきかける声さえも、爾来の頭のなかで歪み、[image: ]れていくようだった。


    「う、が…………、悠久、貴様……っ！」


    　爾来は吼ほえ、右手を振るった。方向もわからず繰りだされた攻撃は悠久の軀からだに届かず、伸ばした右手は虚むなしく宙空を搔かくばかりだった。


    「最も早はや何をしたって回転を止めることはできません。それは永久に続くはずなのだから。いつまでも終わることのない回転に巻きこまれる……それがあなたの『運命』だったんですよ。無駄に足あ搔がくのはやめてその運命に身を委ゆだねなさい」


    　悠久の声には冷れい酷こくな愉ゆ悦えつが含まれていた。


    「悠久……！」


    　甲かん高だかい叫びが悠はる久ひさの言葉を止めた。


    　爾じ来らいが発したものではなかった。悠久は声がした方へ顔を向けた。


    　屋上のドアが開き、巽たつみと呉くれ羽はが姿を覗のぞかせた。


    



    　薔ば薇ら園の地面から這はいだした眼球は転がりながら病棟へと入り階段を上ってゆき──その動きを追って、二人はこの場所に辿たどり着いたのだった。屋上へ出た巽の視線は悠久の姿を捉とらえ、次いで横たわった爾来を認めた。


    「店長ッ──！」


    　二人の間でなんらかの戦闘が行おこなわれたのだろう、爾来は悠久の脇わき腹ばらと左眼めに傷を負わせ……しかし力及ばず最終的には悠久が勝利をおさめたということらしかった。


    　新たに現れた二人の姿を眼にして、悠久は、


    「あっは、恰ちよう度どいいところに来たものだ。これで役者が揃そろったというわけだね」


    　そう言って歓迎しさえした。


    　巽と呉羽は爾来のそばに駆かけ寄った。


    　頭ず蓋がい骨こつが渦巻き状に陥没して深い穴があき、クラインの壺つぼにも似た形となっている。まだかろうじて息があることの方が不思議な状態だった。二人にはどうする術すべもなかった。爾来の頭部を襲った回転はやまず、速度を増しながらまわりの部位を巻きこみ吸いこんでいく。


    「くくッ、〈メビウスの頭蓋骨〉……その男に相応ふさわしい死にざまだ」


    　横たわった爾来の軀からだを見下ろして、悠久は愉ゆ快かいげに言った。


    「おまえが……店長を……！」


    「騒ぐほどのことじゃない、ちょいと回転の餌え食じきになってもらっただけさ」


    　爾来の指が痙けい攣れんするように動き、屋上の床を搔かいた。


    「ふン、まだ息があるとは驚いた」


    　息絶たえかけた爾来に向けて、悠久は半なかば感心するように半ば呆あきれたように言って、


    「冥めい土どの土産に聞かせてあげるとしましょうか。たしかに私はあなたの娘文もん殊じゆを殺した。……ただ、あなたの娘だけを殺したのではないのですよ。残念なことにね」


    　謎なぞめいたひと言を添そえた。


    「何だ……と……」


    　爾来はかろうじてそれだけの声を絞しぼりだした。


    「どういう意味だ、他にも誰か殺したっていうのか」


    　巽が問いを挿はさむと、


    「フウ────────ム、恰度呉羽もいることだし、折せつ角かくだから話しておくとしようか」


    　そう前置きして、悠久は六年前の真実を語りはじめた。


    



    　　　§


    



    「何ということだ……」


    　呼吸を乱して、悠はる久ひさは足あし許もとに横たわる軀からだを見下ろした。


    　──毘び舎しや利り文もん殊じゆ。


    　患者として彼の許もとに通っていた少女が倒れていた。白い頸くびにネクタイの布ぬの地じが食いこんでいる。それは、手を離した今も更に深く食いこみつづけているように見えた。


    　ようやく周囲の現実が甦よみがえってくる。


    　──誰かに今の物音を聞かれただろうか……


    　いや、喉のどを絞しめられて文殊はくぐもった声を洩もらしただけで悲鳴というほどのものは上げなかったし、ほとんど抵抗もしなかった。看護師が不審に思ってやってくる気配もない。次の診察の予定まではまだ時間があるし、とりあえずは今この現場を目撃される危険はないだろう。


    　最悪の展開だけは避けられた。もし誰かに見られてしまっていたら、その人物まで始末しなければならないところだった。


    　徐々に落ち着きを取り戻し、悠久は、自分が為なしたばかりの行動をあらためて考えた。


    　殺すつもりなどなかった──なかったはずだ。


    　無限の人格を宿したこの少女は、このうえなく貴重な患者だった。どうにかして彼女の特殊な蝕能アタリアの秘密を解き明かしてみせようと考えていた。殺そうなどとは、彼女の頸にネクタイを巻きつけたその瞬間まで思いも寄らなかった。


    　いつもと同じように診察をしていた。無限の人格を持った少女を前に、無限について話していて、


    『そう、無限に──』


    　そう言いかけた瞬間、悠久の脳のう裡りをこんな想像がよぎったのである。


    　──ひょっとしたら、この患者のなかには葛城呉羽の人格も含まれているのではないだろうか。


    　ありえないことではなかった。


    　有限な要素の組み合わせによって成り立っている葛かつら城ぎ呉くれ羽はという人格が──誰の人格にせよ同じだが──毘舎利文殊の無数の人格のうちに含まれると推論することは至し極ごく妥当である。妥当過ぎることだった。


    　今はまだ現れてはいない、それだけのことだ。


    　可能性は常つねに存在する。


    　そう考えた瞬間、悠久は我慢できなかった。


    　この凡ぼん庸ような顔の娘が葛城呉羽を名乗ることは、呉羽の人格を所有することなど、あってはならない。呉羽こそは『完全』でなければならず、それがこんな娘によって穢けがされることなど許されない。何があろうと未然に防がねばならなかった。気がつくと、悠はる久ひさは無限の人格を持つ少女を自分のネクタイで絞しめ殺していた。


    　悠久は足あし許もとの屍し体たいをあらためて眺めた。


    　大きく開いた左眼めから眼球がはみ出して、今にも眼がん窩かから飛びだしそうになっていた。屍体のそばに、死の直前に文もん殊じゆが払い落としたアルファベットのパネルが落ちていた。


    　頸くびに絡からまったネクタイが、帯の表面を彩いろどった二重の円の模様そのままに奇妙な形に[image: ]ねじれている。締めつけられた頸が[image: ]れ、開いた唇の間から垂たれ伸びた舌も[image: ]れていた……何もかもが[image: ]れていた。


    〈[image: ]れた屍体の方程式イコール・スリー・クオーテーシヨンズ〉……文殊の蝕能アタリア名に相応ふさわしい有あり様さまだった。そこにもまた、悠久は運命を感じずにはいられなかった。


    　冷静に考えてみれば、現実問題として、無限の人格のなかに葛かつら城ぎ呉くれ羽はという一個人の人格が現れる確率は、ほとんどゼロに等しいほど微小なものではあった。砂漠に落ちたひと粒の砂金を探すよりも遙はるかに難しいことだ。


    　しかし、どれだけ確率が低いとはいえ、まったくありえないというわけではない。そのゴクわずかな確率を悠久は恐れた。けっしてあってはならぬことだと考えた。


    　その可能性を完全にゼロにするためには、この少女を殺すしかなかった。


    　そんなふうにして、悠久は生まれて初めて殺人を犯した。それは案外に容た易やすく呆あつ気けなかった。一人の娘を殺したことについては、どうでもいいことだ。後悔など微み塵じんもしていない。


    　ただ──


    　この少女のなかには、地球上に存在するすべての人間が──いや、それだけではなくこれまで存在した人間とこれから存在するはずの人間すべてが──含まれていたはずだった。無限とはそういうことだ。


    　自分は一人の少女を殺しただけでなく、それらの人格をも殺したのだ。


    　また、次のような仮説が頭をよぎりもした。


    　──あらゆる人間の人格は、一人の人間のうちに宿った無限の人格から生みだされているのではないか。


    　地上に存在する人々の人格は、そのひとつの観念から派生した幻影のようなものではないのか……


    　悠久は力なく頭を振った。


    　最も早はや、それを確かめる術すべもなかった。どんな可能性がそこに詰まっていたにせよ、そのことごとくが、タッタ一本の帯によって一瞬のうちに虐ぎやく殺さつされたのだ。


    　おそらくそれは、この世で最大の犯罪だった。


    　一人の少女を殺すことによって、悠久は、無限の殺人を行おこなったのである。そんな不思議な罪の意識が彼の頭を覆おおっていった。


    　彼は自分の両手を眺めた。


    　あれほど憧あこがれた『無限』への可能性を、ほかでもない自分が、この手で、この[image: ]ねじれた帯で抹まつ殺さつしたのだ。


    　いつの間に傷つけたのか、指先から血が滴したたっていた。犯した罪の大きさに較くらべて、あまりにも小さな傷だった。失われた無限の人格の代償がこのタッタひと条すじの血に過ぎないとは不釣り合いとしか思えない。


    　──これもまた『運命』だというのだろうか……


    「はッ……は、は……」


    　皮肉と言うほかないなりゆきが可お笑かしくて、悠はる久ひさにできることは、乾いた笑いを洩もらすことだけだった。


    



    　　　§


    



    「……というわけだったのです」


    　悠久はいやに恭うやうやしく話を締め括くくった。


    「…………」


    「私はあの子を殺さざるをえなかった。……仕方ないでしょう？　あれもまた運命だったのですよ」


    「あッ……ぐ……」


    　悠久の身勝手な言いい種ぐさに、爾じ来らいは床のうえで身をのたうたせた。爾来がどれだけ怒りをみなぎらせようと、悠久の能力に翻ほん弄ろうされて立ちあがることも叶かなわない。


    「そんな理由で……殺したっていうのか」


    　巽たつみも我慢できず硬い声を洩らしていた。


    「その後の処理には少々手間どりましたがね。あれだけの細片に解体するには結構な時間がかかりましたよ。時間だけじゃない、余計な体力を使う羽は目めになった。普段運動などロクにしていないものだからこたえましたよ」


    　悠久は道どう化けた仕し種ぐさで自分の肩を叩たたいてみせた。それから呉くれ羽はに顔を向けて、


    「それもこれもすべて、呉羽……君のためだ」


    「私の──」


    　突然話を向けられて虚きよを衝つかれ、呉羽は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    「……どういう意味」


    　悠久は嗤わらった。


    　さも可笑しそうに口くち許もとを歪ゆがめて。


    「何な故ぜそんな不思議そうな顔をしているんだね？　ほかでもない君が……。この世界はあるべき姿ではないと──呉くれ羽は、君が言ったんじゃないか、君が……！　君がそう望んだんだ……！」


    　悠はる久ひさは反論を許さぬ口調で繰り返した。


    「──私が？」


    　呉羽は息を呑のんだ。この男は何を言おうとしているのだろう。


    　そんな呉羽の当惑にはかまわぬ様子で、悠久は一方的に、


    「君にはまだ話していなかったね。恰ちよう度どいい機会だ、またとない機会だ。今話しておくとしよう。昔……大学生の頃、私は眼めに見えているこの世界の更に上位に『完全な世界』が存在することを知った。知ったというよりも──この眼で見たんだ」


    　残された右眼に掌てのひらを当て、指の間から呉羽を見た。


    「無限の意味に満ちた完全な世界──それはこの現実に折り重なるようにして存在していた。そしてそれ以来、君がこの世に生を享うけるよりも以前から、私は、周囲の事物の重なりのうちに一人の少女の姿を見てきたんだ。彼女のためにのみ生きてきたと言っても過言ではない。その少女の姿を眺める時間だけが私にとっての幸福だった。彼女は私の理想であり、観念であり、生きる目的だった。


    　──呉羽、それが君なんだ」


    「な──」


    「あちら側の世界から君はこちらを見ていた。鏡の向こう側を眺めるようにね」


    「何を……言っているの……」


    　呉羽は混乱していた。


    　生まれる前から見てきたなどと……一体何の話をしているのか。


    「あッは、話を急ぎ過ぎたかな。そう──少し時間を巻き戻して順を追ってそうか。この男の研究室を訪ねて初めて瑞みず羽はの顔を見た時、私はズット追い求めてきた一人の少女の姿を見み出いだしたんだ。といってもそれは瑞羽本人ではなく、あくまで彼女と同じ顔をした誰かだった。私は瑞羽の所属する研究室に入り彼女に近づいた。それもすべて、彼女の顔立ちの奥に君の姿を求めてのことだった」


    「それでは、あなたは母かあ様さまのことじゃなくて──」


    「無む論ろんだ。彼女の研究にも興味はあったが、それよりも君という存在の方が遙はるかに重要だった。大学の喫茶室で、それぞれピザとスパゲティの皿をつつきながら、瑞羽の語るお伽とぎ噺ばなしめいた仮説に耳を傾ける間、私は君との逢おう瀬せを愉たのしんだ。私の口からささやかれる台詞せりふはすべて、その場には存在しない少女へと向けられていた」


    「…………」


    「兄が描いた絵『十七からさかさかまに辿たどって』を見た瞬間、私は確信を強めた。その少女が遠からずこの世に生を享うけ自分と出逢あうであろうこと、すべてはそのために準備されていることを知った。そして私の描いた筋書き通りに瑞みず羽はが君を出産した時、ひとつの奇き蹟せきだと思ったし、運命だと思ったよ。私の観念が一人の少女を生みだしたんだ」


    「おまえの観念が……？　それが葛かつら城ぎさんだっていうのか」


    　悠はる久ひさの言わんとするところを、巽たつみも朧おぼろにではあるが把は握あくしかけていた。しかしそれは、あまりにも常識からかけ離れた理屈だった。


    「その通りだ。呉くれ羽はのために一生を尽くすことに何の躊躇ためらいもなかった。だから私にとって、幼い頃の君が口にした言葉は絶対だった。憶おぼえているだろう？　瑞羽がここの４４４号室から失しつ踪そうする前のことだ。入院した母を見舞いに訪れた君は、私にこんなことを言った──」


    　その瞬間、激しい戦せん慄りつが呉羽の身を貫つらぬいた。


    　ひとつの光景が脳のう裡りをよぎった。


    



    『……叔お父じ様、フカンゼンって知ってる？』


    



    　遠い昔の自分の声が、まるで他人の声のように頭のなかに谺こだました。


    



    『不完全？　不完全性定理の不完全かい』


    『母かあ様さまが言ってたの、『何もかもがフカンゼンだ』って。この世界はあるべき姿ではないってことなのよ』


    『この世界は──』


    『そう』


    『──あるべき姿ではない』


    『そうよ』


    



    　悠久の言葉を聞きながら六年前の会話をまざまざと思い出し、呉羽は軀からだを凍らせた。


    　たしかに、この建物の待合室で叔父とそんな会話を交わしはした。


    　しかし──


    「まさ……か……」


    　どうにか動かした唇から、掠かすれた声が落ちた。


    「思い出してくれたようだね。この世界はあるべき姿ではない──君が完全な世界に言及したのを聞いて、自分が垣間かいま見ている世界を、そしてその先にあるものを君にも見せたいと思った。いや、見せたいというのは正確じゃないな……それは君がいるべき世界でもあるんだ。だから私は世界を反転させることを決意した……完全な世界を実現させるとね」


    　二人のやりとりを聞いて、巽は頭のなかで経緯を組み立てていった。


    　悠久が世界の反転を目論もくろんだキッカケは、幼い頃の呉羽が洩もらした言葉だったのだ。呉羽の方はそうとは意識していなかったようだが。悠はる久ひさは、呉くれ羽はのために、呉羽タダ一人のためだけに、この世界を消し去ってでも完全な世界を実現することを望んだと──そういうことらしい。


    　それこそが悠久の真の目的だった。


    　しかしそれはやはり[image: ]ねじれた理由であるように、巽たつみには思われた。


    　悠久は更に言葉を続けた。


    「六年前、私は瑞みず羽はの口から、いずれ君の身を襲う死を告げられた。未来に起きる出来事を断片的に知ることのできる〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉──それによって予見された未来は、避けられない事実だ。私は深い絶望に突き落とされた。君が殺されるなど、あってはならないと思った。到とう底てい認められることではなかった。しかし〈発音されざる第一節ＴＯＥ〉で告げられた以上、その事実は受けいれざるをえなかったんだ。呉羽の身を襲う運命は避けようのないものだ。──ならば、その死が訪れる前に、君にひと目だけでも『完全な世界』を見せてやりたいと考えた」


    「私が殺される──〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉のことね……。でも、母かあ様さまはその命を擲なげうって私を〈奇病連盟６シツクネス・アントウ・デス〉による死から救ったのよ」


    「何？　命を擲って──じゃあ君は……」


    　呉羽が言い返すや、見る間に悠久は歓喜の表情へと変わった。


    「何だって……、はッ、は、……ならば完かん璧ぺきだ……完全だ……！　ははッ、あの女、私に一いつ矢し報むくいたつもりで、結局は私のために行動していたんだ……！」


    「そんな言い方やめろ……！」


    　悠久の口ぶりに苛いら立だちを抑えきれられず巽が叫び、


    「母様はあなたなんかのために死んだんじゃないわ！」


    　母親を嘲ちよう弄ろうされているようで我慢ならなかったのだろう、呉羽が続けて声を上げた。


    　悠久は、喜びを抑えきれぬといったふうに喉のどの奥で笑い、


    「くくッ、まあいいさ。完全な世界の話だったな……。やがて蝕能アタリアに関する研究を重ねるうち、私は、その力を用いて世界の仕組みを変えることさえ可能なはずだと考えるようになった。そこには毘び舎しや利り文もん殊じゆ……彼女のうちにある無限の人格が深く関与しているはずだったが、思いがけないアクシデントが発生した。咄とつ嗟さの激情に駆かられて、彼女を殺してしまったんだ。呉羽、私は君のために無限の人格を持つ少女を殺した。あらゆる人格の可能性を宿した少女を……それは無限の殺人と同じだった。この世のすべての人間を殺したに等しい。それから私は、宇宙そのものを反転させるために蝕能アタリア〈永久機関アムネジア・マクスウエル〉を手に入れようとしたんだ。君のためにね……」


    「──やめてッ！　聞きたくない、虫むし酸ずが走る……！」


    　怖おぞ気けに襲われて、呉羽は両手で耳を覆おおった。


    「たしかに昔、入院した母かあ様さまを見舞って水み無な月づき病院を訪れた時、あなたにそんな台詞せりふを洩もらしはした……この世界はあるべき姿ではないって……。でもそれは、深い考えがあったわけじゃない。それより以前に母様から聞いた台詞をそのまま真ま似ねして喋しやべっただけのことよ……それだけだった」


    　呉くれ羽はは、悠はる久ひさの口から告げられた事実を否定しようとした。自分の言葉がすべての元げん兇きようだったなどと、信じたくなかった。


    　なのに。


    「それが運命というものさ……意識していたわけではないと言うが、その実、君は心の底ではそう願っていたんだ。そうなる運命だったし、そうする意志だった。君の魂たましいがそれを望んでいたと言ってもいい……だから君はあの台詞を口にしたのさ。聞くんだ、呉羽。いつだって君だけを見ていた。君が生まれるよりも前から。君もズットこちらを見ていただろう？　鏡の向こう側を眺めるみたいに……。すべて君のためだ、君だけのためだ……！」


    「おまえの言ってることは支し離り滅めつ裂れつだ……！」


    　巽たつみが二人の間に声を挿はさんだが、悠久は動じたふうもなく、


    「君にはわかる必要ないさ。これは私と呉羽の話だ……二人だけの」


    　耳をふさいでなお、悠久の声は執しつ拗ように追ってくる。その歪ゆがんだ響きが呉羽の精神を追いつめていった。


    　恐ろしいことだった。悠久が目論もくろみ実行してきたことはすべて、かつて自分が何気なく洩らした無邪気なひと言が引き金となっていたのだ。


    「じきに世界が反転する。あとは君がこちらに来るだけだ……さあ呉羽、私のところへ来るんだ」


    　悠久は呉羽に向けて手を差し伸べた。


    　その声は優しく、顔には微笑をたたえていた。


    「誰が……あなたなんかと」


    　呉羽は悠久を睨にらみ据すえ、否定の言葉を口にした。


    　悠久は肩を竦すくめると、


    「呉羽、君は昔からそうだった。私が差しだした手を撥はねのけて……いつもいつもいつもいつもいつも……私がどんな気持ちでいたと思う？　そろそろ素直になってもいい頃合いじゃないかね」


    　聞きわけのない子供をあやすような口調で言う。呉羽にはそれが、まるで六年前のあの待合室での会話の続きのように感じられた。


    「幼い頃の君は『鏡の国のアリス』に読み耽ふけっていただろう。君だって憧あこがれたはずだ、あちら側の……鏡の向こう側の世界に。考えてみるがいい、退屈な日常に較くらべてその世界はどれほど魅力的だったか。それがすべて現実になるんだ。あらゆる不思議が実現される。拒む必要がどこにある？」


    「違う！　昔そう言いはしたけれど……私はそんな世界求めてはいない！」


    　呉くれ羽はは叫んだ。


    「自分を欺あざむくのはやめるんだ、本当は気づいているんだろう？　あちら側こそ自分がいるべき場所だということに」


    「違う！」


    　再び叫んだ。


    「違う違う違う違う違う違う違う違う違う違うちがう……」


    　悠はる久ひさの声は悪魔のように甘やかに呉羽の心に忍びこみ、否定する呉羽の声は次第に弱々しくなっていった。それは、幼い頃から絵本や画集のなかで親しんできた光景であるはずだった。


    「──やめろ！」


    　巽たつみが二人の間に立ちふさがった。


    　それ以上悠久の台詞せりふを聞いているのは我慢ならなかった。


    「完全な世界だか何だか知らないが……おまえの勝手な理想を押しつけるなッ！」


    「ふン、邪じや魔まするとは無ぶ粋すいな男だな」


    　悠久はつまらなそうに鼻を鳴らした。


    「君だってまったくの無関係というわけじゃない、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉によって完全な世界を垣間かいま見ているはずだ。人の身には過分な幸福だと喜ぶべきだがね。どれ、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉はどこまで育ったね？」


    　そこまで言うと、悠久は右手を差し出した。巽は耳の奥に激しい違和感を覚えた。


    「ごあッ……!?」


    　今までのものとは較くらべものにならないほどの激しい頭痛に襲われて、巽は蹲うずくまった。今にも顳こめ顬かみが割れそうだった。


    　ズルリ……と、右の耳から何かがはみ出していた。


    「鴫しぎ沢さわ君……！」


    「何だ……耳から出てくる……っ！」


    　両手で耳をふさごうとしてもおさまる様子を見せず、巨大な力で引き摺ずりだされるかのように、それは徐々に姿を現していった。


    「うあああぁあああッ!!」


    　ズチュルウ────────


    　直径一メートルほどの円形の物体が全ぜん貌ぼうを現し、床に転がった。同時に、巽の頭を襲っていた激痛も消えた。


    　そんな大きさのものが耳の穴から出てきたのも異常なことだが、更に驚いたことに、それは巨大な蝸牛かたつむりだった。いや、蝸牛の形をしてはいるのだが、開口部から覗のぞいているのは山や羊ぎの頭だった。


    　山や羊ぎの軀からだがまるごと蝸牛かたつむりの殻からにおさまっているのだ。殻の表面が正体不明の液体でヌラヌラと濡ぬれ光っていた。ヒョコリと突きだされた山羊の頭は苦しそうな鳴き声を上げている。


    「一体どうなっているの……」


    　床のうえの奇妙な物体を見下ろして、呉くれ羽はが啞あ然ぜんとした声を落とすと、


    「彼の頭のなかにあったもの──〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉の断片だ」


    　悠はる久ひさがこともなげに言った。


    「これが、ぼくの頭に……？」


    　巽たつみは自分の耳から出てきたものを信じられない思いで見た。この世に存在するはずもない生物。しかしそれは、たしかにいつか夢のなかに登場したものでもあるように思えた。


    「そう、君の脳内で生長してきた〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉が、〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉の回転に引き寄せられて現実へと流れでてきたのだ。まだまだこれは最初のひと欠片かけらに過ぎないがね。私の〈永久機関アムネジア・マクスウエル〉が新たな宇宙の種子を生みだすものであったとすれば、〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉は生成された世界を現実の側へ引きだすものだと言える……」


    　眼めの前で起きた現象を悠久はそう説明した。


    「〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉……これこそ、私が真に獲得すべき能力だった。いや、自分ではそれに気づかなかっただけで、認識していなかっただけで、実のところは昔から具そなわっていたものなのかもしれない。だからこそ遠い昔、壜びんの蓋ふたは容た易やすく回転したのだし、眼球は転がりながら階段を上っていったし、手から落ちたフォークは回転を続けていたのだろう。……すべてが、運命に導かれて起こるべくして起こったことだ」


    「何が運命だ、自分の都合いいように解釈してるだけじゃないか」


    　言い返す巽に、悠久は冷笑を返すだけだった。


    「何とでも言うがいい。〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉の前には君の意志など関係ない、これで私の目的は果たされる」


    　新たに訪れる世界を歓迎しようとするように、悠久は両手を広げた。


    　爾じ来らいの攻撃によって傷を負った脇わき腹ばらと顔の左半分を襲う痛みさえもが、悠久の心に歓喜を添そえているようだった。


    「ようやく、だ……」


    



    「ようやく『反転』が始まる……」


    　悠久は深く呟つぶやいた。


    　残された右眼めには、世界の真の姿が映りはじめていた。


    



    　周囲が不意に薄暗くなり、巽と呉羽は空を見上げた。


    「太陽が──」


    「月が──」


    　二人の声が交差した。


    　引き寄せられるようにして月が恐ろしい速度で移動し、空中で太陽と月が並んだところだった。円周上の一点で触れつながった二つの円は、メビウスの輪に似ていた。


    　月が太陽を隠すことによって起きる日につ蝕しよくとは異なって、太陽と月は、間を隔へだてる距離など存在しないかのように、触れあった端から溶けあってゆく……というよりは互いを呑のみこもうとしているふうに見えた。そうして二つの球体はひとつの塊へと変わっていく。


    　そのさまは太たい陰いん陽よう極きよく図にも似ていた。二つの勾まが玉たまをくっつけたような形……


    　遙はるか高みで起きている異様な現象に、巽たつみと呉くれ羽はは茫ぼう然ぜんとするばかりだった。


    　暗くなった空に、不意に血を滲にじませたかのような薔ば薇ら色の光が割って入ったかと思うと、次の瞬間にはまた闇やみに呑まれてゆく。互いを喰くらいあう獣けもののような光と闇のせめぎあいが複雑な模様を描きだし、絶え間なく変化していった。


    　球状を保っていた太陽と月の混こん淆こう体はやがて外形を崩し、全体の三分の一ほどがドロリと溶けだして、粘液状の塊かたまりが地上に降りそそいだ。いくつもの都市が落下してきた巨大な雫しずくに呑みこまれて崩壊した。


    「交差する眼差まなざしのなかで──太陽と月が互いを完全に呑みこみあう瞬間に、世界の反転は完了するはずだ……完了しなければならない」


    　世界が蠢うごめき、徐々にその相そう貌ぼうを変えつつあった。大気が巨大な流れを成なして渦巻いているのが見えた。


    「悠はる久ひさ、やめろッ！　こんなこと、」


    　異変に見舞われた世界を眺めて悠久は笑みをたたえたまま、


    「やめろだって？　はッ、そいつは無理な話だ。世界の反転は既すでに開始した。もう私にさえ止めることは不可能だ。無む論ろん、仮にできたとしても止めるつもりなど毛もう頭とうないがね。何な故ぜやめる必要がある？」


    　そして呉羽に向き直った。


    「準備は整った。この世界は新しい宇宙と入れ換わり……すべてを受けいれるんだ、それだけで君は完全な世界の住人になれる……」


    　そう誘いかけながらゆっくり歩み寄ろうとする。


    「悠久っ……」


    　その時──


    　まだかろうじて息があった爾じ来らいが、倒れたまま右手を振りあげると、屋上の床に拳こぶしを叩たたきつけた。


    「〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉ッ!!」


    　ゴッ────！


    　巽たつみたちは、足あし許もとの床が激しく揺れるのを感じた。


    　爾じ来らいの蝕能アタリアにより発生した巨大な圧力が、床から建物全体へとつたわってゆく。壁の内部を支える鉄筋が粉々に破は砕さいされ、自らの重みに耐えきれず、病棟全体が燐寸マツチ箱のように拉ひしやげて押し潰つぶされ……


    　巽は、呉くれ羽はは、爾来は、悠はる久ひさは──四人の軀からだは宙空に放りだされた。
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    「ごフッ……！」


    　何かが強く胸に押しつけられるのを感じて、息苦しさに巽たつみは喘あえぎ眼めを開いた。


    　倒れた胸のうえに、狼おおかみの頭の彫像が載のっていた。高こう麗らい石でできているにも拘かかわらず人工の頭部は口を動かし、何か異国の言葉を巽の耳にささやきかけてきた。ギョッとして、巽は身を傾けて彫像を払い落とした。


    　水み無な月づき病院の崩壊とともに重力に引かれるまま落下して地面に打ちつけられたため、全身が軋きしむように痛んだが、致命的な傷はないようでどうにか軀からだは動かせる。地面に折り重なった病棟の瓦が礫れきを搔かきわけながら、やっとの思いで隙すき間まから這はいだした。


    「はッ、はあっ、……は……ッ」


    　両手を地面につき、貪むさぼるように空気を吸う。呼吸を整えてから身を起こした。


    　少し離れた所にひとつの軀が横たわっていた。いや、最も早はやそれは人の形をしていなかった。


    「店長ッ！」


    　そちらへ駆かけ寄り、異い形ぎようの肉体と化した毘び舎しや利り爾じ来らいへと向けて呼びかけたが、当然のように返事はなかった。爾来の頭部に穿うがたれた穴は渦巻き状に軀を巻きとっていき、胸元までを呑のみこみ尽くしていた。頭部は跡あと形かたすらとどめていない。


    　あまりに惨むごたらしい最さい期ごだった。


    　無む惨ざんな姿に変わり果てた軀に屈かがみこんで、巽は歯は嚙がみした。


    　爾来は、あのままでは巽と呉くれ羽はが危険だと判断して、最後の力を振り絞しぼって〈メビウスのトウー・パート・頭蓋骨インベンシヨン〉を行使し、水無月病院全体を破壊することで悠はる久ひさと分断したのだ。無茶な行為ではあったが、そのおかげでかろうじて巽は助かった。


    「店長……」


    　巽はうなだれて爾来の軀を見下ろしていた。


    　ヂルリ……と、牡か蠣きを内臓から裏返したような形状の生物が足あし頸くびに絡からみついてきた。体表からジクジクと滲にじみだした灰はい褐かつ色しよくの粘液が、強い酸のように皮ひ膚ふを侵していく。


    「……ッ！」


    　足頸を襲った鈍にぶい痛みに、巽は思わず足を振って払いのけようとしたが、奇き怪かいな生物は肌に吸いついて離れない。巽はその軀を摑つかむと引き剝はがし、思いきり投げ棄すてた。地面に叩たたきつけられて、その生物は跳はねながら転がっていった。外見に似合わず可愛かわいらしい電子音のような鳴き声を上げた。アーモンドの香りを含んだ風が肩に囓かじりついて、ひと握りの肉を嚙み千ち切ぎり流れ去った。


    　この場所にとどまっているのは危険だ。


    　巽たつみは爾じ来らいの亡なき骸がらに最後の一いち瞥べつを投げてから、痛む脚をこらえて立ちあがり周囲を見まわした。


    「あッ──」


    　そこに存在するものを目まの当あたりにして絶句した。


    　見わたす限り無む惨ざんな壊滅の光景が広がっていた。


    　威い風ふう堂どう々どうと聳そびえていた巨大な直方体の建物は崩壊し、地面のうえに残ざん骸がいが積み重なっているばかりだ。瓦が礫れきのうちのいくらかは巨大な肉片へと変へん貌ぼうを遂げ、あるいは正二十面体の水晶、あるいは水母くらげ様ようの半透明の生物と化していた。


    　水み無な月づき病院ばかりではない。現実の側へと引き摺ずりだされた〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉の影響で、街は極度の混乱に陥おちいっていた。


    　空間が爛ただれ、捲めくれるようにして向こう側の世界の事物が溢あふれてきていた。


    　巨大な頭ず蓋がい骨こつでできたピアノを卵形の男が弾き鳴らしていた。開かれた書物の頁ページから夥おびただしい文字が抜けだし、ウジャウジャと不規則な列を成なして這はいまわっている。石榴ざくろの実が爆発して、人の顔をした孔く雀じやくを吹き飛ばした。


    　切りとられた二つの乳房が蝶ちようのようにヒラヒラと空中を舞っている。巨大な眼球が気球となって浮かび、凍りついた炎を運んでいた。


    　トランプの札から抜けだしたハートとスペードが小規模の戦争を繰り広げ、クイーンが断頭台にかけられて絹のような悲鳴を上げた。表面に人間の顔が浮かびあがった巨大なヒトデが地面を這いまわっている。


    　空中に稲いな光びかりが走ったかと思うと、その亀き裂れつによって空間が切りわけられ、その向こうからまた新たな光景が現れ溢れだしてくる。


    　道端に倒れた人影の腹部から、角ばった赤黒い突起物が突きだしていた。内臓が結晶状に凝ぎよう固こして尖とがった角柱が内側から皮ひ膚ふを突き破っているのだ。


    　また別の人物は頭部が壁掛け時計になっているし、ある男の体表からは無数の血管が突きだして触手のごとく這い伸びていた。いくつもの人体が曲がりくねり、折りたたまれ、組みあわさって機関車めいた巨大な機械を成している。植物の花弁が喇叭ラツパと化して終末の調べを吹き鳴らした。


    　道の両側に立ち並んでいた建物は家の形態をとどめていなかった。


    　ある建物は、三角形の各辺を二等分して結んだ中央にできる三角形を抉えぐりとり、残された三つの三角形のそれぞれの中央をまた抉りとり……無限に反復するフラクタル様式に変わり果てていた。


    　複数の多面体状になった家か屋おくが寄せ集まり、ミツバチの巣にも似た状態を成していた。かと思えば、壁も床もなく華きや奢しやな硝子ガラス製の階段のみで構成された回廊が虚うつろな外観を晒さらしている。


    　巻かれた包帯を解いていくように……あるいは皿に盛られたスパゲティをフォークで巻きとるみたいに……人々の軀からだが細い帯状にほどけてゆき、他の軀と絡からまりあいながらメビウスの輪のように[image: ]ねじれつながって、人体の内側と外側が存在しなくなっていた。


    　奇妙なことには、そんな状態にありながら彼らの顔にはことごとく至福の表情が浮かんでいるのである。


    「なんて有あり様さまだ……」


    　悪夢そのままの世界。


    　それは、現実そのものを素材としたひとつの──いや無数の絵画であり、地上に実現された反楽園だった。


    　自分の頭からこれらの光景が溢あふれだしているのだと想像すると、恐ろしくもある。


    　確認できるのは視界の及ぶ範囲だけだが、おそらくは世界中でこれと同種の現象が起きているのだろう。いや、この地球上だけでなく宇宙にまで及ぶのだろうか。それが世界の反転に違いないのだから……


    　それらの光景を目にして、巽たつみは奇異に思うと同時に懐かしく感じてもいた。


    　巽には見み憶おぼえがあった。


    〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉の影響だろう、何度となく夢のなかで垣間かいま見たものであり──いや、それよりも以前に、幼い頃に何度となく夢のなかでみた光景だと直感した。


    　以前有あり菜なから聞かされたところによれば、小さい頃、自分はよく夜中に恐ろしい夢にうなされていたという。それらの夢をモチーフとして、絵本作家であった母世せ織おりは数々の風変わりな絵本を著あらわしたのだ。


    「くッ……！」


    　どうしようもない悔かい恨こんが、無力感が襲ってくる。


    　悠はる久ひさの目論もくろ見みを、世界の反転を阻そ止しできなかった。自分の脳内にあった〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉によって世界が覆おおい尽くされてゆく。


    　もう自分にできることは何もないのだろうか。


    　──いや……


    　巽は顔を上げた。


    　赤黒い空中で溶けあった太陽と月は、既すでに半なかばほどまで互いを侵しん蝕しよくしあっていた。悠久は、太陽と月が完全に呑のみこみあう瞬間に世界の反転は完了すると言っていた。だとしたら今はまだ反転が進行しつつある状態ということなのだろう。わずかだが時間は残されている、すべてが終わってしまったというわけではない。


    　できることはまだ残されているはずだ。


    　──自分にできること……


    　巽は右手を見下ろした。どうしようもなく震えていた。息が詰まり、心臓が意思とは無関係に激しく打ち鳴らされた。


    　もし、この指先を頸くびすじに当てて、


    〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を走らせれば、


    　すべてが──


    「……っ……」


    　指先が頸すじに触れた。


    　冷たい──呉くれ羽はの指先だった。


    　その瞬間、巽たつみの脳のう裡りを呉羽の言葉がよぎった。


    　──死ぬことを考えないで。


    　昨日、巽に向けて呉羽はそう言ったのだ。


    　瑞みず羽はの死を経へてなおその台詞せりふを口にした呉羽の声には、強い響きがあった。


    　鴫しぎ沢さわ君が死ぬところを見たくないと呉羽は言い、そうしてあの時、巽は未来に目を向けたいと思った。画が布ふに向かう呉羽のそばにいる未来を思い描き、その光景を実現させたいと願った。


    　だから──巽は頸すじに当てた手を下ろした。


    　死んでほしくないと言った呉羽のためにも、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉を殺すために自分の命を絶たつという方法を選ぶことはできなかった。


    　まだ諦あきらめるのは早い。可能性は残されている。


    　──反転が完全なものとなる前に悠はる久ひさを斃たおす！


    　心をかためて、巽は歩きだした。


    「葛かつら城ぎさんを……捜さなきゃ……」


    　まず呉羽を捜しだして無事を確かめたい。そう遠くまでは飛ばされていないはずだ。先に悠久に見つけられたらどうされるかわかったものではない。


    　巽は混こん沌とんに覆おおわれた地上をさまよった。


    　針金でできたガランドウの象や、腹部に蓄音機を埋めこまれた鸚鵡おうむ、平面状の蜥蜴とかげ、風に流され転がるようにして移動する茸きのこ、上下さかさまの麒き麟りん、梟ふくろうの頭をした女神などがそばを通り過ぎていった。そのどれもが不気味な雰囲気を漂ただよわせていたが、そんなものにかまってはいられなかった。


    　しばらく歩いたところで、折り重なった瓦が礫れきの陰に呉羽の姿を見つけた。


    「葛城さん……！」


    　巽はそちらに駆かけ寄った。


    　倒れた呉羽の軀からだに、硝子ガラスでできた薔ば薇らの蔓つるが幾いく重えにも絡からみついていた。無数の棘とげに覆われた透明な茎が脚に、腰に、腕に、胸に、頸すじに巻きついて呉羽を搦からめ捕とっている。


    　眼を閉じたままの呉羽の顔からは血の気が失われ、蒼そう白はくで、一見息をしていないようにも見える。


    　棘から吸いあげられた血液が、透すき通った硝子の管くだの間を流れて薔薇の花弁へと至り、深い真しん紅くの大輪を咲かせていた。折り重なりかすかに脈動する花弁は人の心臓のようにも見えた。人工の吸血植物と化したそのさまはある種の美しさをも感じさせたが、見とれている場合ではなく、


    「葛かつら城ぎさん……！　大変だ……」


    　巽たつみは躊ちゆう躇ちよせず薔ば薇らの蔓つるに手をかけた。


    　隙すき間まから呉くれ羽はの軀からだを引き摺ずりだそうと蔓を引っぱったが、硝子ガラスの細い管くだはしなやかにたわむだけでどんなに力をこめてもけっして千ち切ぎれなかった。硬質の棘とげが掌てのひらに食いこみ、鋭い痛みが走る。滲にじみだした血液が指から茎へとつたいその色をいっそう鮮あざやかなものにした。貪どん欲よくな薔薇は巽からも血を吸いとろうとしていた。


    「つッ……！」


    　掌を襲った痛みに顔を顰しかめ、巽は無む我が夢む中ちゆうで蔓を手た繰ぐり寄せた。そうしてひとまとめにしたところで、右手の〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で切断する。


    　指先からつたわった一いつ閃せんで、薔薇の茎は硬い音を響かせてほどけ、地面に落ちて内側に含んでいた血を吐きだした。巽はやっとの思いで呉羽の軀を救いだした。


    　呉羽の皮ひ膚ふは薔薇の棘によっていくつもの傷を負っていたが、それぞれの傷じたいは小さなものだ。命に関わるようなものではない──はずだ。しかし呉羽は眼を閉じたまま動かなかった。巽は呉羽の両肩を摑つかんだ。


    「葛城さん、大丈夫？」


    　巽の声にも反応を示さない。


    「葛城さん、葛城さんっ……！」


    　繰り返し呼びかけた。


    　──死んでほしくない。


    　この人に生きていてほしい。


    　生きて……微わ笑らって、話しかけてほしい。


    　そんな気持ちだけが巽を動かしていた。


    「葛城さん、お願い、返事して……！」


    　感情を抑えきれず、次第に語調が激しくなりほとんど叫ぶようになっていった。


    　これまでの日々が巽の脳のう裡りを駆かけめぐった。


    　呉羽と出逢あってから、この二か月の間いろんな事件に遭そう遇ぐうした。


    　不思議な事件に。


    　鮮あざやかな血の色に彩いろどられた日々だった。いくつもの罪が重ねられ、秘密が曝あばかれた時間だった。


    　自分がついた噓に搦からめ捕とられて身動きがとれなくなった女がいた。人の死という現実を認められず、そのために殺人を犯すことになった娘がいた。自分が犯したわけでもない罪を引き受けようとして命を落とした少女がいた。己と同じ顔をした娘と運命をすり替えるために命を投げだした女がいた。


    　皆──さかさまだった。


    　そうしてたくさんの人が死んでいって……〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉により反転しつつある地上に呉くれ羽はと二人残された。


    　それなのに呉羽までいなくなるなんて──


    　………………


    　──厭いやだ。


    　そんなこと認められない。


    「かつ……ぎ、さん…………お願い……から……」


    　涸かれかけた喉のどから想おもいを絞しぼりだした。


    「…………ぅ……ん……」


    　弱々しい呻うめきを洩もらして、呉羽はゆっくりと瞼まぶたを開いた。


    「ぁ……」


    　最初、意識が朦もう朧ろうとしているような虚うつろな眼めだったが、巽たつみを認めると、す……と右手を胸のうえに差しだすようにした。


    　巽は思わずその手を取ると、強く握り締しめていた。


    「葛かつら城ぎさん……、良かった、良かった……！」


    　呉羽が生きている──そのことがタダ嬉うれしかった。


    　何に感謝すればいいのかもわからず、何度も同じ言葉を繰り返した。


    　周囲では異変が続いており、巨大なハープが倒れこみ平行に張られた弦でフラミンゴの軀からだを輪切りにしたり、ひとつの王国を内側に閉じこめたシャボン玉が空中を揺蕩たゆたっていたり、野鳥の軀が音符と化して降ってきたり、人面の花が虹の欠片かけらを貪むさぼっている……そんな状況に置かれているにも拘かかわらず、この一人の少女が生きているというそれだけのことでいくらか救われる気がした。


    「……鴫しぎさ…………くん……」


    　呉羽は小さく巽の名を呼び、手を握られるままに委ゆだねていた。薔ば薇らに相当の血液を奪われたらしく、気分が悪そうだった。定まりきらない視線で巽の顔を眺めた。


    　それから、自分の身に何が起きたのかを徐々に理解してきたようで、右手をきつく握り締しめてくる巽にいささか戸と惑まどいつつも、


    「ありがとう。……店長は？」


    　問われて、巽は喉に言葉を詰まらせ、呉羽から手を離すと無言で頭を振った。爾じ来らいの死の有あり様さまをつたえる術すべを持たなかった。


    　それだけの身ぶりで呉羽も爾来の身に起きたことを悟さとって、


    「……そう」


    　悲痛な声を落とした。


    「みんな……いなくなってしまったのね……鴫しぎ沢さわ君だけ……」


    　そんなことを呟つぶやきながら、巽たつみに両肩を支えられて呉くれ羽ははゆっくりと上体を起こし、あたりを見まわした。


    　視界の至る所で発生している怪現象の数々に驚いた表情を見せた。


    　牛の頭ず蓋がい骨こつを積みあげて構築された家か屋おく、地面のうえを流麗な動きで歩いていくコルセット、山や羊ぎの頭をした書記官が手にした羽根ペンで羊よう皮ひ紙しに架空の歴史を書き記し、大きさ三メートルあまりもある野の苺いちごが自らの重みに耐えきれずグジュグジュと崩れ呻うめきを洩もらしている……


    　梟ふくろうの剝はく製せいが腹から綿をはみ出させたまま飛び去った。その場所だけ重力が逆さになったかのように、レゴブロックで組み立てられた巨大な鯨くじらの軀からだが空中に浮かび果てしのない高みまで舞いあげられていった。


    「反転が始まってしまったんだ」


    「こんなことに……」


    　呉羽は深い溜ため息いきを吐ついた。


    　そして足あし許もとの、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で切断された硝子ガラスの薔ば薇らを見下ろした。断ち切られた管くだからドクドクと血が流れだし、薔薇の花弁は色を失っていく。〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉の影響で生命を持っていたとみなすなら、その花は血管を断たれて今まさに息絶たえつつあった。そのことを惜しむような視線を落としてから、呉羽は右手を差し伸べると地面に流れた血に指先を浸ひたし、躊躇ためらいがちに口を開いた。


    「……昔、薔薇の花を眺めながら、まるで心臓みたいだと思ったわ。人の軀から吸った血を茎で運び花弁に集めて咲き誇っているみたいだと……。この世の何よりも綺き麗れいだと思った」


    　指先を濡ぬらした血を眺めながら呉羽は何かを悔いるような声で語った。遠い昔の自分が抱いだいたそんな幻想が現実と化したかのごとき感慨に囚とらわれているふうだった。


    　短い沈黙ののち、


    「……ごめんなさい」


    　誰にともなくそんな呟つぶやきを落とした。あるいはその言葉は、かつての自分じしんに向けて投げかけたものなのかもしれなかった。


    「どうして葛かつら城ぎさんが謝るの」


    　巽は困惑しつつ尋たずね返した。


    「だって……鴫沢君も聞いていたでしょう」


    「悠はる久ひさが言ってたこと。あれって、」


    　巽が先を続けるよりも前に、呉羽は頷うなずいて、


    「本当のことよ。昔……悠はる久ひさにあんなことを言ったの。この世界はあるべき姿ではないって……勿もち論ろん、そんなつもりなかった。『何もかもが不完全だ』と言っていた母かあ様さまを真ま似ねてみただけだった。それが、こんな……こんなことになるなんて……」


    　肩が震えていた。右手で左腕を摑つかもうとして、それがそこに存在しないことにあらためて気づいたようだった。深く息をついてから、呉くれ羽ははさっきまでの自分の台詞せりふを否定するように頭を振り、


    「けれど結果としては同じことね。すべて、私が口にした言葉が原因だったのよ。許して……とは言わないわ。そんなこと言えるわけがない。何もかも私のせいなんだもの。鴫しぎ沢さわ君のお姉さんだって、母様のことにしたって、それに──」


    「違うよ……！」


    　すがるように謝罪しようとする呉羽を、巽たつみが遮さえぎった。


    「あんなの、悠久が勝手なこと言ってるだけじゃないか。葛かつら城ぎさんの責任じゃないよ」


    　本心からそう言った。今眼めの前に展開している光景の責任を呉羽に負わせることなどできなかった。


    「いいえ、やはり責任はあるわ。だって、悠久の企たくらみの原因そのものが私だったんだもの。私があんなこと言わなければ、世界はこんなふうになっているはずなかった。起こりえないことだもの」


    「葛城さんにはそんなつもりなかったんでしょ？」


    「ええ」


    「だったら……たんなる偶然の結果じゃないか」


    「偶然……」


    「葛城さんはこんなこと望んじゃいなかったんだから。そんな台詞を真まに受けて、ありえない世界を実現させようっていう悠久がおかしいんだ」


    　六年前、年とし端はもいかぬ頃に口にした些さ細さいな言葉が思いがけず悠久の計画の引き金となったとして、それを責めることなど誰にもできないだろう。タッタひと言が世界を覆くつがえすなどというめぐりあわせ、誰にも予想のつくことではない。


    　どうにかして説き伏せようとする巽から、呉羽は顔を背そむけた。


    　聞きたくない、というふうに。


    「でも──完全になかったとは言いきれないかもしれない……鏡の向こう側の世界に憧あこがれていたのは事実だから。『君は心の底ではそう願っていたんだ』って悠久が言っていたけれど、その通りなのかもしれない。まったく願っていなかったと言えば噓うそになるわ……。昔、母様の口からあなたの軀からだはさかさまなのよと告げられて、絵本に描かれた鏡の国こそ自分がいるべき場所なのかもしれないと思った。今だって私、この透すき通った薔ば薇らを見て一瞬、綺き麗れいだと思ってしまったもの」


    「あんなやつの言うこと気にする必要ないよ」


    　呉くれ羽はは力なく頸くびを振った。


    「でも私は言ったのよ。それは事実だわ。そしてそのことに気づいてしまった以上、忘れられないわ……消せない。今まで起きたことすべて……」


    　更に声こわ色いろを低くして、


    「どうして私…………あんなこと……言わなければ良かったのに……」


    「葛かつら城ぎさん……」


    　幼い頃口にしたひと言を、呉羽は深く悔いているようだった。


    　そんな些さ細さいな言葉、呉羽じしんにすら責任があるはずはなかった。けれども、いや、だからこそ、呉羽は誰のものでもない責任を背負いこもうとしているのかもしれなかった。かつて呉羽の口から発せられたひと言は、悠はる久ひさの頭のなかでひとつの観念として定着し、ふくれあがり、そしてその結果が今、惨ざん酷こくな刃やいばとなって呉羽の身へと跳はね返ってきていた。


    「自分ではそうと意識していなかったからこそ、余計に大きな罪なのかもしれない……償つぐないきれない罪……」


    　語尾は弱まって掠かすれ、搔かき消えていった。


    　それを罪と呼ぶならば、あまりにも小さな罪だったが、しかし引き起こされた結果はあまりに巨大なものだった。蝕能アタリアに関わったすべての人間の運命を[image: ]ねじ曲げ、最終的には世界全体を別の姿へと変えることとなってしまったのだから。ひとつの世界の終しゆう焉えんという途方もなく大きな罪を、一体この世の誰が背負いきれるだろう。


    「私──、」


    　呉羽は更に言葉を続けようとしたが、喉のどの奥で引き攣つれたような音を立てただけだった。何を言うべきかすらもわからず、立ちあがり巽たつみに背を向けて歩きだそうとした。


    「葛城さん、待って……！」


    　逃げるように歩きだそうとする呉羽の右手を、巽は摑つかみ止めた。


    　二人は動きを止めた。呉羽の腕の、薔ば薇らの棘とげの傷から流れた血が静かにつたい落ちて、巽の指に絡からんだ。


    　いつかと同じ──いやさかさまだと感じた。


    　──あの時だ、と巽は思った。


    　二か月前の雨の夜、巽は呉羽と出逢あった。


    　駆かけだした巽の後を追って呉羽が右手を摑み止め、そこから二人の運命は絡まりはじめたのだった。そして呉羽と右手を交換し……今、その二つの運命は解きがたいほどにもつれあっていた。


    　あの時と恰ちよう度ど逆の状態で……巽は口を開いた。


    「葛城さん」


    　呉くれ羽はが自身のうちに抱えこんだ罪の意識は消せないのかもしれない。


    　巽たつみがどれほど否定したところで無駄なのかもしれない。存在しないはずの罪であるが故ゆえに、それは消すことの不可能なものなのだろう。


    　なら──


    「償つぐないきれないなら、ぼくも背負う」


    　巽は迷いのない声で告げた。


    「え……」


    「ぼくだって心の底では望んでた。〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉のみせる夢って形で垣間かいま見て、こうなることを願ってたんだ。だから葛かつら城ぎさんに罪があるなら、ぼくだって同じだ」


    　呉羽が背負いこんだ罪を、いくらかでも共有することはできると思った。拭ぬぐい去ることはできないとしても、少しでも担うことはできるはずだと思った。そしてそれを引き受けられるのは自分しかいなかった。


    「噓うそよ──」


    　呉羽は顔を背そむけたまま、小さく叫んだ。


    　その声は宙空で不思議な化学反応を引き起こし、小さな火花を散らせた。わずかの間、蒼あお白じろい燐りん光こうが弾はじけて幾き何か学がく模様を描きだし、儚はかなく消えていった。


    「噓じゃない」


    「うそ……」


    　重ねて否定しようとして、呉羽は喉のどに言葉を詰まらせた。


    　そんな呉羽の背に、巽は続けて声を投げかけた。


    「葛城さん、今までいろんなことがあったよね。哀かなしいことが多かったけど……。たぶんぼくも忘れられない。でも、忘れられなくても、過去を引き摺ずったままでも……それでも前に進むことはできるって、葛城さんが教えてくれたんだ。大事なのは、過去に過あやまちを犯したことじゃなくて、いま間違えずにいられるかどうかだと思う」


    「鴫しぎ沢さわ君……」


    「葛城さん、ぼくに言ったでしょ。『死ぬことを考えないで』って」


    「…………」


    　呉羽はゆっくりと頸くびをめぐらせて巽へ振り返った。


    「いつか絵を描きたいんだって言ったよね。ぼくに見せてくれるって。……あの時、ぼくはほんとに、葛城さんの描く絵が見たいって思ったんだ。今もそう思ってる。葛城さんのそばにいたいって……。だから、」


    　巽は呉羽を見た。


    「一緒に行こう」


    　呉羽は巽を見た。


    　二人の視線が絡からまり……やがて呉くれ羽はは静かな微笑を浮かべて、


    「そう……そうね、そうだったわね……」


    　嚙かみ締しめるように言った。


    　二人はしばらくそのまま凝み視つめあっていたが、巽たつみが、


    「急いで悠はる久ひさを捜そう」


    「ええ──」


    　と二人が歩きだそうとしたその時、


    「──その必要はない」


    　背後からそう声がかけられた。


    



    　　　§


    



    　振り向いた二人の視線は、折り重なった残ざん骸がいのうえに立つ白い人影に吸い寄せられた。


    　白衣を身にまとった、葛かつら城ぎ悠久がそこにいた。


    　その胸元には、歪ゆがんだ輪の模様がある。毘び沙しや利り文もん殊じゆの命を絶たった、無限の人格を葬り去った帯。


    　爾じ来らいとの戦いによって脇わき腹ばらと左眼めを負傷しているものの、悠久の顔は恍こう惚こつにも近い表情をたたえ、残された右眼は異様な輝きを帯びていた。世界の反転を目前にして歓喜に打ち震えているようだった。


    「悠久……」


    　巽は悠久に鋭い眼まな差ざしを向けた。


    　悠久の周囲では空間や時間までもが歪ゆがみはじめているらしく、その姿は歪わい曲きよくして見えた。落下する血の雫しずくは等加速度運動せず不規則な軌跡を描いて循環している。


    「おまえのせいで……店長まで死んだ！」


    　悠久は巽の叫びに動じたふうもなく、


    「なに、哀かなしむことはないとも。むしろ喜ぶべきだ。これがあの男の運命だったのだからね。それに……彼のおかげで、私はこの能力に到達できた」


    　ひらりと身を躍おどらせると地面に降りたち、新たな能力の宿った右手を見下ろした。それから巽に顔を向けて、


    「おかげでようやく〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉が現実のものとなりつつあるわけさ。君も無能なりに役に立ってくれたじゃないか」


    「──黙れ！」


    「オヤオヤ、気が短いな。怒ることはないじゃないか、礼を言っているんだからね。君には感謝している……君にも、君のお姉さんにも、そしてあの男にも……」


    　悠はる久ひさは顔を上げ視線を空へと向けた。


    　互いをまさぐるように溶けあった太陽と月が、[image: ]ねじれ、クラインの壺つぼさながらの形へと変化してゆく。


    「綺き麗れいだろう……睦むつまじい恋人の抱ほう擁ようみたいだ」


    　光と闇やみが入り混じった空を見上げて、悠久は満ち足りた笑みを零こぼした。


    「ユングは読んだことがあるかな？」


    　名高い心理学者と知ってはいるものの咄とつ嗟さに返答できず、巽たつみは、


    「何？」


    「おや、ないか……そいつは残念。ユングはその著書のなかで、夢をみる人間の夢、精神を病んでいる人間の妄想に現れるイメージ、原始社会の民族が残した図像、中世の錬れん金きん術じゆつ師たちが残したヴィジュアル、これら四つはイメージ操作の方法論において共通していると説いた。そして、異なるコンテクストに基づいたそれらのヴィジュアルに共通して見られるイメージこそ、集合無意識が存在することの証拠だと考えた」


    「集合無意識？　何を言ってるんだ……」


    　突然何の脈絡があるのかもわからないことを語りはじめた悠久に、巽は戸と惑まどった。


    「君にもわかるだろう？　……わかるはずだ……わからねばならない。人々の集合無意識に刻まれているのは、『完全な世界』の記憶だ。誰もが日々、夢という形で無意識のうちにその世界の断片を垣間かいま見ながら、しかしそれを自覚してはいない。わずかにシュルレアリストたちがその世界を意識し表象したのだ」

  


  [image: ]


  
    「完全な世界の、記憶──」


    　巽たつみは茫ぼう然ぜんと繰り返した。


    「そう、だから君にも資質があったんだよ。昔、私のところに通院してきた君はいつも悪夢にうなされると言っていただろう。君が夜ごとみていた悪夢もまた完全な世界の一部にほかならない。だからこそ私は〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉を君に預けることにしたんだ。誰の脳でも良かったわけじゃない。適合性というやつかな、君ならよく馴な染じむだろうと思ってね。期待通り、君の頭のなかで〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉は実に見事に育ってくれた。あっは、だから君にも礼を言わねばなるまいな」


    「それがこの世界だっていうのか」


    　悠はる久ひさの言いい種ぐさに苛いら立だちを覚えつつ、巽は視線を周囲にめぐらせた。


    　変異はいよいよ激しさを増し、足あし許もとの大地さえ表面から剝はがれ捲めくれ、また所々は沸騰するようにボゴボゴと泡立っている。三人が立つ地面もきわめて不安定な状態にあった。


    　めまぐるしく変化する風景を眺めて悠久は実に満足げに、


    「その通り。〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉の回転によってあらゆるものが巻きとられ、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉を現実のものとすることで完全な世界が実現されるんだ。そして最終的には、ひとつの巨大な意識へと到達する。タダひとつの意識──それは、神の脳に似た存在と言っていいだろう」


    「神の脳だって、莫ば迦かな……。そんなこと本気で信じてるのか」


    　悠久は肩を竦すくめた。


    「逆に訊ききたいんだが……何な故ぜ邪じや魔ましようとするんだね？」


    　思いもしなかった問いに、一瞬、巽は虚きよを衝つかれた。


    「何故って──当たり前じゃないか」


    「いいかね、よく考えてみたまえ。私はべつに世界を支配しようだとか望んでいるわけじゃない。そんなのは下げ衆すの考えることだ。私はただ世界をあるべき姿に戻そうとしているだけだ。それこそが真の形なんだ。これまであった世界の方がかりそめの姿だったわけさ。感謝されこそすれ、止められるべき筋合いはないと思うがね。よくよく考えてみればわかるはずだ。いや、考えなくてもわかるはずだ。君も知っているんだから」


    「そんなの詭き弁べんだッ！　あるべき姿だなんて誰が決めた……！」


    「誰が、か……フウ────────────ム」


    　意気ごむ巽に、悠久は落ち着きはらった様子で、


    「それは良い質問だ。昔から、私はこんな問いを抱いだいていた。かつて、宇宙が発生した瞬間には意識は存在しただろうか？　と……」


    　問いかけるような視線を投げかけた。そして巽が口を開くより先に、


    「その問いに対し、誰かが『無む論ろん、存在したとも』と答えた。誰か──それは世界そのものと言って良かった……」


    　自ら答えを口にした。


    「世界そのもの？」


    　呉くれ羽はが問い返した。


    「ああ、世界が、宇宙じたいがそう言ったんだ」


    「そんなことあるわけが……」


    　反論しようとする巽たつみを、悠はる久ひさは手を差しだして制した。


    「まあ聞きたまえ。宇宙の始まりの時点において、元々はタダひとつの意識だけが存在して、それが分割されることによって個々の意識が発生したのだ。すべての根源である単一の意識……それこそが宇宙そのものだった。一個の卵子が分割されることによって生物としての形を獲得していくように……。であるが故ゆえに、人々は派生する前の原型の記憶を集合無意識として有している。その意識体の『意志』こそが『運命』にほかならない。すなわち、運命とは宇宙の意志そのものだ」


    　悠久はいったん言葉を切ってから、口くち許もとを歪ゆがめた。


    「世界を意識だけの存在にすること……そしてその意識のうちではあらゆることが生起する。いいかね、意識しか存在しない世界においては思考することと体験することの間に違いはない。あらゆることが可能になるんだ。すべての可能性のいずれかが選択されるのではなく、すべてが同時に生せい起きする。人類がこれまで体験したすべてのことと、体験しなかったすべてのこと、体験するはずのすべてと体験しないはずのすべてが存在する。


    　あらゆる文法が、あらゆる算術が、あらゆる因いん果が律りつが、あらゆる『あらゆる』が可能となる……それこそが、無限に続く夢であり『無限の可能性』だ！」


    「そんなの──あくまで夢で、それ以上のものじゃない」


    「いいや、違うな。夢でもあり現実でもあるんだ」


    「夢でもあり、現実でもある……」


    　巽は、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉で体験した夢の出来事を思い返しながら呟つぶやいた。


    「現実以上の現実さ。一人の人間であることが、一人の人間でしかないことが、私には耐えがたかった。子供の頃からズットだ。理り不ふ尽じんな限界が厭いやで……その反動のようにメビウスの輪を、クラインの壺つぼを愛した。そこにこそ『無限』が表象されているはずだったから。人に意識があるのと同様にモノにも意識があり……そして概念にもまた意識が存在するはずだと考えた。外界を完全に消し去るためには、世界全体を自己と等しくする必要がある。わかるかね。今、世界は本来の姿へと戻りつつあるんだよ。その、ただひとつの意識の内部で展開される出来事は──現実のあらゆる可能性のシミュレーションと言っても良いが、同時に現実そのものでもある」


    「それが……あなたの求めた世界なの？」


    　呉くれ羽はが咎とがめんばかりの問いを挿はさむと、


    「私の……？」


    　悠はる久ひさは顔を下げ、呉羽を見た。


    「……そうでもあるし、そうではないとも言える」


    　愛いとおしむような視線だった。


    　その視線の優しさに、呉羽は思わず身を震わせた。


    「言っただろう、呉羽、これはすべて君のためなのだからね。私が求めたものであると同時に、君が求めたものだ。それは同じことなんだよ。君は『完全な世界』そのものと言っていい存在だ。私はその世界を何度となく垣間かいま見、いつも君の姿を見てきた。……だから君がこの世に生を享うけるより遙はるか以前から、君と私とは結ばれていたんだ。終わりのない紐ひもでつながった恋人のように……」


    「世よ迷まい言ごとはもうたくさんだ」


    　巽たつみが、吐き棄すてるように悠久の言葉を遮さえぎった。


    「世迷い言だと……？」


    　悠久の声にわずかな苛いら立だちの響きが混じる。


    「そうだ、葛かつら城ぎさんのためだなんて言って……自分の願望をすり替えて誤ご魔ま化かしてるだけじゃないか。おまえが見てるのは葛城さんじゃない、世界でもない、自分の観念と戯たわむれてるだけだ」


    　悠久は、巽につまらなそうな一いち瞥べつをくれると鼻を鳴らした。


    「残念だな……君には私の理想が理解できないか」


    「理想だって」


    　巽は深く頭を振った。


    「ひょっとしたらおまえの言う通り完全な世界が存在するのかもしれない。そこではどんなことだって起こりうるのかもしれない。ぼくだってそれを夢のなかで体験してきたんだから。……でも、それが何だっていうんだ」


    「ふン？　何が言いたい」


    「おまえの研究が原因で、いろんな人が死んだ……無限に触れるための可能性だなんて言って、実際のところは関わった人すべてを不幸にしただけだ。仁に科しな澪みお、菱ひし沼ぬま山さん査ざ子し、守もり時ときミサゴ、それからぼくの姉さんも、葛城さんのお母さんも、そして店長も……みんな、自分の意志に殉じゆんじるようにして命を落としていった」


    　名を口にするたび、一人一人の顔が脳のう裡りに浮かび消えていった。溢あふれる言葉を止めることができず、巽は喋しやべりつづけた。


    「……その痛みを知らないおまえに何が理解できるって言うんだ！　人を殺すことに何の感情も抱いだかない……そんなおまえが理想を語るなッ！」


    　悠はる久ひさは少しの間あいだ沈黙していたが、


    「……言いたいのはそれだけか？」


    「……っ」


    　悠久の口ぶりは揺るがなかった。


    　口くち許もとには相変わらずの笑みが浮かんでいる。巽たつみを見るその眼めには、かすかな憐あわれみの色さえ滲にじんでいた。


    　自分の信念をいささかも疑ってはいない態度だ。


    　通じない──この男には最も早はや人の論理は通じなかった。


    「世界の反転さえ終われば君には用はない。君はただの容いれ物だった。〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉──ひとつの宇宙を閉じこめた容器というわけさ。壜びん詰めの胎児みたいにね。その役目ももう終わる。あまり囀さえずられるのも耳みみ障ざわりだな」


    　そう言って悠久は巽の方へ歩み寄ろうとする。


    　巽は身構え、悠久と一定の間隔を保って横に移動した。


    　悠久の〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉によって繰りだされる回転にだけは注意しなければならない。爾じ来らいがその身をもって示した通り、ひとたびその攻撃を受け巻きこまれるや、止める術すべはないのだろう。迂う闊かつに近づくのは危険だ。沸きたち爆はぜる地面に足をとられないよう慎重に歩ほを運ぶ。


    　その時、悠久の背後から何か巨大なものが接近してくるのが見えた。よほど重量のあるものらしく、地響きが聞こえた。


    「何だ……」


    　巽は眼を凝こらし、その正体に気づいて大きく見開いた。


    「な──」


    　直径五〇メートルはあろうかという円形の物体──観覧車の車輪状のフレームが物凄い勢いで転がってきていた。


    「回転は美しい……」


    　愛いとおしむように呟つぶやいた悠久のスグ横を轟ごう音おんを立てて通り過ぎ、観覧車は真まっ直すぐに巽の方へ向かってくる。それぞれのゴンドラにはノアの箱船のごとくさまざまな動物たちが閉じこめられ悲鳴をあげていた。


    　フラクタル様式の建物を、人体を寄せ集めた機関車を、水母くらげ様ようの生物を……進路上にあるものことごとくを轢ひき潰つぶして、数秒と経たたないうちに、巨大な車輪は巽の眼前に迫っていた。地に落とした影が巽の軀からだを覆おおう。


    　こんなものの下敷きになっては、人体など原形すらとどめず押し潰されるだろう。


    「回転に身を委ゆだねろッ!!」


    　悠久が言い放った瞬間、


    「──うぉあッ！」


    　無む我が夢む中ちゆうで、巽たつみは思いきり横っ飛びに身を投げだした。どうにか正面衝突は避けられたものの、ゴンドラの端が軀からだを掠かすめていた。観覧車の重量に較くらべれば、生身の人間など地を這はう芋いも虫むしのごとき存在でしかない。巽の軀はあえなく吹き飛ばされ、猛烈な勢いで地面に叩たたきつけられた。観覧車はそのまま速度を落とすことなく走り去っていった。


    「ぐ……ぅッ……」


    「鴫しぎ沢さわ君……！」


    「葛かつら城ぎさん、下がってて！」


    　駆かけ寄ろうとする呉くれ羽はへと向け叫び、巽はすぐさま身を起こした。全身を激痛が襲ったが、休んでいる暇ひまはなかった。


    「ぼくがこいつを斃たおす」


    「往おう生じよう際ぎわが悪いな……何な故ぜ避ける？」


    　惜しむような口調で言う悠はる久ひさを、巽は睨にらみ据すえた。


    　──どうにかして悠久の攻撃を避けて接近しなければ……


    　倖さいわいにと言うべきか、爾じ来らいとの戦いで悠久は左眼めを失っている。巽は、悠久の視界の及ばぬ方から近づいて攻撃すべきだと判断し、左側にまわりこもうとする。


    　その動きを察知したかのように、悠久は、す……と一歩後ずさり、積み重なった病棟の瓦が礫れきの間に手を伸ばした。


    　次の瞬間、残ざん骸がいのなかから突如一本の鉄骨が跳はねあがったと思うと、大だい蛇じやのごとく曲がりくねり巽の軀に巻きついた。


    「ぅあッ──!?」


    　身を[image: ]よじらせるが、隙すき間まもなく抜けだすことができない。


    「〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉で鉄骨に回転を加えた……。君の軀を押し潰つぶすまで折れ曲がる」


    「う、ぅッ……」


    　鉄骨に両腕を縛りつけられる形となって、巽は呻うめいた。〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を使おうにも、腕が曲げられず鉄骨まで手が届かない。


    「がっ…………ぁ……」


    　万まん力りきのような力で締めつけられて肺が圧迫され、呼吸が困難になる。骨が軋きしむようだった。悠久の言う通り、このままでは肋ろつ骨こつまでへし折られてしまうだろう。


    　それを避けるには──


    　両腕を締めつけられたまま、巽は思いきり倒れこんで地面に転がった巨大なハープへと身を投げだした。


    「ぐッ……！」


    　ハープの胴に打ちつけられ、その衝撃によって右腕が肘ひじからあらぬ方へ折れ曲がった。骨が折れたかもしれないが、そんなことさえ気にしている余裕はない。


    　ようやく鉄骨に指先が触れる。


    　巽たつみは〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で鉄骨を切断した。断面から錆さび色いろの血を噴ふいて、両断された鉄骨は力を失い、地に転がってのたうちまわった。


    　やっとの思いで拘こう束そくから解放された巽は、再び悠はる久ひさへと向かう。


    　眼めの前のこの男を斃たおす──それだけが巽の頭を占めていた。


    「ちッ……、手て癖くせが悪いな」


    　難を逃のがれた巽を見て、悠久は舌打ちした。


    「だがそれももう終わりだ」


    　悠久はしゃがみこむと、右手を地面に突きたて〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉で回転を加えた。


    　グネリと、足あし許もとの地面が[image: ]ねじ曲がった。


    　変形し流動する大地のうえで、巽の軀からだは体勢を崩して倒れ、うねる地面に引き摺ずられてそのまま悠久の方へと引き寄せられた。そうして至近距離まで近づいた巽に、悠久は攻撃を繰りだした。


    「その身をもって味わうがいい、〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉ッ！」


    　ズジュリ……と、悠久の指先が巽の右腕に突き立ち、すぐさま引き抜かれた。


    　悠久の攻撃を受けた前腕の部分から、巽の右腕が回転を始め[image: ]ねじれていく。皮ひ膚ふが、肉が、骨が、ゴムでできているみたいに容た易やすく螺ら旋せん状に曲がりくねる。


    「うぐああァっ！　腕が……！」


    「まだ殺しはしない……世界の反転が完成するその瞬間を眼に焼きつけるがいい」


    「ッ……ぅ……！」


    「タダその右手は封じさせてもらったよ。手て癖くせが悪い子供は始末に負えないからな。これで〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉も使えまい」


    　巽は右腕を押さえようとするが、回転は止まらないどころか速度を速めていく。左手さえもがその運動に巻きこまれそうになり、慌てて引っこめた。悠久の言う通り右腕の自由が奪われ、最後に残された希望であるはずの〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉さえもが封じられてしまった。


    「最も早はや何をしようと無意味だ、回転が止まることはないのだから……。私と呉くれ羽はの結びつきを断ち切ることは誰もできない」


    　そう宣告して、悠久は再び呉羽に顔を向け、招きいれるように両手を広げた。


    「これで邪じや魔まする者はいない。どうだ、呉羽。見るがいい、これが完全な世界だ──君のための世界だ」


    　大気が軋きしみ、壊れた弦楽器のように崩壊の戦せん慄りつを奏でる。


    　羊し歯だ状の植物が恐ろしい勢いで生え伸びて、薄赤い胞ほう子しを吐きだした。視界いっぱいに無数の眼がひしめき、引き伸ばされるように変形して細く千ち切ぎれ消えていった。空中の一部が歪ゆがみ、見る間にふくれあがったかと思うと破裂して夥おびただしい血が滝のような流れとなって地上に降りそそいだ。地面に亀き裂れつが走り罅ひび割われ、大きく開いた裂け目から脈打つ内臓が覗のぞいた。


    　新たな、完全な世界の完成がもうすぐそこまで迫っているのだ。


    「…………」


    　呉くれ羽はは変異に覆おおわれた空を見上げた。


    　遠い昔にかすかな憧あこがれを抱いだいたはずの世界だった。


    　それから呉羽は、フッと断ち切るように微笑を浮かべると、巽たつみに歩み寄り背後に立った。


    「鴫しぎ沢さわ君」


    　名を呟つぶやいて、呉羽は迷いのない動きで巽の軀からだに寄り添そうと、敢えて巽の右腕に自分の右手を重ねた。


    「葛かつら城ぎさん……」


    　呉羽が何をしようとしているのかを、巽は瞬時に理解した。


    「預けていた右手……返してもらうわね」


    　呉羽は巽の耳にささやいた。


    「莫ば迦かな！　呉羽、何をしているんだ……！」


    　悠はる久ひさは驚きよう愕がくに叫んだ。


    　悠久にとっては、世界の反転が完了すれば最も早はや用済みとなる巽さえ始末すればそれで事足りるのだ。呉羽までその回転に巻きこまれてしまっては意味がない。自分がすべてを懸かけてきたものが台無しになってしまう。


    　摑つかみ止めようとするように右手を差しだしながら、悠久は呉羽へと向かい一歩踏みだした。


    「血迷ったのか？　その手を離せ、離さねばならない、今すぐだ……！　でないと君まで回転に巻きこまれる……！」


    「結構よ。それが望みだもの」


    　これまで交換したままだった巽と呉羽の右手が、今、回転に巻きこまれ重なり絡からまってゆく。いや、それは二人だけのものではなく、鴫沢有あり菜なの、葛城瑞みず羽はの、毘び舎しや利り爾じ来らいの意志を受け継いだ手でもあるはずだった。


    　巽は、呉羽は、つながった右手を差しだした。


    　細い指先が悠久に触れる。


    　巽は、呉羽は、悠久は、動きを止めた。


    　三人の間で時間が凍りついたかのようだった。タダその右手の回転だけが静かな運動を続けていた。


    「呉……羽……」


    　悠久が呻うめくように呟つぶやいた。


    　巽は悠久を見み据すえた。


    　呉くれ羽はは静かに微笑した。


    　そして声を重ねて、


    「〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉ッ────!!」


    　腕が絡まり何重にも[image: ]ねじれつつある状態のなか、悠はる久ひさへと向けて、その指先に宿った蝕能アタリアを行使した。


    〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉はどんな物体であろうと触れた箇所から直線状に切断する……それはすなわち、透明な平面で切断することにほかならない。その現象が回転に巻きこまれたならば、曲面となって分割していくはずだった。


    　ス──────────────


    　と、悠久の軀からだに[image: ]れた曲線が走った。


    　曲線は交差し、複雑に折り重なり、悠久の軀を幾いく重えにも切断してゆく。見る間に数を増して走りぬける曲線によって体表が分割され、厚さを持たぬ傷口から霧きりのようにこまかな血ち飛沫しぶきが噴ふきだした。


    「な……ッ！」


    　自分の軀が細こま切ぎれになってゆくさまを目にして、悠久は信じられないというふうに顔を歪ゆがめた。初めて見せる表情だった。


    　皮ひ膚ふの表面を〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉の曲線が網目状に覆おおってゆく。


    　にわかに悠久も、自らの身を間近に襲う死をまざまざと思い描いたらしく、


    「よせ……世界の反転はもうほとんど完成というところまで進行しているんだ、ここでそれを止めたら後にどんな世界が待っているか、私にも想像がつかない。取り返しのつかないことになるんだぞ……！」


    　必死の声だった。


    「かまわない……どんな世界でも今の状態よりはマシだ」


    　迷わず答える巽たつみに、悠久は焦しよう燥そうの色を強め語調を激しくした。


    「自分が何をしようとしているのかわかっているのか？　おまえは私を殺そうとしているだけではなく、無限の可能性を殺そうとしているんだ……！　かつて、私が毘び舎しや利り文もん殊じゆを殺したのと同じ……いや、それよりも遙はるかに大きな過あやまちを、無限に大きな罪を犯そうとしているんだ。そんなことが許されると思っているのか！」


    「許されなくていい。それがどんなに罪深いことでも、たとえどんな世界が待っていようと……今ここでおまえを斃たおす」


    　巽の決意が揺るがないと見るや、悠久は呉羽に向けて、


    「呉羽、考え直せ。君がそんなことを望んでいいはずがない……あってはならない。完全な世界そのものである君が……」


    「生あい憎にくね。私、そんな大層な存在ではなくて、ただの人よ。ただの、無力な──」


    　呉くれ羽はは静かに告げた。何の力もない、けれど──


    「でも、そんな私でも、あなたを止めることはできる」


    　呉羽は少しだけ声をやわらげて、


    「私、あなたのことが嫌いだったけれど、心のどこかで憧あこがれてもいた。白衣に身を包んでメビウスの輪の模様の入ったネクタイをつけて、父とう様さまに錬れん金きん術じゆつの話をささやくあなたを見て、魔法使いみたいだと思って……私がお医者さまになりたいって話したら『そいつは素敵だ』って言ってくれて……ホンの少しだけ憧れてたの。でも──だから私、あなたのしようとしていることを止めるわ」


    　悠はる久ひさの顔を絶望の色が覆おおい尽くした。


    　悠久は呉羽へ向けて腕を伸ばそうとし、それができないことに気づいて慄りつ然ぜんとした。


    　差しだした手は呉羽の軀からだに触れることなく、視線の先で指先が霧きり状になり大気に溶けこむように消えていった。その現象は掌てのひらへ、手て頸くびへと続いてゆき、肘ひじまでが消え失うせた。こまかな塵ちりほどにまで切り刻まれた軀が、粒子状になって空気中へ拡散しているのだ。それを止める術すべはなかった。それでもなお悠久は執しゆう着ちやく棄すてがたく、


    「邪じや魔まするな、世界が反転しタダひとつの意識へと還元されることは宇宙の意志なのだ！　たかだか一個の人間に止められることではない……あってはならない。宇宙そのものが望んでいるのだ。そうあるべきだからそうあらねばならんのだ！」


    　かろうじて残された喉のどで叫ぶ悠久に向けて、


    「宇宙の意志なんて必要ない、ぼくはぼくの意志でおまえを斃す」


    　巽たつみは言い放ち、


    「無限に分割されて死になさい」


    　呉羽はささやいた。


    　今、二人の心は同じだった。


    　重ねた右手にひとつの意志をこめて〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を迸ほとばしらせる。


    「うゴおおおおおおおおぉおおおおッ──────!!」


    　悲鳴を上げたその喉に、悶も搔がくように[image: ]ねじれた舌の表面に、曲線が走り切り裂かれる。声を発した器官を断って、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉は既すでに悠久の頭部にまで達していた。


    　口こう腔こうを鼻び梁りようを残された眼球を頭ず蓋がいを脳のう髄ずいを。


    　かつて悠久が文もん殊じゆの屍し体たいを解体したよりなおこまかく、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉は悠久の軀を分割し分割し分割し分割し分割し……眼めに見えぬ最小単位まで分割してゆく。


    　悠久の意志が、理想が、観念が、切り刻まれ霧む散さんした。


    　断だん末まつ魔まの叫びも虚むなしく消えた。


    



    　同時にそれは、彼が実現させようとした完全な世界──〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉の死でもあった。
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    　夜、あざみから電話がかかってきた。


    　巽たつみが電話口に出るなり、混乱しきった様子のあざみは、昂こう奮ふんを押し隠せない調子で早口に何かおかしなことはなかったかと尋たずねてきた。


    「おかしなことって？」


    「それがさ──」


    　とぼけてみせる巽に、あざみは、その日一日奇妙なことばかりが続いたという。


    『毘び沙しや門もん』店内に置かれていた梟ふくろうの剝はく製せいが動きだして羽をはばたかせ飛び去り、綾あや乃のの肩が突然内側から爆発するように破裂し、はたまた日ひ鞠まりの軀からだから無数の抽ひき斗だしが出てきたかと思うとそこから胡桃くるみの実や顕けん微び鏡きよう、古めかしい胡こ椒しよう入れ、ウズラの卵、拇おや指ゆびピアノ、アルマジロの尾、毒々しい色合いをした茸きのこ、腸詰め、赤黒い染みのついた手袋、空白の地図、硝子ガラス製の義眼等の品々が飛びだしてきたり……


    　奇き妙みよう奇き天て烈れつな話に、巽は大おお袈げ裟さに相あい槌づちを打ちながら耳を傾けた。


    　悠はる久ひさを斃たおした後、世界は元通りの姿を取り戻していた。


    〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉によって引き起こされた現象や事物はことごとく消えてしまった……いや、悠久の言い分によれば、それは常つねにこの世界に折り重なるように存在し現実を構成している。タダ我々は再びそれを認識できなくなったということなのだろう。


    　街を襲った災さい禍かの唯一の痕こん跡せきといえば、〈メビウスの頭蓋骨トウー・パート・インベンシヨン〉で破壊された水み無な月づき病院で、欠陥工事による倒壊事故かとテレビで取り沙ざ汰たされていた。爾じ来らいと瑞みず羽はと悠久と呉くれ羽はと巽の因いん縁ねんが絡からまった場所……画面いっぱいに映った病棟の残ざん骸がいは、六年前に端たんを発した一連の事件の終わりを告げているように見えた。


    　人々は〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉で起きた怪現象を、夢のなかでみた出来事のようにかすかな記憶としてとどめているのみである。


    　巽と呉羽だけが一連の事件を憶おぼえていた。鴫しぎ沢さわ有あり菜なの、葛かつら城ぎ瑞羽の、毘び舎しや利り爾来の死は、けっして夢ではない。巽と呉羽のなかで、その痛みは容た易やすく消えるものではないだろう。


    　やがてあざみが長々と続いた話を終えると、巽は、


    「……夢だよ、きっと」


    　とだけ感想を洩もらした。


    「う──ッ、たしかにそうとしか考えられないんだけど、なんか納得いかないー！　やっけにリアルだったのよね」


    　夢というひと言では到とう底てい説明がつかないと、あざみは悶もん々もんとした声を返した。


    「そんな夢なら、ぼくだってよくあるよ」


    「んー、そう？　んんー……そーそー、おかしなことってーと、」


    　とあざみは、もうひとつ妙な点があるのだと続けた。


    　今朝、まだ夜も明けきらぬ時間に爾じ来らいの許もとから伝でん書しよ鳩ばとが飛んで来て、しばらく休店するからバイトも休みだという連絡があったのだという。伝書鳩はその後綾あや乃のの家を訪れ、綾乃には、自分が留守にする間この鳩を預かってもらえまいかというメッセージが添そえられていた。


    　綾乃は喜んでその鳩の面倒をみることにしたらしい。


    「旅行にでも行ったのかなー、でも昨日までそんなこと全然言ってなかったし」


    「…………」


    　そう聞いて、巽たつみは息を呑のんだ。


    　水み無な月づき病院へ向かう時点で、既すでに爾来は差し違えてでも悠はる久ひさを斃たおすと己の死を覚悟していたのかもしれない。そんな覚悟から、残される伝書鳩を鳥好きの綾乃に託しておくことにしたのだろう。


    　そしてその判断は、哀かなしいかな、結果として正しかった。


    　そんな巽の気持ちも知らず、あざみは、


    「まっ、過か酷こくな労働環境だったから解放されてせーせーするって感じだけど。……んー、何てーの、張り合いがなくなるってーか、急だったもんだから気になってさ。それにいつまでって期間もハッキリしないのよね。巽んとこには何か連絡なかった？」


    「いや……ぼくには何も。料理の勉強のために海外でも行ってるんじゃないかな」


    「はァん、ちょっとは料理マシになってくれたらいーけど？」


    　電話の向こうで頸くびを傾かしげているあざみに、巽は苦い声を返し、爾来が既に死亡しているという事実はつたえなかった。いずれ知れてしまうことなのかもしれないが、それでも今は秘密にしておこうと思った。


    「ふぅ……」


    　あざみとの会話を終えて電話を切り、息をついたところに、


    「結ゆう城きさんからですか？」


    　硯すずりが声をかけた。


    「ええ、何だかおかしなことがあったって。ま、日頃から面倒なことにばっかり首を突っこんでるやつですから」


    　巽はそう誤ご魔ま化かそうとしたが、硯もまた似たような体験をしたという。


    　硯の語るところによれば、この鴫しぎ沢さわ家の屋内が巨大な内臓の内部と化し、冷蔵庫やピアノまでもがその一部となって襲いかかってきた。その際、ピアノに喰くわれそうになった硯を救ってにあが代わりにピアノに呑のみこまれたのだという。ゴリゴリゴリと骨の砕ける音が聞こえ、肉が押し潰つぶされ、ピアノ本体と上うわ蓋ぶたの隙すき間まから血が溢あふれた……


    　その光景を思い出したのか、硯は両手で自分の肩を抱いて身震いした。見ていて痛々しいほどの怯おびえぶりだ。巽たつみは硯すずりの不安をやわらげようと、


    「にあなら元気そうにしてるじゃないですか」


    　と居間の方を指差した。その言葉通り、当とうのにあはピアノのうえでせわしなく曲を弾いている。ピアノに呑のみこまれたなどとは到とう底てい想像できない、いつも通りの平和な光景だった。


    「ええ……そう、なんですけど……」


    　硯は頰ほおに手を添そえて不思議そうな顔をした。


    「変な夢ですね。あんまり気にしない方がいいですよ」


    　巽は、あざみに対してと同じ反応を硯に返した。なおも納得いかないというふうに頸くびを傾かしげる硯を見て、巽は苦笑し、それからピアノの方に顔を向けた。


    　巽の視線に気づいたのか、にあは鍵けん盤ばんを搔かき鳴らしていた足をフト止めて、


    　にあぅ


    　短く鳴いた。


    



    　　　§


    



    「……行ってきます」


    　硯にそう声をかけて、巽は家を出た。


    　二学期最初の日。八月は終わったものの陽ひ射ざしはまだ強く、かすかに冷たさを含んだ風だけが季節の移ろいを感じさせる。少し早めに家を出たために人通りはまだ少ない。新鮮な空気を吸いながら巽はゆっくりと早朝の道を歩いていった。


    　いつもの通学路を学校へ向かっていると、途中で人影が見えた。


    「葛かつら城ぎさん？」


    　巽が声をかけると、人影は長い髪を翻ひるがえらせてこちらを向いた。思った通り呉くれ羽はだった。


    「おはよう」


    「待っててくれたの？」


    「いえ……」


    　呉羽は思わず否定しようとしてから、


    「……ええ」


    　思い直したように頷うなずいた。


    「ありがと。あっ、鞄かばん持つよ」


    「いえ、いいのよ」


    　呉羽は遠慮したが、巽はいつになく強引に呉羽の手から鞄をもぎ取った。


    「──ぅお、重っ？」


    　始業式の日だというのに何が入っているのか、呉羽の鞄は予想外にズッシリ重く、一瞬、肩が外れるかと思った。


    「だからいいと言ったのに」


    「いや、恰ちよう度ど体力つけたいと思ってたし」


    　奪いとられた鞄かばんを取り戻そうとする呉くれ羽はに、巽たつみは空から元気を張った。


    　学校までの道のりを二人は並んで歩く。事件の話題は敢あえて避けて、何気ない会話を交わした。特にこれからの学校生活のこと……


    　吹きぬけた風に乱れた横髪を右手で払いながら、呉羽は、


    「……美術部に入ってみようかしら」


    　ポツリと言った。巽は驚いて呉羽に向き直り、


    「そう、うん、いい考えだと思うよ。日ひ鞠まり先生と結ゆう城きもいるし」


    「……あの……二人が……」


    　巽が打った相あい槌づちに、呉羽は一挙に絶望に襲われたように顔を曇くもらせた。呉羽はあざみとは犬けん猿えんの仲だし、御み園その生う日鞠のこともよほど苦手らしい。あの二人とうまくやっていけるのかな、と巽は苦笑して、


    「ぼくも一緒だし」


    　とつけ加えた。


    「ああ……鴫しぎ沢さわ君も美術部に入ったのだったわね」

  


  [image: ]


  
    　巽たつみは呉くれ羽はの右手を見、それから自分の手に視線を移した。


    　悠はる久ひさとの戦いで〈無限軌道デイヴイジヨン・バイ・ゼロ〉によりもつれ絡からまった二人の右手は、〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉の消失とともに、それぞれ元の自分の手に戻っていた。


    　だからこの手に、もう〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉は宿っていない。


    　巽は呉羽の横顔を眺めた。


    　交換していた右手は、これまで二人の間を結ぶつながりともなっていた。けれど今は、それよりも確かなつながりを感じる。


    



    　──もう何の力もないこの右手だけれど、


    　この人を守っていきたいと、思った。


    



    　空あいている左手で、巽は呉羽の右手を握った。


    　呉羽もまたそれを自然なこととして受けいれた。


    　手をつないだまま、二人は無言で歩いていた。


    　道の両側でゆっくりと風景が流れてゆく。緩ゆるやかな風が二人を撫なでて過ぎ去った。


    　しばらく進むうち、不意に巽の視界のうちで、さながら騙だまし絵のように風景が変容し、そこに存在するはずのない光景が立ち現れた。


    　太陽の表面に真まっ直すぐな切れ目が入ったかと思うと、そこから熟うれきった果物の皮を剝むくように捲めくれていった。見開かれた巨大な眼球と化し、蠢うごめき、グルリと視線をめぐらせ、瞬まばたいた。天使と悪魔の軀からだを半身ずつつなぎあわせた存在が宙を舞い、道の両側に並ぶ家か屋おくと樹き々ぎの輪りん郭かくが薄れ、北欧神話に描かれたさまざまな場面が現れては消えていった。


    〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉の名な残ごりのように、巽は今もなお、あちら側の世界を夢にみることがあるし、また現実の風景のなかにも幻影めいたものが見えることがある。


    　おそらく後遺症のようなものなのだろう。


    　悠久の死亡とともに〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉は消え失うせたが、一か月近くの間頭ず蓋がいの内側に深く浸透していたそれが、脳になんらかの変化を与えなかったとは言いきれない。時間が経たてばやがて失なくなるのかもしれないが、しばらくはこの現象に悩まされることだろう。


    「悠久は──」


    　巽は口を開いた。


    「え……？」


    「悠久は、人々の集合無意識に刻まれているのは完全な世界の記憶だって言ってたよね」


    「ええ」


    〈壜詰めの世界パラノイアツク・パノラミツク〉によって実現されかけた、完全な世界──その世界にはどこか懐なつかしさを覚える部分もあるが……


    　やはりこれで良かったのだろうと、巽たつみは思う。


    「それはたぶん、束つかの間まの夢みたいなもので……」


    　──夢であるべきだし、夢であらねばならない……


    　そう思った。


    　空中に浮かぶ雲が流れ寄って重なりあい、ひとつの巨大な顔を形づくっていた。ジッとこちらを凝み視つめてくるその顔は、誰かに似ている気がした。


    「……鴫しぎ沢さわ君？」


    　そんな感慨をこめて風景を眺めている巽に、呉くれ羽はが不思議そうに声をかけた。


    「いや……何でもないよ」


    　巽は穏おだやかな声で応こたえて、こちらを眺める誰かに微笑を返した。


    　わずかに視線を流すと、その幻影はスッと溶け消えてゆき、後にはただ夏の終わりの風景だけが広がっていた。

  


  
    一柳　凪


    Nagi Ichiyanagi


    



    馬車馬的存在、空気読めない子。主食は飲むよーぐるとと果汁ぐみ。予約済みの『ドリームクラブ』発売日を指折り数える日々。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    リバース・ブラッド　６


    



    ２０１６年９月16日　電子書籍版発行


    著　者　一柳　凪


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　山田和正


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２００９年８月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸNAGI ICHIYANAGI 2016　ISBN978-4-09-451152-9


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/i-0003-0005_0.jpg





OEBPS/Images/i-0097_01.jpg
e o
;-v reverse® blood Vi
e





OEBPS/Images/i-0207_01.jpg
v vision





OEBPS/Images/i-0113_01.jpg
i1 personal





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg
YUN=2T7ZyF A4

v reversa ,blood w

AFAR: "(’Z






OEBPS/Images/i-0010_01.jpg
Characters

L¥ b koa »ob ¥ (o)
SR 3% IR
R LI, Bk R e s v,
PO LB L Rk AL aRd

GRET 2 2 #o. RS 850,

\ 200 IS
vy ¥
HEIR D E A 2t}
RDIFTAAL D, SRR DRl Kb -7

B S 3 RhiE BB T80,

Ly b by % 3% 9% 0
WSIRA R XHAETY
ROl HEBDBRK AWNVE= =T, FBRR.

LT,





OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		∵



		i sign



		∵



		ii personal



		∵



		iii mobius



		iv vision



		epilogue



		奥付













OEBPS/Images/i-0006-0008_01.jpg





OEBPS/Images/i-0129_01.jpg
7 o
;v reverse® blood Vi
e





OEBPS/Images/i-0169_01.jpg





OEBPS/Images/cid-07984.png
16





OEBPS/Images/i-0002_0.jpg
e L
¢” reversg’ blood i

infinity
13 o
43 1 sign
97 e

113 i personal
1129 S
147 il mobius

207  iv vision

251  epilogue






OEBPS/Images/i-0147_01.jpg
i mébius





OEBPS/Images/i-0231_01.jpg





OEBPS/Images/i-0085_01.jpg





OEBPS/Images/i-0251_01.jpg
epilogue





OEBPS/Images/i-0043_01.jpg
i sign





OEBPS/Images/i-0101_01.jpg





OEBPS/Images/cid-07829.png





OEBPS/Images/i-000a.jpg
— 40 i

nagi ichiyanagi

AFAF XA






OEBPS/Images/i-0259_01.jpg





OEBPS/Images/i-0013_01.jpg
e o
;v reverse® blood Vi
e





OEBPS/Images/i-0011_01.jpg
»ob ¥ 123 08 »ob ¥ LH O

IEN BHEA
S DR, Ak GRAKED kb AH DR, BRI L THE,

59479257939,

ROBAT A FHOMT BREDOURY  AbE G RO 2L s 2. 8%,
PHZOU TR O 1 ZHR T

»o6+ & OUE »ob ¥ AYF @

S5 b =55 B
KRR OER. WERsk. AHOR,
L, L,
T L b L bW B ZO 5> O 2H
BEAEER TR B B
BEBLENH AT BEF v ayT b OHUE,
“RIH g H. AL, SRR

£ 2 »L T bh ¥ o
J\EEFR 1R SPREI YO
EFRRIHATOIALF, “EYbXWERHE” DUk

BUERISIRR A vh. R,






